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 『大学の将来像』
 竹重 風美（デザイン工学部 建築・環境デザイン学科）

裏表紙 令和3年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
 『照』
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　大阪産業大学学会は、論集や学会報の発行、講演会開催や研究助成だけ
でなく、コンテストや見学会等のイベントを通じて学生会員の皆さんへの積
極的な還元を目指しています。
　ところが残念ながら、昨年度からのコロナ禍の継続により、学会運営も困
難な状況が続いています。そうした中、本年度は、時期的・形態的に開催可能
と判断できたイベントは実施に至り、また、学会コンテストのWeb応募や、講
演会のライブ配信といったインターネットのさらなる活用も試みました。こう
して、少しずつですが、平常時の状況を取り戻す道筋を見定めつつあり、また
出版助成や、可能な限りの海外留学費補助を行うことができました。これら
は常任委員の先生方と事務局の皆さんの創意工夫とご努力の賜物だと思い
ます。
　この学会報でも、見学会の参加報告や、オンライン形式ではあるものの海
外研修や留学の体験記を、例年より記事数は少ないながらも掲載することが
できました。一方、今回は「学生による教員の研究テーマ」と「学生支援部署
の活動」の紹介記事が新設されました。前者は、教員へのインタビュー形式
だけでなく、チームごとの研究テーマ紹介や教員紹介の体裁をとったものも
あり、学生目線からの研究の捉え方を知れるだけでなく、ユニークな活動内
容も散りばめられ、楽しく読んでもらえると思います。また後者に関しては、
それぞれの部署のコロナ禍に対応した取り組みのご報告を頂くことができま
した。
　さて今回の特集テーマは「大学キャンパスの将来像」です。本学会の運営
のみならず、生活全般を通して私たちは、不自由さの中でも様々な工夫をこ
らして、新しい生活様式や価値観を手に入れようとしています。時代の転換
点とも言えるこの機会に、これからの大学教育･研究や大学生活を支えるキャ
ンパスのあり方や将来像を考えるための寄稿を、教員と学生の皆さんにお願
いしました。学生の皆さんは、オンライン授業に伴う苦労を語りながらも、自
ら積極的に行動をする大切さに気づく機会にもなり、新しいチャンスが存在
すると建設的にとらえてくれていることを知り、また、大教室の今後の活用法
や、キャンパスを偶発的な出会いの場や地域との接点ととらえたアイデアを
示してもらうことができ、大変嬉しく感じました。先生方には、大学の本質や
教授法へのふりかえりのうえで、これからの学びの姿を様々な視点からお考
え頂き、懐が深くおしゃれで、異文化理解の場ともなるキャンパスを目指すこ
とで、本学の独自性が発揮できるとの道筋のご提案も頂きました。
　これから我々みんなで、新たな時代の大学像を探っていかねばなりませ
ん。今回ご執筆の方々だけでなく、全ての学生の皆さんと教職員の皆さんで
知恵を持ち寄り、力を合わせて歩を進めていければと思っています。大阪産
業大学学会が、多様な活動を通じてこのための架け橋になることを期待して
います。
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令和4年度学会行事予定一覧

大阪産業大学学会事務局（本ؗ8֊�産業研究ॴ事務ࣨ内）�����8���3��1（ઢ：�81�） お気軽にご連絡ください
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4月 学会報付
見学会実施༧ఆϙスター掲示

新ೖ生・在学生に付
（学内各ॴにもஔいています）

7月 લظ見学会ࢀ加ड付
各学部掲示൘、学内各ॴ、学会webサイト、
Portal-OS6で案内

夏期休業期間中
各छ見学会։催༧ఆ（2〜3ճ）
※�新型コロナウイルスの感染状況により、変更・中止になる場合があります

9月 後ظ見学会ࢀ加ड付
学会コンテストื集։࢝

各学部掲示൘、学内各ॴ、学会webサイト、
Portal-OS6で案内

10月
学会コンテストื集క・書ྨ৹ࠪ
※優秀な作品は学会報に掲載されることがあります

学術講演会

11月
学会コンテスト最ऴ৹ࠪ
各छ見学会։催༧ఆ（2〜3ճ）
※�新型コロナウイルスの感染状況により、変更・中止になる場合があります

※適時 学会主催・ڞ催講演会

˞見学会、講演会の学会企ը事業については、ద時、学会webサイトでもご案内します。
˞コンテストのԠื内༰やৄしい情報は、学会webサイトや学内掲示のϙスターでご֬ೝください。
˞各見学会は、ื 集人に੍ݶがあります。ৄ しい内༰につきましては学会webサイトやϙスターでご֬ೝください。

学会ެࣜXFCαイト https://as-osu.jp/

　「大阪産業大学学会」は、ত和39年（1964年）に設立された学術研究ஂମです。
　本会は本学における学術・研究・教育の発లおよびීٴにد༩し、あわせて学会会員の研究助成をਤることを目的としています。これらの目的を
行するため、「大阪産業大学集」「大阪産業大学学会報」の発行、「学術講演会」の講演会・研究会・シンϙジϜ・学֎研म会の։催、教員会員
だけでなく学生会員の研究教育活動の助成、ւ֎留学の助成の事業、さらには、主に学生会員を対象とする各छコンテストや༷々の学֎見学会を
行っています。

大阪産業大学学会とは
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『新緑の空間へと導く階段』
吉永 有輝（経営学部 経営学科）
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国際学部　国際学科　准教授　春口 淳一
大学キャンパスの将来像

　今年3月にパスϙートがࣦޮしていたことにؾがついた

のは、य़学ظがऴわってからのことでした。私はւ֎に

をӡͿことが多く、見ฦしてみますと、1年で8ճパスϙー

トをҾっுり出した年もあります。それが、19年11月の中

国・上ւの出ுを最後にしまいࠐんだまま、ついには

かͣに年が経過していたわͮؾがれたことにもݶظ

けです。コロナによってւ֎がԕくなったことを感͡ます。

　このコロナのために留学のػ会をҳした学生は、それこ

そؾのಟです。って、留学生のݮ少もまたݦஶですͶ。

国をӽえてのҠ動の੍は、コロナがもたらした大きなࡂ

のҰつです。

　「トビタテʂ留学+APAN�（1）」や「留学生30万人ܭ

ը�（�2）」など、留学を௨した高度人ࡐの育成は、日本の教

育ࡦにおけるۙ年のྲྀ行とݴえるかもしれません。で

あれば、知のڌ点である大学には、Ҭコϛϡχティのࢦ

ඪともなるグローバル化をମ現したۭ間であることがظ

されるでしΐ͏ 。しかし、コロナ禍においてキャンパスに

をӡͿ学生がごく少となったことで、ཧ的に日本

人学生と留学生とが分断されているのがِら͟る現状で

す。

　いや、そもそもコロナҎલ、多くの学生たちが行きަっ

ていた時の大学キャンパスは、Ҭのモデルりಘるグ

ローバルな環境であったでしΐ͏か。もちΖん、12号ؗ1

֊にあるランήージ・ΧフΣを活༻する学生、国ྲྀަࡍ

を࡞ܗるいくつかのプロジΣクトڞ育にࢀ加する学生な

ど、異文化৮に積ۃ的な大学生も多くいました。

　しかし、そ と͏ばかりはݴえないのが೦な実情です。

かつてインドωシアの留学生がώジャϒ（಄部などを෴͏

イスラϜ教を৴ไするঁ性のଋのこと�（3））を日本人学

生にྫྷやかされたとい͏エピソードを、あるઌ生がޠって

くれたことがあります。21ੈلの大学キャンパスの風景と

しては情けないことです。

　Ҡ動の੍が解かれるアフター・コロナにおける「大

学キャンパスの将来像」を考えるとき、私は留学生との心

ཧ的な垣ࠜも解きほ͙されたキャンパスであってほしいと

生社会のൣとなるキャンパス像こそڞいます。多文化ࢥ

が、21ੈلにあるべき࢟だと考えるからです。

　キャンパスにおける多文化ڞ生社会の構成員とは、多

༷な文化的背景を持つ大阪産業大学生Ұ人ひとりです。

それは୯७に国੶でラベル付けされるものでもありませ

ん。国੶の上ではಉ͡であっても、ルーπや生い立ちは人

それͧれであり、このことは「日本人」についてもてはま

るでしΐ͏ 。ですから、留学生と日本人学生の間だけの

として͡るべきでもありませんͶ。集ஂの中で、特

のある背景を持つ人が、それによってᎏ᎐されたり、ഉ

আされたりするのではなく、むしΖ特長としてそのルーπ

にތりを֮えてもらえるよ͏なきっかけが、キャンパスの中

で設けられたらとࢥいます。

　ௗࣂ�（4）はその಄で、留学がしいコロナ禍の今、「ド

ラマやөըなどのө像࡞品を活༻しての異文化学शを提

案する」と述べています。それも֬かにいいでしΐ͏ 。でも、

それを活༻するのはそもそも異文化、多文化に৮れたい

と考えている人だからかもしれません。

　よりൣғにきっかけを༩えるۭ間として、キャンパス

がҰ果たせないものでしΐ͏ か。これまで私が๚した

ւ֎の大学の中には、キャンパス内にࣨを設けて、日本

文化にしんでもらお と͏するなど、֎国の文化をٙࣅମ

験する環境をつくる大学がいくつもありました。ただ、これ

も実ࡍにར༻する学生は、もとより֎国文化のڵ味関

心の高かった学生に特化されそ で͏す（ʜʜ何よりコスト

がとんでもないことになりますͶ）。

　異文化ཧ解のきっかけ࡞りであれば、も͏少しखܰな

ことから考えてみてもいいでしΐ͏ 。たとえば、売ళに֎国

。めてみたらど͏でしΐ͏か࢝՟をฒべてみることからࡶ

今や、ちΐっとしたスーパーでもೖखできるよ͏になりまし

たが、よりۙなॴでも目にするよ͏になれば、異文化

に目を向ける第Ұาになるかもしれません。また学৯で、

日本ではあまりೃછみのない֎国のྉཧを提ڙするの

も࡞りになりそ͏です。フΝϛϨスνΣーンでも、ւ֎

フΣアをよく見かけますよͶ。「なんだ、これʁ」「意֎に

マい」とい͏に、自らのルーπを活かして「実はこれって

さあʜ」とޠってもらえたら。いや、品։発からを挙げ
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てもらったっていいかもしれません。

　もちΖん異文化とは質的なものにݶఆされるもので

もありませんし、Ұを見てेを知ったとࢥいࠐみ、ステϨ

オタイプを๊くよ͏になってもࠔります。とはいえ、まͣは

ҧいをָしむことからҰา౿み出せる、そ͏いった工に

あ;れたキャンパス像をࡧしてみてはど で͏しΐ͏ か。

（1）� �文部Պ学লϗーϜϖージ「トビタテʂ留学+APAN」

（最ऴӾཡ日：2021年8月15日）

https���tobitate.meYt.go.Kp�
（2）� �academist +ournalϗーϜϖージ「『留学生30万人

「ը』が値上ୡ成した今、日本が実現すべきことܭ

（最ऴӾཡ日：2021年8月15日）

https���academist-cf.com�Kournal� p�10997�
（3）� �5A#* -A#OϗーϜϖージ「ϜスリϜのঁ性がにண

ける『ώジャϒ』とはʁ その意ٛといを聞いてみた」

（最ऴӾཡ日：2021年8月15日）

https���tabi-labo.com�294755�aufa001
（4）� �ௗٱࣂඒ（2021）ࢠ『異文化コϛϡχέーション学』

書ళؠ
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　これから私の大学生活の分でىこったコロナのӨڹ

について述べていきたいとࢥいます。コロナは私にとって

とても大きなӨڹをٴ΅しました。大阪産業大学にೖ学

して2年が経った時、コロナが日本でがりだし、大学の

त業もશてオンラインになり、3ճ生の間ではキャンパス

にはҰ度も行くことができませんでした。

　私は、留学を目લに߇えていました。大阪産業大学の

ݣ留学生に選ൈされて、2020年の3ճ生になる4月か

ら、Χナμの-angara Collegeに4ϲ月留学をする༧

ఆでコロナ禍のલから४උをし、心ちにしていました

が、そのظ間には行けなくなり、留学は後ظにԆظとなり

ました。その時は、લظに行くことができなくても、後ظに

は行くことができるだΖ͏とظしていましたが、後ظで

の留学もԆظになってしまいました。その時に私は、ど͏

したらྑいのか分から 学をしてւ֎に行こ͏ٳͣ、 とも考

えましたが、いませんでした。後ظのत業がऴわり、ӳ

՝のྲྀަࡍにも৮れないຖ日をૹっていましたが、国ޠ

方に、Χナμ留学の代ସાஔとしてオンライン留学をקめ

られました。も͏留学に行けないとࢥっていましたし、ब

৬ઌでもӳޠを͏ことがないだΖ と͏ࢥっていたため、

あまりオンライン留学にັ力を感ͣ͡にいました。大き

なӳޠも、も͏ษڧしなくなってわなくなるとࢥったか

らです。しかし、ӳޠ௮けのຖ日をૹれるとい こ͏とはどれ

ほどせなことで、自分にとってどれほどプラスなことなの

かをཧ解し、オンライン留学のࢀ加をܾ断しました。

　そ͏して私は2021年の3月に1ϲ月間、ECCのオン

ライン留学にࢀ加しました。朝から༦方までの時間に4時

間分のत業があり、朝からͣ っとӳޠでのत業が࢝まりま

した。त業内༰は、SpeaLing、3eading、-istening、

Presentationで、最後のPresentationのत業はECCの

ωイティϒのઌ生とೋ人だけの時間になっていました。そ

してプϨθンテーションが出来上がると生ెશ員で発ද

し、ଞの人からの質にえたり、վળ点を見したりし

ました。このオンライン留学を௨して、私のӳޠ力もとても

向上し、自分のۤख分野のࠀもでき、ಘ意分野では自

分のスキルを活かすことができました。平日ຖ日あるので

とてもきつそ͏にࢥえましたが、ӳޠがきな私からする

と、とてもָしく、ຖ朝みんなのإを見れるのがخしかっ

たのを֮えています。生ెはશ員で3人だったのでわから

ないことはわかるまで聞くことができ、とてもྑい環境で

ӳޠを学べたとࢥいます。私より年下の学生からも年上

の私が学Ϳことがたくさんありました。私がったことの

ない୯ޠを؆୯にっていたり、આ໌するのがしいこと

まで、؆୯にઆ໌してしま͏のを見て、私ももっとؤுらな

いといけないとやるؾをຖ日もらっていました。そのため、

この1ϲ月で自分の精ਆ面とޠ学力の面での成長がと

ても感͡られました。私はत業内でみんなの1日の出来事

などをすは͡めのォーϛングアップの時間が大きで

した。ӳޠですのでもちΖんӳޠのษڧにもなるのです

が、みんなの生活や過去のମ験を聞いてると自વにসإ

になることができたので、त業のॳめからྑいスタートの

状ଶで࢝めることができました。オンライン留学でӳޠの

力を伸ばすことも学びましたが、それとಉ時に助け߹͏こ

と、ྭ まし߹ こ͏とを学Ϳことができました。

　最後に、私はこのオンライン留学をମ験してから、લよ

りもӳޠがきになり、ޠ学力を向上したいとい͏ؾ持

ちが大きくなったため、も͏Ұ度留学に行こ͏ とい͏ܾ心

ができました。༗ݴ実行、Ұ度留学をܾめたのだから、

れても実行したいとࢥいました。なので、大阪産業大学を

ଔ業してから、ब৬をせ 、ͣҰ年間マルタڞ和国に留学

することにしました。私が大学生活でえられなかった留

学とい͏ເをଔ業後にえられるよ͏になりました。コロ

ナでΧナμの留学がなくなってしまい、留学はఘめよ と͏

っていましたが、この1ϲ月間のオンライン留学をとおしࢥ

て、自分の今Ұ൪やりたいこと、するべきことがはっきりと

分かったؾがしました。ब৬をして、留学に行っておけば

よかったと後չはしたくないので、今しかないとࢥいまし

た。私のܾ断がྑいのかはわかりませんが、今の自分なり

にできることをして、今までの経験をଘ分に活かし、չい

のないよ͏にしていきたいです。これからは、大学ଔ業後

にब৬するとい͏選択だけでなく、きなことにչいのな

いよ͏にઓすることや、自分のເに向かってಥきਐむと

国際学部　国際学科　髙木 萌々香
有言実行
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いった選択も増えてくるとࢥいます。これからの学生が自

分のきなことを見つけ、その事にઓできるよ͏になっ

ていってཉしいとࢥっています。
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スポーツ健康学部　スポーツ健康学科　早瀬 朱莉
大学キャンパスの将来像

　コロナ禍により、大学キャンパスは大きくม化しました。

त業ܗ式がม化したことにより、学生がొߍするػ会が

少しました。大学施設の大をめているであΖݮにۃ

͏講ٛࣨはແ༻の長と化しているといっても過ݴでは

ないかもしれません。ϋイϒリッドܕのत業がల։され、

Ұఆの学生が大学講ٛをडけに来たとしても大講

ٛࣨのよ͏なさは必要ありません。講ٛࣨのもそれ

ほど多くは必要ないでしΐ͏。また、今後テϨϫークがਐ

み、これまで大学で行っていた事務ख続きがオンライン化

されたり、ઌ生方が自でत業や研究を行ったりする

ことになったとԾఆすると事務ࣨや研究ࣨも今までとಉ

༷のやスϖースは必要ではなくなるでしΐ͏ 。つまり、コ

ロナ禍でٻめられている生活༷式がたりલとなったと

き、大学キャンパスに価値がなくなってしま͏Մ性があ

るといえます。しかし、私はこれまでの大学生活でಘた経

験から、大学キャンパスは価値あるものであり、今後もଘ

在し続けてほしいとࢥっています。そこで私は大学キャン

パスの将来像を自の経験をもとに「人と人との出会い

の」とい͏؍点から考えました。

①同世代と偶発的に出会える場

　त業のܗ式がオンラインにมわり、Ұ年が経ちまし

た。ࢿྉやリアルタイϜで知識をಘて学Ϳことはできまし

たが、友人と会͏ػ会、講ٛなどで新しく出会った学生と

をしたりಉੈ代とのަྲྀがݮりました。今やSNSなど

オンラインでもಉੈ代のަྲྀはできますが、自発的にަ

ྲྀをするのは自分のڵ味のあることがほとんどです。大学

はಉੈ代がおޓいに示し߹わせたわけでもなくۮવに集

まるだといえ、そこでのަྲྀもۮ発的です。私が大学で

ྑくなった友人ୡは「学੶൪号がۙかった」「ॴଐして

いる部活動はҧ͏けれど、活動ॴがಉ͡だった」など、

出会ったきっかけはۮ発的なものばかりです。また、大学

に在੶しているಉੈ代の人たちは各々が༷々な価値؍を

持っているため、自分自のࢹ野ががります。講ٛ後の

ۭき時間などにたわいのないஊসをָしむػ会に৭々な

人から自分が知らない情報などを教えてもら͏ ことができ

る、૬खが知らないことを教えたりできる。大学キャンパス

にはそのよ͏な価値があると考えています。そのۮ発的な

出会いを創造できるとして、大学キャンパスがもっとػ

すればよいのではないかとࢥいます。

②�地域の人が気軽に立ち寄れて、学外関係者間の交流
が加速する場

　大学は、Ҭ・社会ݙߩをするػを持っています。私

ୡの大学もઌ生方がҬの方と連ܞしたり、大学施設を

Ҭの方々に提ڙしたりして、Ҭݙߩ活動を行ってい

ます。ྫ えば、大学施設の1つである8ellness2008では、

「いきいき大東スϙーπクラϒ」とい͏総߹ܕҬスϙー

πクラϒをซ設し、Ҭの方の݈߁にݙߩするよ͏な活

動をしています。そのスϙーπクラϒの中では、会員ಉ࢜

のަྲྀも生まれており、このよ͏なが大学キャンパス内

にもっと増えればྑいのではないかとࢥいます。

　特に、現在はコロナ禍であり、大学生がキャンパスに来

ることが少ない状گです。これをػにҬの方が৯ಊや

ΧフΣでன৯やܰ৯をとったり、中ఉでஊসしたりする

としてのػをڧ化することで、Ҭにࠜ͟した大学キャ

ンパスとしてଘ在価値を見出せるよ͏になるとࢥいます。

コロナ禍の行動੍ݶがٻめられる中で、このよ͏な取り組

みを実施することはしいかもしれませんが、今後、学生

がै来のよ͏に大学ొߍするよ͏になったとき、少しで

もҬとの点が増えていると、学生にとってもྑい学び

のとなるとࢥいます。

③学生と社会の架け橋になる場

　ब৬活動もオンラインにมわり、企業આ໌やインターン

シップなども現に行くことがなくなりました。その中でも

大きくมわってしまったと感͡るのは、ଔ業生やઌഐなど

のを聞くことが出来なくなっているとい こ͏とです。キャ

ンパスにがむかなくなったのは学生だけでありません。

大学をଔ業していったO#、OGもܰؾに来れなくなりま

した。企業とのܨがりはオンラインでも୲อできますが、

今まではθϛなどで、ब৬活動のなどをしてもらってい
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たのに、会͏ػ会がないので、実ࡍのリアルな実ମ験を聞

くことができなくなりました。

　このよ͏な出会いのは私の経験上、ઌ生の研究ࣨで

こったり、θϛ活動の中で自વと生͡たりするى発的にۮ

ものです。θϛの活動でઌഐと会った時にब৬活動をど͏

めればྑいかっていることをすと、「まͣ何をすれ࢝

ばྑいかʁ」「ब৬活動のྲྀれ」などについて教えてもらえ

ました。また、θϛのઌഐやઌ生の研究ࣨを来๚されてい

たଔ業生、社会人の方とをすることで、自分のࢹ野がڱ

まっていることにͮؾかされました。

　これらの経験は、私のब৬活動に大いに立っていま

す。ઌഐから後ഐ、ब৬活動とい͏をきっかけとし

て社会の౿み出し方をえることは、現大学生の将

来のෆ҆をܰݮするޮ果があるとࢥいます。このよ͏な

を生み出すのは、θϛなどの活動を行える大学キャンパ

スが持ち͏ る大きな価値の1つといえます。

　大学キャンパスは私たちのަྲྀのとして大きな意味

をもたらしてくれています。オンライン化がਐみ、ަ ྲྀのػ

会が少なくなった今だからこそ、キャンパスでަྲྀしてい

たのは価値のあることだったとؾ付かされました。特に私

の߹は、1年࣍はコロナҎલの大学生活をૹっていた

ため、2年࣍に大学キャンパス行くػ会がܹݮしたࡍ

に、大学キャンパスにおける人とのަྲྀの価値がとてもو

重なものだったとڧく実感しました。大学キャンパスは、こ

れまでҎ上に人と人を͙ܨとして発లしてくれることを

。っていますئ
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経営学部　経営学科　准教授　那須野 育大
１．はじめに

　本ߘでは、「χϡーノーマル時代における大学での

学び」について、චऀの見解を中心に述べたい�1。ここで

χϡーノーマル（New Normal）とは、「新しいৗଶ」また

は「新ৗଶ」のことをい͏。すなわち、「社会に大きなม化

がىこり、Ҏલとಉ͡状گにることはでき 、ͣ新たなৗ

識がఆணする」ことを意味する。このχϡーノーマルは、

2000年代ॳ಄のインターωット時代の౸来時、2008年

のリーマンショック後など、これまでのৗ識が௨༻しない

「新ৗଶ」をࢦす༻ޠとして༻いられた。

　そしてコロナ禍に見われた現在、χϡーノーマルは、

コロナ後の「新ৗଶ」をࢦす༻ޠとして༻いられている。コ

ロナ禍によって、զ々の日ৗ生活は大きくมわった。ྫ え

ば、ಇき方では、テϨϫーク、オンライン会議、時ࠩ௨ۈな

どがఆணしつつある�2。またචऀのઐ門分野のޫ؍では、

マイクロπーリζϜやϫーέーションなどが目されて

いる�3。もちΖん大学においても、オンラインत業がたり

લのよ͏ にఆணした。コロナ禍2年目をܴえた2021年度、

「χϡーノーマル時代における大学での学び」について、

少し考えてみたい。

２．コロナ禍で分かったこと（2020・2021年度）

　コロナ禍が大学教育に大きなӨڹをٴ΅し࢝めたの

は、2020年度であった。本学においては、2020年度લ

となり、教৬員・学生ともにಥࢭ対面त業がશ面中、ظ

؏工事でのオンラインत業対Ԡをڧいられた。2020年

度後ظになると、ϋイϒリッドत業が։࢝され、感છ状گ

にԠ͡て「対面त業ʗオンラインत業」のॊೈなりସえ

がՄとなった。2021年度、Ҿき続きϋイϒリッドत業

がܧ続されている。こ͏ した状گにおいて、ै લとの大き

なม化を2つ挙げたい。

　ม化の第1は、オンラインत業である。શての教৬員と

学生が、൱Ԡなしにオンラインत業を経験した。ここでは、

やインターωットアクセスはもちΖ࡞本的なパソコンૢج

ん、アプリέーションソフト（.icrosoft Ofpceなど）や

メール、本学の学श支援システϜ8ebࢠి Class、会議

πール（Google.eetや;oomなど）をいこなすことが

。められたٻ

　ม化の第2は、ి 化（または「デジタル化」。Ҏ下ಉ༷）ࢠ

である。これまで、教員は、त業でࢿࢴྉをし、ࢴഔ

ମをってࢼ験を行ってきた。学生は、Ϩϙートやࢼ験に

ख書きで対Ԡし、学内の掲示൘を見て連བྷ事߲を֬ೝし

ていた。いまվめて考えてみると、教育現は何とアナロ

グであったことか。しかし、こ͏ したޫ景はҰ挙にফえ去

り、શてిࢠ化された。

　こ͏ した2つのม化、すなわちオンラインत業とిࢠ化

には、Ұ方でར点がଘ在する。学生にとっては、いつでも

どこでもत業をड講できるよ͏になる。Ҡ動時間がແく

なり、時間をޮ的にえるよ͏になった�4。教員にとって

も、ը像や動ըをった分かりやすいत業の実施、ࢿࢴ

ྉのݮなどがՄとなる。ଞ方、大きなܽ点もࢦఠで

きる。学生にとっては、対面での学びやަྲྀのػ会がࣦわ

れ、म学意ཉのݮୀがආけられない。教員にとっても、学

生のཧ解状گを見ながらत業をਐめることができ 、ͣ

ニューノーマル時代における大学での学び

˛写真1　本学中ԝキャンパス　出య：2021年4月4日、චऀࡱӨ。
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ֻけできないもどかしさがある。

　චऀのθϛでは、学生ど͏しグループディスΧッション

で意見ަ換しながら、情報収集やࢿྉ࡞成を行͏。まͣ

は間ど し͏ྑくなった上で、新たなl知の創造zをࢼみ

ていく。しかしオンラインでは、これを実ફすることがۃめ

てしい。චऀは、オンラインでのθϛӡӦのいわばݶք

を௧感した。චऀ自、学部時代のθϛでは、ディスΧッ

ションとともに、友人ど し͏の何ؾない会、θϛ߹॓、ҿ

み会などの記Աが৭ೱくっている。このよ͏に、学生ど

͏し対面でަྲྀしながら人間関を構ஙする中でこそ、

ॆ実したθϛ研究がՄとなる。学生が集い、ަ ྲྀする

を提ڙすることこそ、大学キャンパスの最大の意ٛである

といえよ͏ 。

３．ニューノーマル時代に向けて（2022年度以降）

　コロナ禍1年目（2020年度）、教員も学生も「いつか

コロナલの状گにるはͣ」と考えていたかもしれない。

しかしコロナ禍2年目（2021年度）をܴえ、教員も学生も

「も͏コロナલにはらない」と考え࢝めているのではな

いか。චऀもそのよ͏ に考えている。

　2022年度、新しい生活༷式がఆணするとともにϫクν

ンछがਐみ、コロナ禍はམちணいていることをظし

たい。そ͏なると、新たなत業のあり方、すなわち「χϡー

ノーマル時代における大学での学び」の࢟がࡧされるこ

とになるであΖ͏。オンラインत業とిࢠ化のચྱをडけ

た教৬員と学生は、コロナલよりもޮ的・ޮ果的なत

業ܗଶをࡧ・構ஙしていくにҧいない。このことは、本

学の独自性や特にもࢿするものと考えられる。

注
1　大学での学びのあり方は実に多༷であり、༷ 々な見

解がଘ在する。本ߘの内༰は、あくまでචऀのҰ意見

であることをお断りしておく。また、本ߘのࣥච時点は

2021年7月であり、『学会報』57号発行༧ఆの2022

年3月時点と状گが異なっているՄ性がある。

2　ް生࿑ಇল（2020）「『新しい生活༷式』の実ફྫ」

。রࢀ

3　日本経済新聞2020年12月21日付ࢀর。

4　文部Պ学লのௐࠪによると、オンラインत業に「意

的な意見を持つ学生（56.9�）」は多く、「ෆຬを持つ

学生（20.6�）」を上ճっている。日本経済新聞2021

年6月29日付ࢀর。

［参考文献］
ް生࿑ಇল（2020）「『新しい生活༷式』の実ફྫ」ࢀর。

　　https���www.mhlw.go.Kp�stf�seisaLunitsuite�

bunya�0000121431@newlifestyle.html（ Ӿ ཡ

日：2021年7月6日）

日本経済新聞2020年12月21日付、2021年6月29日

付。
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１．はじめに

　2020年から࢝まった新ܕコロナイルスはٸに

がり、さま͟まな分野に大きなඃを༩えている。特に、大

学では、多くの学生の集まりをආけるために、オンライン

त業やنのখさいクラスのत業などさま͟まな方法で

त業が行われている。

２．オンライン時代

　アメリΧのジャーナリストとコラϜχストであるトー

マス・フリードマン（5homas -oren 'riedman）は、

『χϡーϤーク・タイϜζ（5he New :orL 5imes）』ࢴ

に「私たちの新しいྺ࢙的な転換：#.C.とA.C.ʕコロナ

のલのੈքと後のੈք（Our New )istorical Divide�

#.C. and A.C.ʕthe 8orld #efore Corona and the

8orld After）」とい͏タイトルの記事を載せた。フリー

ドマンࢯは、新ܕコロナイルスが「ݩلલと西ྐྵ」のよ

͏な時代の転換点、つまり#.C.（ʹ#efore Corona）と

A.C.（ʹAfter Corona）になると৴͡ている。彼によれ

ば、私たちは新ܕコロナイルス後の時代に生きている。

この記事は私たちにいくつかの質をしている。ྫ えば、

新ܕコロナイルスの後、何がഉআされ、何がり、何が

最ద化されるのでしΐ͏ か。また、私たちの生活༷式がす

べて「リセット」される。その後、ੈ քはどのよ͏になるか。

コロナは、人々の౷的な概೦をมえた「৮ഔ」である。

ੲは学ߍに行って教ࣨに࠲っているだけでษڧとݺばれ

ていたが、今ではパソコンやܞଳなどのిثػࢠをって

ษڧできるよ͏になった。大学教育・研究もオンライン時

代にೖることになった。

３．オンライン授業

　「オンラインत業」とは、インターωットճઢを௨してԕ

ִで行͏、時間やॴの੍をあるఔ度解ܾした教育ख

ஈのことである。新ܕコロナイルス感છ֦大により、֎

出が੍ݶされる中でもत業を行͏ために、オンラインत

業をಋೖする学ߍはશ国的にまっている。新ܕコロナ

イルス感છ֦大Ҏ来、ੈ ք中のほ΅すべての学ߍがオ

ンライン教育を実施してきた。自ॗ要もҰつの原因とし

て、ઌ生も学生も学ߍではないॴでत業にࢀ加するこ

とができた。オンラインत業は非ৗにศརで多くのར点

があるけど、ແࢹできない多くのܽ点もある。

４．オンライン授業の利点と欠点

　オンラインत業のར点は多くある。ྫ えば、留学生に

とっては、コロナのӨڹでೖ国できない留学生もオンライ

ンでत業をडけることができる。ڑや環境に੍ݶがな

いから、自༝にत業にࢀ加することができる。時間も大෯

にઅできる。そして、ライϒ৴によるオンラインत業で

は、νャットやマイクなどを活༻し、ઌ生や学生たちは

方意見ަ換することもできる。オンラインत業であるが、

実ࡍには対面त業とほとんどಉ͡である。

　オンラインत業のແࢹできないܽ点もたくさんある。Ұ

つは、オンラインत業をडけるには、Ұఆの௨৴環境や設

උが必要である。त業中にಥવインターωットが続で

きなくなった߹、त業に大きなӨڹを༩える状گもあり

͏る。も͏Ұつは、長い時間のオンラインत業は、݈ に߁

ѱいՄ性もある。ྫ えば、ి のը面を長時間見ثػࢠ

ている߹、やっͺり目のർれにつながることがある。そし

て、ӡ動ෆをҾきىこすՄ性もある。

５．大学キャンパスの将来像

　Ҏ上のよ͏に、オンライン教育にもແࢹできない多くの

ܽ点があるが、オンライン教育のར点はܽ点よりもݦஶ

である。将来的には、大学教育・研究はますます国ࡍ的

になるかもしれない。テクノロジーのਐาとインターωッ

トのීٴにより、さま͟まな国の教員と学生がインター

ωットを௨してコϛϡχέーションを行͏こともできる。そ

して、ւ֎に行かなくても留学できるかもしれない。自分

の国でオンライン教育を௨͡てւ֎のत業にࢀ加するの

はྑいことではないでしΐ͏か。新ܕコロナイルスはੈ

քにとってࡂであるだけでなく、ม化のػ会でもある。

「リセット」されているੈքの中で、私たちは新しい環境

にదԠしながら新しいνャンスを௫むべきである。

大学院　経済学研究科　呂 秋陽
大学キャンパスの将来像
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　この学会報が発行する時には、コロナはど͏なっている

のでしΐ͏か。୭もが༧できなかったこの現状。ظと

ෆ҆がいっͺいある中ೖ学して、新しくできた友ୡとत業

をडけたり՝をਐめたりとたりલのよ͏に௨っていた

大学がٸにແくなりました。留学することも考えていまし

たが、まだできͣにいます。20年度21年度にೖ学した学

生は、私が๊いていたෆ҆をངかに超えているとࢥいま

す。また、ظしていたスクールライフもまだָしむことが

できていないのではないでしΐ͏ か。

　withコロナを考えていくੈの中になり大学ଆもそれに

߹わせたキャンパスや環境を࡞っていかないといけませ

ん。コロナのྲྀ行ॳには積ۃ的にオンラインत業を取

りいれました。また対面とオンラインをಉ時ӡ༻するϋイ

ϒリッドܗ式を࠾༻しました。ここからはݸ人の意見とな

りますが、私はこのϋイϒリッドܗ式は少しがあると

いました。もちΖん対面で講ٛすることがましいですࢥ

が、コロナ禍においての感છऀやٸۓ事ଶએݴなどを

考えると講ٛはϋイϒリットにせͣશ員オンラインで講ٛ

をするべきだとࢥいました。オンライン講ٛではج本的に

は教तからされるࢿྉやパϫϙを見ながらत業をし

ていくとࢥいます。これに対面を加えると݁局はその

されたࢿྉを見ながら講ٛを聞くだけになるのでオンラ

インと何もมわりありません。実ࡍにडけてみて教तを見

ていると対面ऀにしているのかオンラインのड講ऀに

しているのかఆまっていないこともありました。また、オ

ンラインでの質やෆ۩߹がす͙にฦすことができない

こともありました。教तのෛ୲をݮらすためにも、どちらの

いましࢥって講ٛをするべきだとߜ式でするかҰつにܗ

た。

　そ͏なれば、多くの学生とಉ͡教ࣨで教तの講ٛをड

けることができるのは、まだまだઌになるかもしれません。

それまでわない教ࣨをど͏活༻するべきか。Ұ部の大

教ࣨは自शやオンラインत業༻に։์するとྑいのでは

ないかとࢥいます。オンラインܗ式でもՈでडけͣに大学

内のۭؾ感でडけたいʂそのよ͏な学生も多くいるので

設උとwi-p環境がっている本ؗの教ࣨをར༻できݯి

るよ͏にすればྑいのではないでしΐ͏か。Ұ時ظ、৯ಊ

がٳ業して自शスϖースにもなっていましたが、少しͣつ

対面が増えてきて৯ಊもӦ業しているので、ۭ いている教

ࣨの༻は生ెにとってもྑい༗ޮ活༻なのではないか

とࢥいます。

　ଞに、教ࣨでいえば3人や5人࠲りのҜࢠやصをແくし

てҰつͣつの୯独したصとҜࢠを設ஔするべきだとࢥい

ました。これはੈの中でも多くࣖにするソーシャルディス

タンスを֬อすることができて、かつ୯独にすることでݸ

人のۭ間ができてษڧしやすいのではないかとࢥいまし

た。

　コロナがऴଉしてもしなくても、これから長く学生にѪ

される大学にするには生ెが過ごしやすい環境や設උが

ないといけません。私はそんな大学をんでいます。

経済学部　国際経済学科　佐井 勇斗
大学キャンパスの将来像



特

集

Special Topics

04","�4"/(:0�6/*7&34*5:�3&7*&8�/P�����

　新ܕコロナイルス感છ֦大のӨڹをडけ、大阪産業

大学においてオンラインत業が主要なत業ܗଶとなって

から1年Ҏ上が経過しました。そこで、学生である私が大

阪産業大学における新たなܗ式での学びについて感͡た

ことを述べていきたいとࢥいます。

　私がೖ学したࠒはコロナྲྀ行Ҏલであったҝ、活ؾの

あるキャンパスで対面式でのत業でした。友人や教員との

対がՄであり、またフィールドϫークの学֎での活

動によるڵ味深い学びができる環境でした。そんな中、コ

ロナ禍によるオンラインत業となり、情報ثػや௨৴環

境のඋ、त業ܗଶや՝、ࢼ験方法ށ͏ことが多

く、さらに対がほとんどない、ただひたすら講ٛをௌい

て日々の՝に取り組むとい͏状گが続いていました。

　2020年の後ظから2021年にかけて、リアルタイϜܗ

式やϋイϒリットܗ式でのत業となり、リアルタイϜでの

ଶと、対面でडける学生とオンラインでܗ加によるत業ࢀ

डける学生の方向でのत業ܗଶが主ྲྀとなりました。

このत業ܗଶのม化によって、これまでのオンラインत業

とは異なり、山の学びをಘることが出来ました。それは、

今まで出来ないとࢥわれていたリアルタイϜでのԕִत

業、ࢼ験、グループϫークがՄとなった事です。しか

し、そのत業ܗଶにはいくつか点があると考えていま

す。Ұつは、ษڧの質がམちてしま と͏い͏事です。リアル

タイϜでのオンラインत業になったとはݴっても、実ࡍに

学ߍ行って対面でत業をडけるのとでは໌らかに集中

力にࠩが出ると私自感͡たからです。2つ目は、積ۃ

的にत業にࢀ加しなくなる事です。オンラインत業のྑい

点としては、どんなॴであってもडけられる事がありま

すが、ٯにଞ人に見られることなくत業をडける事ができ

るので、ѱくݴえばGoogle meetにࢀ加さえしていれば、

त業に出੮したことになるとい͏事です。その݁果として、

ษڧの質がམちてしま͏とい͏事にもつながるのではな

いかと考えています。ではこ͏ いった点を解ܾするに

はど͏いった事が必要でしΐ͏ か。

　私は、ڵ味を持ち行動する事が必要だと考えます。私は

ීஈの生活から、২に関わる事が多いのですが、大

阪産業大学にೖ学してから環境について学Ϳよ͏ になり、

২にڵ味を持つよ͏になりました。そこで、実ࡍに自分

で২を育ててみると、成長過ఔを見ることができ、২

のԞ深さを知る事が出来ました。そして、もっとࢹ野を

げていΖんな自વ、ެ Ԃ、ఉԂのデβインを見に行くよ͏

になり、ͮؾかない͏ちに༷々な事にڵ味を持つよ͏にな

りました。

　こ͏ いったۙなことから行動にҠしていく事で、もっ

と深く学びたいとい͏意ཉが出てくると考えています。そし

て、ڵ味を持って学Ϳことで、今まで知らなかった事にؾ

ͮくことができると考えます。この事が、ษڧの質や積ۃ

性を高める事にܨがり、大学における新たなܗ式での学

びとしてよりྑいものになっていくのではないかと考えて

います。

　これらのことは、知らない事を学Ϳのだから、Ұ見

たりલの事だと͏ࢥのがී௨だとࢥいます。しかし、この

学会報を読んでいる読ऀの中には、「大学が面നくない」、

「त業がָしくない」と感͡ている方は少なくないとࢥわ

れます。それは、私自もؚめ、「डけになっていないか」

とい͏事を֬ೝする必要があると考えます。自分ののճ

りでࢹ野をげて৭々な事に目を向けてみると、案֎面

നいと͏ࢥよ͏な事が山あるとࢥいます。これをษڧに

も活かしてみてはいかがでしΐ͏ か。

　このよ͏ な大学での学びについて考えるきっかけになっ

たのは、オンラインत業になって৭ と々点が見えた事

だとࢥいます。օさんもそれͧれ৭々な考えがあるとࢥわ

れます。私は、自分自で学びを見つける事が大学におけ

る新たなܗ式での学びのあり方だと考えます。օさんもҰ

度「大学における新たなܗ式での学びのあり方」について

考えてみてはいかがでしΐ͏ か。

　私は、今後もىきるՄ性がある生活༷式や学びのม

化に対していかにదԠしていくかが重要であると考えま

す。また、自分自で考え、行動するとい͏力をにつける

νャンスであり、Ұ人の人間として成長できるνャンスが

౸来していると感͡ます。

デザイン工学部　環境理工学科　奥田 翔吾
大学における新たな形式での学びのあり方
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工学部　電子情報通信工学科　教授　矢来 篤史

情報機器の活用と人間対人間の関係の
ハイブリッドで学生の心を掴む

　今ճ、コロナ禍中「大学キャンパスの将来像」とい͏

テーマでࣥචをґཔされた。本来大学は教育と研究の

྆立が必ਢではあるが、ここでは主として本ࢽは本学学

生向けの学会報であるため、そのझࢫから本学学生に向

けたキャンパス将来像のҰ提案としたい。まͣϙイント

は「デジタルωイティϒੈ代の学生の心をいかにして௫

むか」である。彼らは心ついたこΖからテϨビήーϜに

PC、タϒϨットに׳れしんできたੈ代である。Ұ方ච

ऀは、ॴҦバϒルੈ代であり、自動ंやಋମなどの日本

品がੈքを੮רし、社会શମがුかれていたࠒに੨य़

を過ごした。しかし今վめて見ると೦ながら大学の教

त法は今もੲもほとんどม化していない。講ٛՊ目では、

ඦ໊の大教ࣨで教員は൘書とただマイクに向かって

っているだけ。ޠ学や演शՊ目では、教ࣨでを解い

たり発දしたり、ただそので演शするだけ。実験・実श

では、マχϡアルどおりの内༰を大多の学生は意味も

ཧ解せͣにػց的にこなし、ただデータを取り、報告書を

ख書きするだけ。มわったものは掲示൘からిࢠ掲示൘

にO)PからプロジΣクターに5SSからPCにཤम申

がख書きからwebに代わった͙らいŇすなわち情報ػ

をثػいかえれば情報ݴの発ୡによりศརになったŇث

いかに活༻化することと後で述べるアナログ的なྑさを

༥߹させる、まさにϋイϒリッドܗでएऀの心を௫み活性

化させることが大学キャンパスの将来像と考えられなくも

ない。

　これまでのچଶґવの教त法をશ൱ఆするつも

りはも と͏͏ない。多༷なメディアを高度に活༻するのみ

ではなく、現在の学生がこれまでडけてきた教育環境や

生活環境をؑみ、ಌれやָؾさ、教員とのڑのۙさの

実現化などにアナログ的な要ૉも取りೖれ、学生および

อऀޢのຬ度向上なども加味し、さらにそれに加え自

分もやれば出来るんだとい͏自৴をつけさせるためにはど

のよ͏な教育ܗଶがよいのか、ࡧすることがまれる。

Ҏલ、ݩ学長のౡઌ生が「教員の力がશてにおいて

学生のそれを上ճっていることはない。学生の方が上のも

のもあるŇそれを͏まく生かすことで、学生のજ在的力

をҾき出すことが出来る。」とڼっていたことが印象的であ

り、今まさにそれを۩ମ化するためのखが本学にもٻ

められていると͏ࢥ。そこで多少のཧでもあるが、൷

判は֮ޛの え͏、お͡さんのボϠキもؚめ、「大学キャンパ

スの将来像」શൠをҎ下ॱෆಉで考えつくままに述べて

みたいŇ

①オシャレで押しつけの無い授業形態の実現

　ड講は教ࣨ内のみではなく、学内で8i-'iがえ出来

ればが見えるおしΌれなΧフΣでҿをยखにタϒϨッ

トや-aptop PCを見ながら講ٛをडける。そこには

ఆ੍ֹでҿが༻意されていることがましい。講ٛʹ

˺զຫしてडけているとい͏イメージを১して、講ݎ

݁。でָしいものとい͏イメージをఆணしたいܰؾʹٛ 果

としてྑい意味でのϙジティϒフィードバックにより୯Ґ

取ಘの上ঢ、すなわちストϨートଔ業の向上もظ

できる。スターバックスΧフΣで高ߍ生がษڧしている࢟

をよく見かけるあれにώントがある。.ercedes meのよ

͏にϒランドイメージの刷新のためのアイデアを教育現

にも࠾༻すれば何か。

②身近な相談相手の配置

　ཧܥ学部学Պでは、1Պ目でྑいので1年生લظのઐ

門ૅجՊ目において1クラス10໊Ҏ下、学Պॴଐのઐ任

教員શ員で୲するŇೖࢼでڝ߹するۙྡのS大学では、

Ұ部の学部学Պでશઐ任教員がҰؙとなってೖ門θϛ

のよ͏なܗଶでઐ門教育Պ目のಋೖをਤっているŇ正ن

にख支څがՄな୲任੍と考えてもྑいŇ現代のएऀ

はۙでܰؾに૬ஊにのってくれる人やその面をアナ

ログ的にٻめている。それがଞళとのࠩ別化によりビジω

スでもޭしているものもある。ྫ えばOcean 5oLyoの

よ͏に人ؾඒ༰ࢣの1時間のメンζΧットが1万円でも

༧がとれない状گが続いており、ٕ 術のみではない૬

ஊ૬खに高ֹを支い、現代のएऀはコトফඅをしてい

る。大学もಉ༷で୯にl面見がྑいzと連ݺするだけで

なく、特にೖ学ॳでෆ׳れなときに学生がܰؾにいつ
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でも૬ஊにってくれる૬खとそのػ会をアナログ的な

方法ではあるが積ۃ的に提ڙすることでଞ大学とのࠩ別

化をਤれば何か。

③�スマホアプリによる電子学生証の発行と自動的な
出席管理システム、学内呼出システムの構築

　今や自分がॴ༗する自動ंでさえਤ上の何ॲにあ

るかがスマϗ上にද示される時代である。ݸ人ごとのཤ

म申情報はコンピϡータ上でཧされているので、学

内のどの教ࣨに今いるのか教ࣨ内に設ஔされた8i-'i

༺を༻いて各人のスマϗにインストールされたOS6ઐػ

アプリでೝ識すればリアルタイϜな出੮ཧシステϜ、学

内ݺ出しや学内ిなど؆୯に構ங出来てしま͏時代と

なっている。学生にとってはࢹされているかもしれない

し少々過อޢかもしれないが、௨学経࿏や下॓での在

情報もؚめ、その情報がอऀޢのスマϗでもӾཡできる

よ͏なシステϜを構ஙすれば、อऀޢの方々からも大きな

҆心感がಘられるにҧいない。またスマϗによるిࢠ学

生ূの発行によりコストݮをਤり、学内ར༻でのిࢠ

ೝূやPayPayのよ͏に学内の学生৯ಊ、コピーߪ、ػങ

関、osuシャトルバスなどでもキャッシϡϨスサービス

の֦ॆが今後まれるŇ࣓ؾΧードや3'*D方式の学生

ূ、クϨジットΧードػ付の学生ূはもはや時代れで

あるŇ

④�学生窓口対応の良否を学生がその場で評価する顧
客満足度（CS）申告システムの導入

　ւ֎出ு時にドイπమಓ（D#）の૭ޱでتんでいるإ

からౖっているإまでのボタンが4ݸฒんだശを見つけ

たŇそれは৬員の૭ޱ対Ԡのྑ൱をそので٬にిࢠ的

に申告させるシステϜであるŇボタンをԡされるଆにとっ

てはすごいプϨッシャーかもしれないが、社を挙げて٬ސ

サービスの向上に取り組んでいる࢟はධ価できる。そ

れに฿って本学でも教務՝を࢝めとした૭ޱで学生サー

ビスのҰ環としてಉ༷なことがଞ大学にઌۦけて出来な

いであΖ͏か。学生やอऀޢのຬ度Ҏ֎にೖࢼઓུ的

にも立つものとࢥわれる。

　Ҏ上考えつくままに述べてみた。ここで私的なことには

なるが、自のྡはݸ別ࢦಋの学शक़であり、少ࢠ化の

中、新ॅڵでは大گである。そのཧ༝について少し

を聞いてみると、現在のޚさんੈ代は人ޱが多く大

ख༧උߍなどでマスプロ教育をडけたੈ代であり、その

時の経験から自分のڙࢠにはマスプロ教育をडけさせた

くないとい͏ࢥいがڧいので、ݸ別ࢦಋをんでおられる

とのこと。やがてこれらのݸ別ࢦಋで育ってきたڙࢠが大

学にもೖ学してくることになる。18ࡀ人ޱがこれからもݮ

少してΏくなか、ଞ大学とのࠩ別化をਤり、本学も選んで

える大学として生きるためには、「大学は自分でษڧ

するとこΖ」とݴったҰ見正ともいえるچଶґવの考え

を捨て、本学もlてとりあしとりzでコンサルティング的な要

ૉをもち٬ސຬ度を何にして高められるかにかかっ

ており、それを実現するための༗ޮなखஈ・ػをもっ

た大学・キャンパスが将来的にٻめられてΏくだΖ͏ 。
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　大学キャンパスのこれからを考えるなら、҉い༧では

なく、できれば໌るい希を見出したいものです。ख์し

で希だけを述べるとすれば、現在のࠔな状گに対ቂ

するなかで、多くの人がझ向をڽらし知ܙをಇかせ、さま

͟まに工することで、ֵ 新的なٕ術や、新しいだけでな

くշదでもある生活༷式、今までにない๛かな価値؍が

生まれるかもしれません。イノベーションの生にظし

たいのはやまやまですが、೦ながら私には、ઌਐ的なٕ

術に関する知識や、新حなキャンパス像のアイデアの持ち

߹わせはありません。ただ私にできることは、大きなվֵ

や希のではなく、大学教育にかかわる過去のࢥ

の知ܙをआりることです。大学の本質とは何かを過去から

学び、「今、ここ」でどのよ͏な発の転換ができるかを

こ͏とが、これからの大学のาむಓےをরらすޫ໌となる

のではないか、とい͏ささやかなئいを述べてみたいとࢥ

います。そこで、フンボルトのࢥをࢀ考にしてみます。

フンボルトの大学教育理念―孤独と自由

　フンボルトとい と͏、フンボルトϖンΪンやフンボルトւ

ྲྀといった໊শがࢥいුかͿのではないでしΐ͏ か。これ

らの໊લの༝来となったのは、ドイπの୳ݕՈでཧ学

ऀのアϨクサンμー・フォン・フンボルトでした。ここで

学ऀでޠݴ、রするのはアϨクサンμーのܑでありࢀ

ՈのϰィルϔルϜ・フォン・フンボルト（8ilhelm࣏ von

)umboldt, 1767-1835）のࢥです。

　ϰィルϔルϜ・フォン・フンボルトはプロイセンの文

部大ਉとして、ベルリン大学の創設（1810）にܞわりま

した。彼の大学教育に関するࢥは「フンボルトཧ೦」

として知られ、「ベルリン高学術施設の内的ならびに

֎的組৫について」とい͏ະの文書に記されていま

す。そのなかでフンボルトは、高学術施設つまり大学

の本質は学にあるといい、「ݽ独と自༝（EinsamLeit

und 'reiheit）はこのྖҬで支的な原ཧである。」

（)umboldt1985：118）といいます。この「ݽ独と自༝」

とい͏ݴ༿はよく知られ、大学のཧ೦としてしばしばҾ༻

されるとこΖです。

　自らの意ࢤの下、学にଧちࠐむことを「ݽ独と自༝」

とද現するのでしΐ͏が、それでは、大学キャンパスにお

いて「ݽ独と自༝」を生かし学に向き߹えるのはどこで

しΐ͏か。私が考えるのは、ਤ書ؗです。もちΖん、パソコ

ンに向かっても、人Өの少ない教ࣨで自学するのも「ݽ独

と自༝」かもしれません。ൽなことに今、「ݽ独と自༝」だ

けは๛かに༩えられている、とも考えられます。

　ですが、本に私たちはݽ独で自༝なのでしΐ͏ か。;

いに๚れるண৴Իや提出ݶظのഭる՝、おもわͣ୧り

たくなるωット上の情報など、֎部とつながり、֎からの

意ࢤに動かされ続けているともいえます。「私たちは意

ݴອのੈքに生きている」（ルフ2020：100）とい͏ࢄ

༿に、深くटߠせ͟るをえません。ి をݯのిثػࢠ

り、֎部から自発的にݽ独になって、時間にわれること

なく知のੈքにਁりきることができるॴがਤ書ؗです。

そこでは大きなです人もωットサーフィンに時間をୣ

われることもありません。そして、日本の中ੈの教育施設

の࢝まりがਤ書を集積した金文ݿであり、また文ݿを

උえた「ར学ߍ」であったことを考えると、ਤ書ؗを中心

とする将来のキャンパス像とい͏のは、いみ͡くも教育施

設の大ݩの࢟にؼることともいえそ で͏す。

　もちΖん、学分野によっては実験など、ਤ書ؗででき

ないこともあるでしΐ͏。だとすれば、それͧれので「自

༝」かつ「ݽ独」な環境が生͡るよ͏にすることが、これか

らの大学にٻめられるのではないか、と考えられます。

「協働」がもたらす豊かさ

　とこΖで、༗໊な「ݽ独と自༝」のҰ文に続けてフンボル

トがޠったݴ༿はあまり目されていないよ͏にࢥいま

す。フンボルトは࣍のよ͏に記します。「しかしながら、人間

の精ਆ的な活動はただ協ಇ（;usammenwirLen）によっ

てのみ育まれる。」（)umboldt1985：118）それも、の

びのびと、ແ意ਤ的に協ಇを生みだしҡ持しなければな

らない、といいます。フンボルトཧ೦としてはݽ独のޠに

目が集まりがちですが、ଞऀとのかかわりがあってॳめて

成長がある、と述べられているのです。それも、学生の成長

全学教育機構　教職教育センター　准教授　塩見 剛一
教育思想から考える、これからの大学キャンパス
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だけでなく、教ࢣの事も学生があってॳめて͏まくいく

とフンボルトはݴいます。教ࢣと学生、あるいは学生ಉ࢜

がおޓいを高め߹͏協ಇが果たされるは、त業がج本

でしΐ͏ 。

　しかし、オンラインत業で対面とおな͡協ಇが果たせる

でしΐ͏ か。ど͏もしいよ͏にも感͡ます。対面でのत業

ではオンラインҎ上に、教ࢣはड講ऀの༧ظしないԠ

にた͡Ζ こ͙とがありますが、そこに、新たな精ਆ活動が

生͡ているとも考えられます。それも、各人にいかけら

れるػ会が多くあり、われることでԠ任が生͡る

少人での学शにおいて、協ಇは໌֬に現れるでしΐ͏ 。

オンラインでडけ͟るをಘない現状はมえられないにし

ても、少人でこそػする協ಇを重ࢹし、ޓいに学び߹

͏খグループでの対面त業を重ࢹしҡ持すること。それ

を生かすのはθϛナールや演शՊ目だけでなく、ड講ऀ

の少ないχッνな։講Պ目のҡ持についても、これからの

キャンパスにٻめられるのではないでしΐ͏ か。

学問だけでないキャンパスのはたらき

　フンボルトཧ೦はۙ現代の大学教育にӨڹをあたえた

といわれるҰ方で「産業化社会のਐలにଈԠする実༻主

ٛ的学؍にґڌする大学؍によってܹしく൷判をটく

ことにもなった」（ఴ2008：434）ともいわれます。実

༻も大事ですが「ෆ要ෆٸ」が高にڣばれる今だからこ

そ、Ұ見ແ༻なもの、झ味のものの価値やありがたさを

にછみて感͡ます。そ͏いった感֮を๊くからこそ、大学の

ਐむべきಓは、さらなる産業化社会の最ద化、実学の

ઌӶ化だけ
4 4

でなく、実学かられた「ڏ学」を大にする

ことではないでしΐ͏ か。フンボルトཧ೦は大学教育のࠜ

本ཧ೦とい͏だけでなく、時ྲྀにするものとして൷判を

ཋびてきたがΏえに、むしΖ今を時ྲྀのมわり目とするな

ら、かえって見るべきものがあるのでは、とࢥいます。

　ଞ方でフンボルトཧ೦は学を中֩にਾえています。こ

の֩は大学
4 4

の໊が示すとおりࢸだとࢥいますが、中֩

があればपԑやࢬ༿もあるはͣです。本質だけをٻし

Ұ৭にછまることは、異質なଘ在やଞऀをഉআすること

にもなりかͶません。学だけに७化するのではなく、Ұ見

「ෆ७」に見える༨നをすこと。それがこのࠔな時ظ

をりӽえ、そしてまたࣦわれやすい自༝をकるために、

大学キャンパスがもつべきջの深さなのでは、と私は考え

ています。

引用文献
ਉ「フンボルト」『վగ版　教৬༻ࣙޠయ』ڮ本ඒ

อ編、2019年

ルフ・..『デジタルで読むºࢴの本で読む』大ా

༁、インターシフト、2020ࢠ

)umboldt,8.v., #ildung und Sprache, 'erdinand

SchÖningh, Paderborn, 1985

フンボルト・8.v.『人間ܗ成とޠݴ』クラス・ルーメル、

খּ原ಓ、ߐౡ正ࢠ༁、Ҏ文社、1989年
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国際学部　国際学科　畑 絵梨奈
国際学部　紅粉芳惠先生研究室

そのなかで、「教育ޠ中国」、คઌ生の研究テーマはߚ　

も中国ޠのޠኮ学शをઐ門とされています。これまでに中

国ޠೖ門ऀから上ऀڃまでがえるϨベル別の୯ޠா、

上ڃϨベルになると知識としてܽかすことができない࢛

ޠのϋンドϒックを出版されています。また「中国ޠ成ࣈ

学शジャーナル：Chinese Station」（http���www.ch-

station.org�）とい͏8E#サイトの੍࡞・ӡӦもされて

いて、中国ޠ学शऀのために༷々な情報を発৴されてい

ます。

　私たちߚคθϛのメンバーはঁ3ࢠ人、உ1ࢠ人の4人

です。中国ޠθロスタートから1年で留学に行けるϨベ

ルの中国ޠ力をにつけるため᛭ୖຏしあってษ学に

ྭみ、留学生活やब৬活動をڞにりӽえてきました。現

在はそんな間とߚคઌ生のࢦಋのもとで中国ޠのޠ

ኮに関するଔ業文࡞成にۈしんでいます。

畑
それではߚคઌ生、インタビϡーをさせてきます、よ

Ζしくおئいいたします。4年目にして、今ߋվまった感͡

でઌ生にお聞きするのはؾஏͣかしいですͶ（স）

紅粉先生
そ͏だよͶ（স）。みんなとのこの3年をৼりฦりなが

ら、質にえていきたいとࢥいます。

畑
ではૣですが、私たちはઌ生にとってॳめてのθϛ生

とい͏ことで、昨年度の国ࡍ学部1ظ生であるઌഐ方の

ਐ状گを౿まえて、かなりૣいஈ֊からଔに取り組

み࢝めましたが、શମのॴ感としてはいかがでしたかʁ

紅粉先生
ଔのテーマを見つけるとい͏のはなかなかしくて、

大風࿊ෑを֦げす͗ても書けないし、1年Ҏ上の時間

をかけて上げるので自分がڵ味を持ったテーマでない

とこれまた書き続けることができません。θϛを௨して自

分のڵ味のありかを୳り出していく࡞業を時間をかけて

やったことで、みんなྑいテーマが見つかったのではない

かとࢥいます。

畑
そ͏ですよͶ、私の߹、テーマがݻまるまでにׂと時

間がかかってしまったのですが、θϛ生Ұ人ひとりのଔ

テーマに対して、ど͏ධ価していらっしΌるのかお聞きし

たいです。

紅粉先生
みんな留学に行って自分の中国ޠϨベルがどれほどの

ものかとい͏のをମ感して、それをもとにテーマを選んだ

と͏ࢥのͶ。ാさんは「日中ಉܗ異議ޠについて」、今ଜさ

んは「日中のオノマトϖについて」、ଜాさんは「༷ଶิޠ

フϨーζについて」、岡࡚くんは「成ޠについて」とޠኮが

テーマになったから、おޓいの研究をࢀ考にできるので

非ৗにྑいܗになったとࢥいます。

　私の研究分野は中国ޠޠኮを中心とした中国ޠ教育

なので、みんなにはただௐࠪ・研究して文を書くだけで

はなく、それを成果として中国ޠ学शऀにؐݩしてཉし

いとい͏ࢥいもあって、教࡞ࡐ成もؚめてଔを書き上げ

てཉしいとҰஈ֊ϋードルを上げたけど、みんなしっかり

とやっているとࢥいます。

畑
ઌ生がおっしΌったよ͏に、年間の上ւ留学は私た

ちの中でもかなりو重で、ターχングϙイントとなる経験

となりました。1年生から留学に行くまでビシバシと私た

ちをえてくださったઌ生ですが（স）、私たちの中国ޠを

学Ϳ࢟や留学後の成長など、どのよ͏に見てくださって

いたのか聞かせてけるとخしいです。

紅粉先生
CO7*D-19で留学が年だけとなり、みんなにとっては

本にແ೦のؼ国だったとࢥいます。5セメはオンライン

त業となり、私が୲した「中国ޠ総߹1」のत業は、留学

でについた中国ޠ力をҡ持してもら͏ために中国ޠで

やり、ࢠ学院のཥᠳઌ生にもήストでࢀ加してもら͏な

どしたけど、それͧれがϨベルアップしていてほんとڻきま

した。だからあと年留学ができていたらもっと力がつい
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ただΖ͏にʜʜとࢥ と͏೦でした。そして中国ޠ力だけ

でなく、人間的にも成長したと͏ࢥ、なんとい͏か自৴が

ついたのかな。留学લはそんなに積ۃ的でなかった人が

積ۃ的になり、ാさんのよ͏にもともと積ۃ的だった人は

よりパϫーアップしたとࢥいます。

畑
そ͏ݴっていただけて非ৗにخしいです。学年ごとに、

৭とい͏かงғؾがまたҧ と͏͏ࢥのですが、私たち18P

生はଞの学年に比べてどのよ͏な印象なのでしΐ͏かʁ

Ұ人ひとりの性֨や中国ޠのڵ味・関心度なども౿ま

えて聞かせてください。

紅粉先生
18Pの中国ޠコースの学生は7人ですが、みんなݸ性

的ですよͶ。ま、中国ޠをやる人はݸ性がڧいのかもしれ

ませんが（স）。1年生の時からঁ3ࢠ人がษڧ面ではஉ

います。私の中では、これࢥをҾっுっていってくれたとࢠ

は彼に任せたら大ৎ、これは彼ঁに任せたら大ৎと

い͏のがあって、い分けをしてました（স）。中国ޠコー

スのとして、みんなの成長を見कることができたのは、

私にとって本にせなことだとࢥいます。

畑
ありがと͏ご͟います。ઌ生からはそんな風に見えてい

たのですͶ、おもしΖいです。

　さて最後の質になりますが、य़には大学をଔ業し社

会人になるメンバーもいれば、中国の大学院の留学を

目ࢦしているメンバーもいます。それͧれのಓにਐむ私た

ちメッセージをおئいいたします。

紅粉先生
みんなは、人生100年時代、日本の国力がどんどんӈ

下がりになり、ෆ֬実な要ૉがたくさんある中で、今のݞ

年ྸの4ഒۙくを生きていかなければいけません。これ

で୯Ґを取るためのษڧはऴわりだけど、࣍は自分の人

生をよりྑく生きるための知識のアップデートをやって

いってもらいたいとࢥいます。中国のݵにl活౸、学౸z

（生きているݶり学び続ける）とい͏のがあるのですが、

正にこれですʂ

畑
ありがと͏ ご͟いました。ઌ生の学生のいを感͡る

ことのできるメッセージで、非ৗにԹかいؾ持ちになりま

したʂʈʈ　あと年ऑですが、今後ともよΖしくおئいい

たします。ଔ成に向けてがんばりますʂʂʂ今ճはこの

よ͏ なػ会をき、ありがと͏ ご͟いました。

˛ஶ࡞

˛θϛメンバー
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　本ߘでは、スϙーπ݈߁学部のઌ生が実ફされている

研究について紹介をします。今ճは、スϙーπ݈߁学部の

教त「ٶ本 ٢」ઌ生におをってきました。ٶ本ઌ生

には、ご自の研究に関することだけでなく、本学で୲

されているत業のことやઌ生が୲されているθϛでの

活動についてもおを聞くことができたので、その点も紹

介させていただきます。

担当授業について

　本学で୲されているत業は、スϙーπՊ学実शなど

「Ұൠମ育」とݺばれるものです。このत業では、スϙー

πՊ学に関する概的な内༰を取りѻ と͏ともに、ٿ、

バドϛントン、テχスなど、生֔スϙーπに௨͡るスϙーπ

छ目を実施しています。スϙーπ݈߁学部で実施されるス

ϙーπ実ٕत業は、そのスϙーπछ目に関するઐ門のٕ

術や教え方など「スϙーπのઐ門Ոを育てる」とい͏ࢹ点

でत業が実施されますが、Ұൠମ育は、スϙーπをखஈと

して༻い、自分（学生）自の݈߁増ਐや学Ԃ生活をָし

く過ごせるを提ڙすることを目的としたत業となってい

ます。

研究分野について

がӡ動ػの代謝などの生ཧے、ܥث॥環・ٵݺ　

によってどのよ͏にม化するのか、そのメΧχζϜをௐべ

る研究をされています。ྫ えば、アスリートの心ଁの大き

さは、Ұൠの人の2ഒఔ度あるといわれています。その2

ഒఔの大きさをތる心ଁが݂ӷを௨してےまでࢎૉ

をૹりࠐみ、ӡ動パフォーマンスをどのఔ度上げるのかʁ

といった組みをௐべたり、なͥアスリートは、そのよ͏

な༏れた心ഏػを持つにࢸったのかʁといった原因を

୳ったりする研究をされています。

　۩ମ的に、どんな研究をされているかਘͶてみると、下

記のよ͏ に教えてくださいました。

宮本先生
　人間のମは、トϨーχングを実施することによって、

、ૉෆや݂ѹ上ঢといったストϨスを感͡ます。そしてࢎ

ମは、そのストϨスの原因となっているࢎૉෆなど

を、どのよ͏にิえばྑいかʁを学शし、ϗルモンなどのମ

内の組みをってػվળをਤっていきます。その

組みを解໌していくことで、「よりޮ的なトϨーχング方

法」を提案できるよ͏ になると考えています。

　ྫえば、10〜15分ఔ度の高ڧ度トϨーχングをि1

ճ実施する߹と、中〜高ڧ度のトϨーχングをຖ日長

時間実施する߹（ӡ動部活動など）とでは、ମのػ

のม化にҧいがないことが໌らかになってきました。つま

り、ຖ日コπコπとトϨーχングを続けている人とि1ճ

ఔ度、自分自のݶքにഭるよ͏ な高ڧ度のトϨーχング

をしている人とでは、そのトϨーχングޮ果にҧいがない

とい こ͏とです。これは、時間でޮ果をಘることができる

ޮ的なトϨーχング方法があるとい こ͏とを示していま

す。

　今後は、これらの研究をさらに発లさせていき、将来

的にはアスリートがոզແく、ָ に、ޮ 的にମػ

を高めることの出来るトϨーχング方法を։発・提ڙし

ていきたいと考えているそ͏です。また、Ұൠの人の2O-

向上、݈ ࣬、増ਐ߁ ප༧、化ࢭなどを目的としたト

Ϩーχングメχϡーの։発・提ڙ、࣬ を๊えた人のױ

ମػճ෮などを目的としたトϨーχングメχϡーの։

スポーツ健康学部　スポーツ健康学科　早瀬 朱莉
スポーツ健康学部　宮本忠吉先生研究室
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発・提ڙなど、෯いに向けた「ޮ的で༏れたトϨー

χングメχϡー」を提ڙできるよ͏になることを最ऴ目ඪ

とされていて、多くの人がそれͧれの目的に沿ったトϨー

χングを「ޮ的で」「時間で」実施できるよ͏ になるະ

来が来るかもしれないとࢥ と͏、ϫクϫクしました。

ゼミについて

　θϛでもಉ༷に、ӡ動によるମػのม化、ମの

組みについてཧと実ફをԟؐしながら学んでもら͏よ

͏にしているそ͏です。それらの学びや経験を௨して、「

ମػのଌఆができる」「ଌఆ݁果を正しく読み取り、ධ

価できる」「ଌఆ݁果をもとに、ମػについてઆ໌で

きる」といった3つのことをに付けてほしいと考えてい

らっしΌいます。

　自分自のମにڵ味を持って、ମػをଌఆでき

るஔをって学んでみたいとい͏意ཉがある学生ୡと

ともにઌ生ご自の研究をਐめたり、学生が、その研究の

Ұを୲ってくれたりすることが大มخしくて、θϛの時

間はઌ生にとってもかけがえのない時間となっているとの

ことで、ٶ本ઌ生のθϛにॴଐすると学びもたくさんある

し、ઌ生やθϛ生とҰॹに学びながらָしい時間を過ご

せるよ͏ なؾがしました。

終わりに

　1つ1つの質に対して、丁ೡに༏しくडけえしてく

ださったٶ本ઌ生。ઌ生の研究現にはたくさんのଌఆ

ஔがあり、たくさんの学生がଌఆにເ中になっていまし

た。研究に対して真に向き߹っていらっしΌるٶ本ઌ生

のपりには、情にຬちあ;れた人ୡが集まってくるんだ

Ζ͏な と͊感͡ました。و重なお時間をきまして、ありが

と͏ ご͟いました。
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森本　　　�ઌ生の研究テーマは何ですかʁ

澤登先生　�私の研究テーマは「19ੈلイΪリスのమಓ会

です。ですが、θϛでは、օさん「ܭとΨス会ܭ

に会ܭ知識の༗༻性を実感してもら͏ことを

目的に、会社の経ӦのシϛϡϨーションを௨

した会ܭの実ફを行っています。

森本　　　�ଔ業までに「える会ٕܭ術」をにつけて

ཉしいとʁ

澤登先生　�そのとおりです（??）�

　ここでもっとイメージが༙きやすいよ͏に、どのよ͏なこ

とを実ࡍにษڧしているのかについて、私がおもしΖいと

感͡た内༰を中心に紹介します。

　ま 、ͣθϛ生それͧれが、ࢿしたい企業を選んで、̓

શ性や収ӹ性、株価の分ੳをし、ଞ社と比ֱし、その݁果

を発දし߹いました。そして、出てきた企業の中からみん

なで5社をݫ選して:ahooʂフΝイナンスでϙートフォリ

オを࡞成しました（株をٙߪࣅೖしました）。株について

最ॳはピンとこなかったのですが、このत業を௨して、

える企業の୳し方や値の見方を学Ϳ事がࢥしたいとࢿ

できました。

　続いて、自分が経Ӧऀになったことをఆして、事業ܭ

ը書を࡞りました。そのܭը書にそってଛӹ分ذ点ਤද

を࡞成し、何ճ取Ҿすればརӹが出るのかをࢉఆしまし

た。経Ӧするときの大まかなイメージをුかべやすくなっ

たत業でした。

森本　　　�今年は、ླ θϛと߹ಉで、大東市ॴと産

経新聞社と協力し「大東市のັ力をえる」

とい͏コンセプトでの企ըも実施してます

Ͷʁ

澤登先生　�はいʂθϛ生のօさんのࢹ点で、大東市のັ

力を*nstagramで発৴してもら͏ことにઓ

してます。*nstagramでの発৴経験は、օさ

んが将来、ビジωスパーソンとして活༂すると

きに「ઈ対、に立つʂ」と考え、この企ըにࢀ

加しました。

　私たちθϛ生は、大東市のグルメやޫ؍、人などを取

するとい͏いわΏる「インフルエߘして*nstagramにࡐ

ンサー」として活動しています。私はあるΧフΣさん取

に行かせていただきました。ళ主のおすすめやྉཧのこࡐ

だわりを取ࡐしたり、֎؍や内؍の写真をࡱらせていただ

いたりしました。ߘするࡍには、見やすさを重ࢹした文

ষの構成や写真選び、ϋッシϡタグを多くつけて、たくさん

の人に大東市のັ力をಧけられるよ͏にと工をڽらし

ました。

森本　　　�最後になりますが、ಥવですがઌ生に質し

てもいいですかʁ

澤登先生　�はいʂなんでもえますよʂ

経営学部　商学科　森本 恵未
経営学部　澤登千恵先生研究室

˛ླθϛ、ᖒొθϛの߹ಉ写真 ˛大東市グルメNo.1をܾめた࠲ஊ会ʂ
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森本　　　�θϛ生みんなでҰॹにしたいことってありま

すかʁ

澤登先生　�θϛ生でҰ൪したいのは、バーベキϡーです

Ͷʂᖒొθϛではまだしたことがないのでʜ。

Րىこしから、൧ᚫਬᗟ、最後のমきそばま

でʂただし、私はՐىこしや൧ᚫਬᗟはでき

ないので、これらはօに任せたい（স）

森本　　　�օでバーベキϡーָしそ͏ですͶʂ私はバー

ベキϡーしたことないので、バーベキϡーした

ことあるࢠにՐىこしから教えてもらってؤு

りたいですͶ（স）するとしたら、こんなॴで

してみたいってい͏ཧとかってありますかʁ

澤登先生　�学研市ઢだと、৸ެԂでできるみたい

ですが、ࡐྉやコンロとかはօでもって来な

いとμメみたいです。ここでもみんなの協力が

必要です（স）

森本　　　�本にҰからみんなの協力が必要だと、もの

すごくឺが深まりそ で͏すͶ（স）

澤登先生　�はい（স）本のཧをݴ と͏ւลでしたいで

す（স）それこそ、にՖՐとかʂそれ͡Όあ、

ҰധになってしまいますͶ（স）

森本　　　�ւล最高です（স）なんだかバーベキϡーし

たくなってきました（স）いつかθϛ生で本

にできるとྑいですͶʂ

澤登先生　�そ で͏すͶʂ

最後に（ゼミの雰囲気）

　新ܕコロナイルスのӨڹで、લظはほとんどオンライ

ンでत業を行っていました。私はը面ӽしでしかօのإを

見ることができ 、ͣ少しऐしいࢥいをしながらも、それͧれ

の人像をらませながらຖճのत業をָしくडけてい

ました。そんな中でも、ઌ生がҰ人Ұ人が発ݴできる時間

を設けてくださったため、みんなのことを知ることができま

した。ྫ えば、出ܽ֬ೝをする時にۙگ報告や自分の情

報をڞ༗したり、त業の中でプϨθンテーションをって

発දするࡍに、Ұຕ目を自ݾ紹介ཝとしてはさんだりする

ことで、みんなのݸ々の性֨やझ味、きなものを知るこ

とができました。後ظになると、対面でत業が行われるよ

͏になりました。オンラインのը面ӽしで見ていたみんな

に会って、さらにݸ性あ;れたงғؾにѹされた

のが印象にってます。ᖒొθϛは、真面目ですが、必要

な時やあるいはグループディスΧッションするときは、ָ し

くし߹いながらもしっかり意見ަ換ができるθϛですʂ

˛*nstagramのߘ

˛*nstagram『daito@shimbun』

˛त業風景
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呂
今日はઌ生の研究テーマについてインタビϡーさせて

いただきます。よΖしくおئいகします。

李先生
こちらこそよΖしくおئいします。

呂
それでは、ૣ ですが、ઌ生の研究分野についてわかり

やすくઆ໌してください。

李先生
私の研究テーマですが、いൣғでݴえば、Ԡ༻ϛ

クロ経済学（�Applied .icroeconomics）のཧ研

究です。ڱいൣғでݴえば、産業組৫（�*ndustrial

organi[ation theory）です。より۩ମ的にઆ໌すれば、

ੈքでىきている経済現象を経済学のཧモデルを༻い

てઆ໌することです。

呂
ありがと͏ご͟いました。࣍の質ですが、私はઌ生に

ついて少しௐべてみましたが、ઌ生は大学での学部は

қ学ՊでしたͶ。それは経済学ですか。

李先生
қ学Պも経済学のҰつの分野です。それは国ࡍ経済

学としてཧ解すれば分かりやすいとࢥいます。その学部で

は経済学のૅج分野である学や౷ܭ学、およびྔܭ経

済学などをशってから、経済学、国ࡍ経済学、金༥、国

。金༥などを学びましたࡍ

呂
はい、分かりました。それでは࣍の質ですが、ઌ生は

म࢜号を取ಘした後、10年間会社でಇいていたとい

ましたが、そのときの事の内༰は何でしたか。

李先生
そのとき、生໋อݥ会社やূ݊会社でフΝンドマωー

ジャーとしてಇきました。フΝンドマωージャーの主な

事は2つあります。Ұつは株や݊࠴、およびデリバティϒ

などの金༥品の売ങです。も͏Ұつは、企業๚や*3

（�*nvestor 3elationship）ࢀ加です。೦ながら事

の内༰は研究分野とશવҧいます。

呂
はい、ྑ く分かりました。࣍の質ですが、研究分野と

がありますかʁ事の経験は何か関

李先生
には関なさそ͏に見えますが、それらは関が

あるとࢥいます。事をするとき、多くの大ख会社に๚

していましたので、ある産業の特や企業成長に必要

なものなどをく取ಘすることができました。そ͏よ͏な

知識や現実のྫはཧ研究をやる人でもちΌんとཧૅج

解しておく必要があります。

呂
はい、分かりました。ઌ生は事をࣙめてത࢜՝ఔにਐ

学したཧ༝は何でしたか

李先生
あの、そのとき事にർれていました。そのりޱとして

ത࢜՝ఔにਐ学することをܾめました。しかし、40代の

私にとってそれはνャϨンジでした。私の人生にとっては

Ұ൪大きなνャϨンジでしたよ。ത࢜号を取ったとしても

号を取り࢜事をࣙめてからത、でگ事がෆಁ໌な状

に日本に来ましたので。

呂
の質ですが、ઌ生にとってཧ分野のັ力は何で࣍

すかʁ

李先生
ཧ経済学のັ力は、಄Ҏ֎には何も必要ないです。

಄やࢴおよびϖンさえあれば、ཧ研究はे分です。だけ

どほかの分野は、別のものがたくさん必要です。ですから

それは自分でコントロールできないから、ҰԠ自分の಄と

ボールϖンとࢴさえあれば行けるとこΖでやっています。

呂
のϗーϜϖージには、研究分野のߍの質ですが、学࣍

キーϫードはNetworL Effect、Private *nformation、

Passive #elief、8ary #eliefなどが書かれていますͶ。

その中でNetworL EffectとPassive #eliefの意味をわ

大学院　経済学研究科　呂 秋陽
経済学部　李東俊先生研究室
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かりやくすઆ໌してください。

李先生
NetworL EffectとPassive #eliefの 意 味ですͶ。

Passive #eliefはライバル企業の情報が分からないとき、

ྫえば、૬ख企業のݶքඅ༻が؍できないときです。

クールノーモデルは自分のݶքඅ༻も૬ख企業のݶք

අ༻も؍できる状ଶで、ڝ૪モデルを解きます。しかし

ながら、そのPassive #eliefとは、૬खのݶքඅ༻が؍

できない状گで、Passive #eliefとい͏概೦をって均

ଳిܞ、を解きます。ωットϫークޮ果についてですがߧ

をは͡めとする情報関連ࡒは、ݸ々のফඅऀがࡒをফ

අするときにಘられるޮ༻が֘のࡒのଐ性のみならͣ 、

ಉछのࡒをར༻するଞのফඅऀのにґଘしていること

が多いです。このよ͏にଞのফඅऀのにফඅऀのޮ༻

がӨڹをडけるとき、ωットϫークޮ果がଘ在するといい

ます。時間があれば教えます。

呂
はい、分かりました。ありがと͏ご͟いました。今日のイ

ンタビϡーはҎ上でご͟います。ありがと͏ ご͟います。

李先生
はい、ありがと͏ ご͟います。
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出川
　ઌ生のઐ門分野と研究内༰について教えてください。

船曵先生
私のઐ門分野は建ஙܭը学です。市・建といった

ώϡーマン・スέールの環境におけるデβインやそのۭ

間構成要ૉを研究しています。現在のテーマは、ňӺपล

ۭ間の人の行動ŉですͶ。コロナ禍によって、ソーシャル

ディスタンスの֬อが日ৗの生活スタイルとなる中で、Ӻ

पลۭ間で人の行動がどのよ͏にม化したのかにண目し

ています。人って面നいですよͶ。ϙέモンGOの৴が։

された時も人の行動がしばらくの間はม化して、Χ࢝

月経つともとにっていました。ۙな生活の中で、研究

テーマにૺ۰することがあってָしいです。

出川
　ଔθϛをड講しているときによく分かります。ઌ生を

見ているとָしそ で͏。

船曵先生
。きなのかもしれないですͶ本的にௐべることがج

研究のָしさがθϛ生とڞ༗できているとよりخしいので

すがʜ。コロナのため、研究ࣨのྫ߃行事であるθϛௐࠪ

ཱྀ行に2年連続で行くことができͣ೦ですが、今だから

こそ取り組む価値のある研究テーマがあると͏ࢥので、そ

のあたりをθϛ生と୳っていきたいですͶ。今年のθϛ生

の研究のテーマは、私のڵ味ൣғのど真ん中にҐஔͮけ

られるテーマを見つけてくれる学生が多くて、成果がָし

みです。

出川
　ଔ業研究の中間৹ࠪがऴわり、そΖそΖ本ࠊをೖれな

ければいけない時ظになってくるとࢥいますが、アドバイ

スをおئいします。

船曵先生
ま 、ͣ正֬な研究スέジϡールを立てることです。そのた

めには、自分の࡞業スピードをѲしておく必要がありま

す。人間はػցではないのでಉ͡ϖースでこなすことはで

きません。だから1時間でどこまで、日でどれくらいでき

るのか、できるだけ正֬なϖースを௫むこと。そして、どれ

だけの࡞業工ఔがあり、いつまでに成させなければな

らないのか、క日からࢉٯします。上खくスέジϡール

を立てることができたら、શମの6ׂがऴわったよ͏なも

のです。後はਐめるだけです。自にノルマを՝して、でき

るまで৸れないとかŋŋŋ。でもこれはあまりおすすめできま

せんͶ。人間、究ۃにたくなると知らない間に৸མちし

てしまいます。私がまだ学生のࢦ、ࠒಋ教員に「研究はセ

ンスとΨッπだʂ」とݴわれたことがあります。本質が何か

見ۃめることができなければ、研究自ମがグラついてしま

います。大なデータをલにして、自分が正しいとࢥった

方法で۬らいつく、力も必要なんでしΐ͏ Ͷ。私、

力だけはあるんですよ。3ࡀから18ࡀまで15年間ほどث

ցମૢをやっていたので、ෛけͣݏいで、ٕ をमಘできる

まで࿅शを܁りฦす、ӡ動ਆ経はൈ܈だったんですよ。今

では見るӨもないですがͶ。研究は、それをൈいて20年

間Ҏ上やっていますͶ。それだけଧちࠐめるものを見つけ

ることができて、せऀです。

出川
　研究のଉൈきは、何かありますか。

船曵先生
コロナ禍でパソコンのલにいることが多くなり、Ԡ援し

たいピアノܥ:ou5uberを見つけまして、そのピアノのԻ

৭に༊されていますͶ。も͏少し༨༟ができたらピアノを

再։したいですͶ。5ࡀから14ࡀまでピアノ教ࣨに௨っ

ていました。その時はピアノがݏいでしたがʜ。

出川
　今までにखֻけられた研究の中で、Ұ൪しんどかった

研究はありますか。

船曵先生
Ұ൪しんどかったのは、最ۙのビジωスϗテルに多い̎

৭のนの研究ですͶ。出ுઌで4面のนの内、1面だ

けが৭がついていて、ど し͏てだΖ と͏ࢥったのがきっかけ

です。出ுついでにデータを集められるから、Ұੴೋௗと

めたのですがʜ。何が大มだったかとい࢝ってࢥ と͏、ま

デザイン工学部　建築・環境デザイン学科　出川 翔
デザイン工学部　船曵悦子先生研究室
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、ͣ2৭৭のビジωスϗテルを॓ധサイトで選Ϳこと。

ॳめはӺपลの立なのですが、だんだんӺかられล

ᬞなॴになります。ϗテルによっては、サービスで部

のグϨードを上げてくれたりします。そのために2৭৭

の部ではなかったりしたときには、མします。部に

ೖって見るまでわかりません。その上、ർれて部にೖっ

てもௐࠪをઌに済ませる必要があります。連ധする߹

には、1ധͣつ別のビジωスϗテルにധまり、できるだけ

たくさんのデータを取ることになります。5年で100݅

のデータを集めて、やっとまとまったとい͏感͡で、でՔ

いだ研究ですͶ。

出川
　最後に、今年度のθϛ生に向けてҰݴ。

船曵先生
ધᐍ研究ࣨも6ظ生になり、研究ࣨとしてॆ実してきて

いるとࢥいます。精Ұഋଔ業研究に取り組んで、立って

行ってほしいとࢥっています。

˛ଔ業研究中間৹ࠪに向けてؤுっている༷ࢠ ˛ધᐍ研究ࣨྫ߃のθϛௐࠪのҰコマ
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川野先生
　エωルΪーม換研究ࣨは、ۭ 力やエンジンなどの自動

ंに関する研究を中心に行っています。自動ंの性を

向上するためには、ଛࣦをݮらすことやޮを上げること

が必要ෆՄܽです。ここでは、研究ࣨの3つの研究にয点

をてて、୲の学生から紹介していただきます。

川野先生
　まͣは、ۭ 力のを聞きましΐ͏。なͥ、ۭ にண߅ؾ

目したのでしΐ͏ かʁ

空力チーム
は度の2に比ྫするため、高ಓ࿏行߅ؾۭ　

が多い大ܕトラックでは、ۭ のࡍらすことで実ݮを߅ؾ

೩අが大෯にվળされることがظできます。しかしなが

ら、ं ྆ੇ法には੍ݶがあり、特に重ྔंではՙࣨを֬

อする必要があることから、ۭ 力を向上するために大෯に

。することができないのが現状ですߋ状をมܗ྆ं

川野先生
　トラックのۭ力性を大෯に向上するためには、何をす

るべきと考えていますかʁ

空力チーム
　ं྆ੇ法੍ݶや೩අࢼ験法の法վ正を行͏ことが必

要だと考えます。そこで本研究では、風ಎࢼ験ஔや値

シϛϡϨーションをって、現行の法にنఆされている

શ長やं෯などを考ྀせͣに、ۭ 力性を大෯にվળす

るためのं྆ܗ状の研究を行っています（ਤ1）。

川野先生
　ありがと͏ご͟いました。࣍に、バイクのഉ૽ؾԻ༧ଌ

の研究についてお聞きします。なͥ、バイクのマフラーԻの

༧ଌを行͏必要があるのですかʁ

エンジン騒音チーム
　バイクからの૽Իをଌఆするためには、市部の行

状گを౿まえた行状ଶで、テストコースや実験ஔ上

で実ं྆を行し、૽ Իܭでଌఆします。また、マフラー

性はエンジン性にもӨڹを༩えます。そのため、マフ

ラーの࡞ࢼ品を多く造する必要があり、大なඅ༻や

時間が必要です。

川野先生
　この研究は、1ݩ࣍シϛϡϨーションを༻しています

が、そのཧ༝はなにですかʁ

エンジン騒音チーム
ྀྲ、シϛϡϨーションはݩ࣍1　 れの方向のみ解ੳするた

め、ࢉܭ時間がく済みます。そのため、マフラーの࡞ࢼ

ճを少なくすることができ、法੍ن値を下ճりঘつエ

ンジンサンドの要ٻにえることのできるマフラーを少

ない工ఔで࡞ることができます。

　マフラーԻの実ंࢼ験を行い、シϛϡϨーションと比ֱ

することで、ࠩޡࢉܭの特ఆを行っています（ਤ2）。

川野先生
　ありがと͏ ご͟いました。࣍に、エンジン೩মνーϜにお

˛ਤ2マフラーのΧットモデル

大学院　工学研究科　寺田 将也・浅井 優騎・武元 章
工学部　川野大輔先生研究室

˛ਤ1 風ಎࢼ験ஔ
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聞きします。Χーボンχϡートラルの動きが加する中、

どのよ͏ なエンジンの研究をしていますかʁ

エンジン燃焼チーム
　エンジン೩মνーϜでは、Χーボンχϡートラルに向け

てΨソリンܥ೩ྉとディーθルܥ೩ྉ方の研究をして

います。Ψソリンܥ೩ྉでは、ࡐΰϛからエンジンを動

かす研究を行っています。ࡐΰϛをࢎૉがബい中で高

ԹにすることでՄ೩性Ψスをந出することができます。そ

のΨスをエンジンにڅڙすることでエンジンを動かすこと

ができます。ΰϛからエンジンを動かすため、環境にやさし

いエンジンです。

川野先生
　このシステϜの点はありますかʁ

エンジン燃焼チーム
　ࡐΰϛからエンジンを動かすまで大نの設උが必

要となることや、高ԹにするためにిؾやΨスが必要とな

るためޮがѱくなります。そこで本研究ࣨでは、ࡐΰ

ϛからエンジンまでখنな設උで行い、エンジンから出

たをར༻することで高ޮとなるシステϜの研究をして

います（ਤ3）。

川野先生
　ディーθルܥ೩ྉではどのよ͏ な研究をしていますかʁ

エンジン燃焼チーム
　ディーθルܥ೩ྉでは、e-'uelの研究をしています。

e-'uelとは、風力発ిやଠཅޫ発ిなどで発ిされた

Χーボンフリーなి力でਫなどから࡞られたਫૉと、大ؾ

中のCO2をって࡞る೩ྉのことです。自動ंメーΧーが

ਫૉをってエンジンを動かす研究はんに行われてい

ますが、ਫૉはؾମであるために、༌ૹコストやอが

しい点がありました。そこで、このe-'uelが考えられ

さま͟まなछྨの೩ྉが࡞られています。本研究ࣨでは、

ి動化がしい՟ंར༻をఆし、e-'uelの೩ྉ性

状を生かした高ޮな೩ম方法の研究を行っています。

現在トラックは、ディーθルエンジンを༻しているため、

大෯なվ造を必要とせͣにe-'uelの実༻化がՄであ

ると考えています。実༻化されれば、ଠཅޫ発ిなどの再

生ՄエωルΪーからエンジンを動かすためCO2ഉ出が

実質θロとなります（ਤ4）。

川野先生
　ありがと͏ ご͟いました。

　本研究ࣨでは、実験とシϛϡϨーションのซ༻を心ֻ

け研究しています。エωルΪー社会のมֵ時代をݗҾして

いけるよ͏ な研究をこれからも行っていきます。

˛ਤ3 Ψソリンܥエンジンࢼ験ஔ

˛ਤ4 ディーθルܥエンジンࢼ験ஔ



▲令和3年度�写真・イラストコンテスト（イラストデザイン部門）奨励賞作品
　『見返り美人』
　西倉�匠惟（経済学部）



令和3年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
『やすらぎの庭』
南 雄大（工学部 都市創造工学科）
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　令和ݩ年中に発生したCO7*D-19（新ܕコロナイル

ス）は、令和2年ॳ಄から日本国内にもӨڹががり、国

ຽの行動੍ݶと経済活動に大きなӨڹを༩えることとな

り、本学においても3月に։催を༧ఆしていたଔ業式の式

యを中ࢭしたことに࢝まり、令和2年度のオンラインत業

の実施、ೖ学式などの各イベントも感છࢭを目的とし

たࢀ加人を੍ݶした։催ܗ式にมߋするなどの事ଶと

なりました。

　キャリアセンターではCO7*D-19感છ֦大をडけて、ま

ͣキャリアセンター内での感છࢭ対ࡦを実施すること

から࢝めました。

　アルコールのඈລ感છ対ࡦ༻品とい͏৬での感

છ対ࡦに加え、৬員がオンラインででも学生対Ԡできる

環境උのため、パソコンのߪೖから࢝まり、Googleド

ライϒのར༻による情報のڞ༗、S6#-*NEをར༻した

学生の連བྷମ੍のඋを行い、՝内でのオンライン

対ࡦの࿅श会なども実施しました。それに加え、センター

内でػةཧ対ࡦとして、大学に出ۈする৬員とオンライ

ンで在ۈ務する৬員をシフト੍とし、いͣれかのグルー

プで感છが生͡てもキャリアセンターのब৬支援がܧ続

できるよ͏ 。をඋしましたܥ務ମۈ、

　また、学生のब৬支援についても࣍のよ͏な、取組を実

施しています。

ZOOM等のオンラインツールを利用した学生面談

　8E#による༧੍で、各୲ऀがオンラインで学生か

らのब৬૬ஊをडけ、ཤྺ書のఴや企業࠾༻情報

の提ڙを行います。

人数を制限した対面面談

　8E#による༧੍で、オンライン面ஊで実施すること

がෆՄなࢦಋを対面で行います。

就職ガイダンス動画の配信

　ब৬Ψイμンス動ըを৴し、オンデマンドで後日に

ௌできるよ͏ࢹ にし、学年生にもެ։しています。

オンラインによる企業説明会の開催

߹別またはෳの企業によるݸ選考に݁する༺࠾　

ಉ企業આ໌会を։催しています。

　また、令和ݩ年度まではମ育ؗで実施していた大ܕ企

業研究会も令和2年度は։催時ظをલして11月にオ

ンラインで200社の企業がࢀ加する「OS6ब活フΣス

タ」として։催しました。

　લ年度より多くの学生のօさんがࢀ加し、各企業の事

業内༰や࠾༻情報をಘることによりૣظにब৬に向けた

意識を高めてもらいました。

キャリアカウンセラーによるオンライン講座の開催

　キャリアΧンセラーによる「ब活のਐめ方講࠲」や「ཤ

ྺ書・エントリーシート書き方講࠲」の各講࠲を企ը

し、ਵ時։催しています。

LINEによる情報発信とチャットによる相談受付

　キャリアセンターが։催するイベント情報をϙータ

ルҎ֎で学生の多くがར༻する-*NEで情報をެ։して

います。

　また、νャットػをར༻して学生やอऀޢがキャリア

センターの質をܰؾに行えるよ͏ にしています。

インスタグラムによる情報発信

　学生の多くがར༻するインスタグラϜをར༻して、キャ

リアセンターの։催するイベントの発৴とともに、ब৬活

動で必要なノϋもఆظ的に৴しています。

キャリアセンター　冨永 利和

COVID-19（新型コロナウイルス）禍における
就職活動の変化とその支援
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　企業の࠾༻活動は、ج本的には3月にઆ໌会が։催

され、4月からࢼ༺࠾験が࢝まりますが、令和2年は

CO7*D-19感છ֦大のӨڹで各企業の࠾༻活動も࠾༻

༧ఆ人の見しが行われるとともに、感છࢭ対ࡦが

されることとߋめられ選考日ఔや選考方法も大きくมٻ

なり、対面式にมわりオンラインによる企業આ໌会や面

ࢼ験が行われるよ͏ になりました。

　このよ͏な状گをडけ、ब活生はこれまでटݍの

ԕ方で行われていたઆ໌会や面ࢼ験にオンラインでࢀ

加がՄとなりશ国نでब৬活動を行 こ͏とがՄと

なりましたが、企業ଆもશ国のब活生を対象とする࠾༻

活動ができるよ͏になり、CO7*D-19収ଋ後もオンライ

ンをར༻した࠾༻活動を༧ఆしている企業は多いと考え

られます。

　また、選考ܕのインターンシップを։催しࢀ加した学生

を対象としたૣظ選考を行͏企業も増えており、業ք研

究や企業研究を行 と͏い͏目的Ҏ֎にもࢀ加すること

の重要性が高まっています。

　学生のօさんのब৬活動においては、ච記ࢼ験対ࡦ、

ཤྺ書やエントリーシートを書く対ࡦ、マナー対ࡦ（オン

ラインでのマナー対ࡦをؚむ）とあわせてインターンシッ

プを活༻した業ք・企業研究をૣظに࢝めることが、希

する企業からの内ఆをউち取ることにܨがると考えら

れます。

　最後になりますが、キャリアセンターでは、༷ 々なイベン

ト։催やݸ人面ஊを௨͡てब৬支援を行っており、ひ

とりでも多くの学生と点を持ちたいとࢥっています。教

育৬員のօ༷には今後ともご協力をおئいします。

　また、キャリアセンター内の֨ࢿサϙートセンターでは

各छ֨ࢿ講࠲のड付も行っており、学生のօ༷はੋ非

とも積ۃ的にキャリアセンターを活༻していただくよ͏、

キャリアセンターҰಉおちしています。
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　私はオンラインをؚめ*5とい͏ものにૄく、書かせてい

ただく内༰には、ޡ解やཧ解ෆがあるかもしれませんこ

とを、おڐしください。ここでは、国ྲྀަࡍ՝がื集する

。におしさせていただきますجプログラϜをݣ

　グローバル化Ӡ と々ݴい࢝めたのもਵ分Ҏલのことで

すが、本学のޠ学留学・研मとݴえば、1998年に私が

大阪産業大学付ଐ高ߍから国ྲྀަࡍ՝にҠった年の夏

に、ւ֎ӳޠ研म（ظ大学部）にಉ行させていただいた

ときのことを今でも֮えています。時は、大学がロサン

θルスにॴ༗していたOS6-Aをڌ点に研मを実施して

いました。その年のӳޠւ֎研मは、ظ大学部が50

໊、4年੍学部もಉنであったと記Աしています。私は、

きましたが、現での活き活きとڻ加人が多いことにࢀ

した学生のද情が今も印象にっています。しかし、೦

ながら、ۙ 年はࢀ加ऀがݮってしまっている状گで、ื 集

に工がܽけることも要因のҰつであるとলしていま

すが、長Ҿくෆگとそれにい学生が後Ζ向きになりがち

なこともその要因であるとڧく感͡ています。それでも、比

ֱ的අ༻が҆い研मを加し、ݣઌとなる大学と新

学留学・研मの環境とඋに取ޠ、に協ఆを݁Ϳなどن

り組み、今後の発లにظをしていました。

　そんな時、2019年にコロナイルスの感છが࢝ま

り、年がସわってٸに感છがੈք中に֦大し、本学で

も中長ظでւ֎にݣしていた多くの学生をٸきΐݺび

すことになりました。学長ࣥ行部と各ޠ学のઌ生方の

的֬な判断とਝな対Ԡもあり、શ員ແ事にؼ国するこ

とができ、ઌ生方には感謝しかありません。それから2年

ۙく経過した今も、学生ݣは再։できておら 、ͣ留学・

研मだけでなく、ಇき方、त業の在り方、ショッピング、Ϩ

ジャー、֎৯をؚむ৯生活など、それまでの生活༷式や

ৗ識も大きくมわりました。その中で、オンラインシステϜ

が事や学शなどにಋೖされ、いΖいΖな方面にがり

ਐ化してきました。*5後ਐ国とݴわれる日本にとっては、

ॳオンラインのීٴにख間取った感もありましたが、

*5リテラシーをఈ上げできるྑいػ会でもあったとࢥいま

す。本学でも、学生だけでなくオンラインत業にෆ׳れな

ઌ生も中にはおられたとࢥいますが、今ではϋイϒリッド

त業がたりલになっています。*5とはݴえないかもしれ

ませんが、私もݸ人的にスマϗにೖれるアプリが増え、

。会も૬増えていますػ͏

　本学のւ֎ޠ学研मでも2021年度はӳޠと朝ޠ

のւ֎研मでオンラインをಋೖしました。ւ֎現留学・

研मの目的は、ޠ学力向上に加えて異文化ަྲྀを実ମ験

することですが、ޠ学力Ӡ よ々り現でのϗーϜステイや

学ߍ生活、ങ、খཱྀ行などを௨して実ࡍに現の文化

に৮れ人とަྲྀして、日本Ҏ֎のੈքをഽで感͡ること

が重要だとࢥいます。ただ、この2年で、オンラインޠ学研

मのクオリティーも向上し、オンデマンドから方向ܕリ

アルタイϜにҠ行し、現学生やଞ国学生とのަྲྀを࠾

りೖれるなどਐ化してきました。本学のオンラインޠ学研

मでも「バーνャル現πアー」や「現学生とのオンライ

ンަྲྀ」などを࠾りೖれ、ࢀ加した学生からもධをಘて

います。現研मと比ֱすると、オンライン研मはඅ༻も

૬҆く、自分の生活リζϜを大きくมえることなく、̓ 心

してड講できるなど、メリットもあります。

　現在、コロナ禍による各国のೖ国੍ݶは、ϫクνンޮ

果もあり؇和する方向に動いており、ւ֎ݣを再։す

る大学もঃ々に増えているよ͏です。国ྲྀަࡍ՝としても

2022年度ւ֎ޠ学研म、後ظ長ظݣなどについて、

今後の状گにԠ͡て、దٓ学長の判断を͗ڼ、దな४

උをえた上で、現ݣを再։する༧ఆです。今後も

学生のχーζに߹わせて研मݸ々のプログラϜをॊೈに

組み߹わせるなど、オンラインのメリットを活༻できれば

と考えています。

　実は、大学のオンライン研मಋೖにઌۦけて、2020

年の夏ظظ間に私自もセϒのオンライン研मをड講し

ました。8時〜 22時の間で自༝に時間を選べて、土日も

ड講Մ、શϨッスンマンπーマンで講ࢣが現人であ

るため私にとってはωイティϒよりも聞き取りやすく、多く

のメリットを実感できました。オンラインでは、リアルタイ

国際交流課　大友 康司
語学留学・海外研修の現状とオンライン研修の可能性
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Ϝにੈքの人と؆୯にܨがることができることを知識とし

ては知っていましたが、経験のなかった私にとっては、そ

れを実感できたॠ間でした。ただ、テキストがない、ઌ方の

ωット環境が少々ෆ҆ఆでϨッスン中にフリーζすること

があるなどマイナス面もありましたが、それもੈքを知る

とい͏ことかもしれません。何れにしても、私にとってはと

てもຬできるものでした。

と設උなどのωット環境ثػ、人とੈք、Ҭと時ࠩݸ　

やそのଞの՝を今後クリアにする必要もあるとࢥいま

すが、*5をޮ果的に活༻しリアルタイϜでの現留学、

研मをサϙートすることで研मの成果を向上できるもの

とオンライン研मのՄ性にظしています。

　でも、それҎ上に現留学、現研मを希する学生

が、Ұ日もૣく、̓ 心して、現にෝき留学・現研मが

実現できるコロナ禍のऴଉする日が来ることをفってい

ます。
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オンライン型遠隔授業の開始

　令和2年4月にશ国にٸۓ事ଶએݴが発出され、本学

ではオンラインܕԕִत業を5月11日に։࢝した。

　४උظ間も少ない中、طにӡ༻していた-.S

（-earning .anagement System）ػ  を 持 つ

8ebClassを࣠とし、大学ライセンスとしてอ༗していた

Google .eetを活༻することになった。多くの教員や学

生がこれらをってॳめてオンラインत業を実施するた

め、લظظ間中はిճઢがパンクするほど߹せが集

中した。

　ଞの大学でも૬Ӌ٧まっていたのであΖ͏、情報

Պ学センターとしてはܨがりのなかった大学からG Suite

のಋೖ方法の߹せをडけることもあった。

オンライン授業の利用状況について

　このਤは、令和2年度લظ։࢝から̒ि分の日別Ϣー

βをදす。上ଆは8ebClassの౷ػܭにより学生の

ར༻実をグラフ化、下ଆはGoogleのAnalyticsの解ੳ

データよりグラフ化したものである。Googleでは学生

とい͏ଐ性を特ఆすることはできないが、アクセスの大

を学生がめるため8ebClassのར༻向とほ΅ಉ͡と

なっている。

　令和3年度のGoogleおよび8ebClassのར༻状گと

比ֱしてみたが、ڞに令和2年度とほ΅ಉ͡向であっ

た。

　Googleଆのؙ内のϢーβがಥ出し、8ebClass

ଆの࢛֯内のϢーβが下がっているよ͏に見えるの

は、8ebClassのサーバにෛՙが集中しログインできな

かったՄ性が高い事を示す。この間はत業が滞るなど

多大なごをおֻけしたことをおび申し上げたい。

メーΧーによる連日連におよͿνϡーχングがޭを

しサーバμンだけは໔れた。オンラインत業をܴえるに

あたって、学生も何をど͏すればよいのかわからͣෆ҆に

られたのであΖ͏。ॳ日のૣ朝にも関わらͣۦ 、ほとんどの

学生がアクセスをසൟに܁りฦしていたことが、サーバෛ

ՙ原因ௐࠪでわかった。

　学生の8ebClassの実ར༻ऀは、平ৗ時の月〜金の

中ԝ値ではおよそ6,000໊、土日においてもৗに3,000

໊を超える。ちなみにत業の༗る土༵より日༵の値がৗ

に10％ఔ度高い。

　Google Analyticsのデバイス解ੳ情報からは、オンラ

インत業で40％ڧのϢーβがモバイルをっている

ことがӐえる。学生にとってはスマϗでत業をडけるのは

ۤにはならないのであΖ͏かʁちなみにモバイルの͏

ちiPhoneのར༻が年々高くなる向にあり、3年લは

83�ఔ度であったが今年は95�をめる。

　ར༻Պ目は、コロナ禍લは500〜700ఔ度であった

が、コロナ禍後は3,700ものՊ目が実ӡ༻されている。

教ࡐも6,129から93,890と15ഒۙくͶ上がっ

た。まさにര発的加といえる。

非常事態時におけるマニュアル整備の効果

　スϜーζに対Ԡできたとはܾしてݴえないが、なんと

かશ学Ϩベルでԕִत業ができたのも、ԕִत業関ऀ

（事務部、学長ࣥ行部）による教ࣨ環境の౷Ұ、マχϡ

アルඋ、प知పఈ々がޭをしたのではないかとオ

ンラインत業支援要員はす。平ৗ時ではत業ຖのܗଶ

にదした༷々な工がなされていると͏ࢥが、コロナ禍の

よ͏な非ৗ事ଶ下ではत業のࠞཚをえるためにも͏

情報科学センター　大屋 秀文

コロナ禍によって爆発的に加速した情報コミュニケーション技術と
その今後、また、新しいICTと私たちの生活の変化について
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本的なखॱは౷Ұしておくج、はシンプルに、そしてػ

ことが大事なのかも知れない。

オンライン教材への期待

　オンライン教ࡐの࡞成方法や-.Sのアップロードを

サϙートしていると、ࢥわͣ教ࡐに見ೖってしま͏ことが

あった。わかりやすい教ࡐコンテンπは学΅ と͏する意ཉ

が自વと༙き、त業だけでなくリメディアル教育にもదし

ていると感͡る。

　また、教ࡐをଞのՊ目に༰қにྲྀ༻できるため、Պ目ご

とに教ࡐを༻意するख間ひまがলけることで、よりྑい教

成に時間をׂくことができるのではないだΖ͏࡞ࡐ か。

　学生にとっても、時間とॴを選ばͣに学शするػ会

が増え、さらにഒػをって学Ϳこともできるのでޮ

よく学शすることができる。

　今後、コロナ禍によってこれまでったことのない-.S

やオンライン教ࡐなどの*C5の活༻が、教育にプラスにな

ることにظしたい。

オンライン授業が業務にも恩恵を与えるきっかけに？

　Σϒ会議システϜがԕִत業でわれるよ͏になっ

たことで、各छ会議や委員会などで本来のΣϒ会議シ

ステϜとしてのར༻がਁಁすることにつながった。

　また、事務方によるGoogleフォーϜや8ebClassを活

༻した学生の連བྷやアンέートར༻などもまりつつ

ある。*C5のརศ性とい͏ものがオンラインत業だけでな

く、事務業務などあらΏる方面でೝめられ、コロナ禍後も

༗༻なಓ۩としてわれることは間ҧいない。

ICTを使うためにはまずセキュリティ対策を！

　*PA独立行法人情報ॲཧਪਐػ構が2021年度のセ

キϡリティ10大ڴҖを発දしているのでごࢀ考きたい。

　1Ґは「ランサϜΣアによるඃ」であり、中でも最ڪ

のマルΣアとݺばれるEmotetによるඃが大きな

となった。いにも大事にはࢸらなかったが本学も感છ

ඃにૺっている。3Ґの「テϨϫークのχϡーノーマ

ルなಇき方をૂったܸ߈」は、コロナ禍で増加するオンラ

インを͏業務をૂった新たなܸ߈であるので、今後要

意である。

　本学においても、サーバに対しԯ୯Ґ（1か月あたり）の

݅のܸ߈がස発しており、学内の-.SやフΝイルサー

バにݥةがおよͿՄ性がे分にある。セキϡリティの

をक（学生の成情報、ࡐ教）Җから大なデータڴ

るには、ৗにバックアップを取ಘすることがҰ൪大事であ

る。

　*C5を͏ためには、まͣセキϡリティ対ࡦを日ࠒより

心ֻけたい。

　コロナ禍はまだ続きそ で͏あるが、ࡂがىきてよ͏ やく

「教܇」́「新しいよりよい生活」が生まれるのだとվめて

実感した。



▲令和3年度�写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
　『フィルム写真で令和を撮る』
　小谷�陽太郎（工学部　機械工学科）
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令和3年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
『通学途中の冠』
東 啓示（デザイン工学部 建築・環境デザイン学科）
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Campus Renovation
キャンパスリノベーション

2023年のॡ工を目ࢦして、学生会 （ؗクラϒϋス）、18号ؗ、ମ育施設ݿの建設が࢝
まり、大学キャンパスඋܭըがਐんでいます。
今ճのキャンパスリノベーションでは、これから新設される施設、લ年度から今年度にかけ
てリノベーションが行われた施設をご紹介します。

これから建設される施設

18号館
18号ؗは、東キャンパスにҐஔする4号ؗと

10号ؗの間に建設される༧ఆです。

学生会館（クラブハウス）
学生会ؗは、Σルωス2008の西ଆに建設

され、中ԝキャンパスとϒリッジで連݁される

༧ఆです。
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学会報のテーマでもある「大学キャンパスの将来像」、みなさんはどんな将来像をࢥいඳか
れるでしΐ͏ か。

昨年から今年にかけてリノベーションが行われた施設

体育施設倉庫
ମ育施設ݿも、東キャンパス

に建設༧ఆです。

総合体育館第一教室
চվम工事が行われ、ඒしいচに生まれ

มわりました。

トイレ改修工事
5号 （ؗ1֊உࢠঁ֊1・ࢠ・おもいやりトイϨ）、

7号 （ؗ1֊உࢠঁ֊2・ࢠ）のトイϨվम工事

が行われました。



▲令和3年度�写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
　『天つ風が吹く中で』
　細井�皓介（工学部　都市創造工学科）
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令和3年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
『高知県西南端の海と漁村から』
石川 陽大（工学部 交通機械工学科）

学
会
主
催
見
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　私は今ճ、ਆށւ༸തؗと人とࡂະ来センターの

見学会にࢀ加しました。

　最ॳに๚れたਆށւ༸തؗではؗ内にల示された

さま͟まなछྨや大きさのધのܕを見ることができま

した。西༸ൕધであったり߽՚٬ધ、՟ધなど時ྻܥ

に沿ってわかりやすく時代のྲྀれやそのધが持つׂを

知ることができたとࢥいます。ધのܕを間ۙで見るとと

ても精に࡞られて

おり、ී ஈから建ங

ܕを࡞っている私

にとってはધの構造

がどのよ͏になって

いるのか関心を持つ

きっかけになりました。

　ܕのଞにૢધシϛϡϨーターとΨントリークϨーン

のシϛϡϨーターといったମ験ܕஔがあり実ࡍにମ験

してみたのですが、ࢥったよ͏にૢ࡞することができͣス

Ϝーζにૢ࡞することのしさが実感できました。このよ

͏なお事をされている方々のおかげでਆߓށのྲྀが

支えられているのだとわかりました。

　中でも西༸ൕધの断面のܕがあったのですが、その

断面を見ると5つほどの֊に分かれており下の方の֊に

は֊ڃのい人（ౕྴ）がಇかされており、上の方の֊や

デッキには֊ڃが高い人がฒんでいました。上の立の

人がࢦ示を༩えてޮ的に現を動かしているのをද現

されていると感͡たので建ங関の事にबき、現で

示をするׂの人ࢦ事をするよ͏になればこのよ͏に

がいて、そのࢦ示にै͏人がいて自分がࢦ示をするଆに

なった時にいかに少ないճでしっかり内༰をえるか

が重要になってくると感͡ました。そのよ͏な行動を取れ

るよ͏に今、大学で学んでいる知識やスキルをしっかり

につけておかなければならないとࢥいました。

　ਆށւ༸തؗにはΧϫサキϫールドもซ設されてお

りバイクやધഫ、మಓं྆、ػۭߤなど・ւ・ۭの各

分野で活༂するテクノロジーを見学することができまし

た。զ々の生活を๛かにしてくれているٕ術をわかりやす

くۙに感͡てもらえるよ͏にମ験ܕのஔがありখさ

なࢠどもたちはもちΖんのこと私たち大学生でもָしめる

ものになっていました。

ະ来センターでは阪ਆ・୶࿏大ࡂに๚れた人と࣍　

ࡂが発生したॠ間の状گを再現したө像をシアターで

ഭ力のあるԻڹとڞにମ感したり、ࡂ関のࢿྉをల

示しているコーナーを見

てまわることでࡂ時

にඃऀࡂの方々がどのよ

͏なମ験をしてどのよ͏

な心情だったのか、そし

て෮ڵのಓのりを知ることができました。

　センターの৬員の方のおをௌいている中でೆւトラ

フによるのඃについてのになり、実ࡍにೆւト

ラフがىこったࡍに来るとఆされているがまちに

どのよ͏なඃをٴ΅すのかを像しながらาいてみる

ことが重要であるとࢥいました。私たちは過去の事ྫから

学Ϳことができます。東日本大での༧していなかっ

たスέールのがऻいਙ大なඃをもたらしたことは

զ々の記Աに໌にমき付いています。これらの事ྫを

ແବにしないためにもしっかりと学び、࣍のࡂにඋえる

必要があるとࢥいます。

　またࡂそのものを発生させないよ͏ にしたりする取り

組みのࡂに加えてࡂがىこることをલ提に、ඃを

できるݶりখさくする取り組みの重要性も学びました。大

学の講ٛの՝で自分がॅんでいるまちのϋβードマッ

プを࡞成するといったものがあったのですが、その時にة

なՕॴをආけてආするにはどのよ͏な経࿏をఆすݥ

る必要があるのか、ࡂ時にえる設උがどこにあるの

かを知れてࡂݮ・ࡂに関心を持つきっかけになりまし

た。このよ͏ に自分ののճりにજむݥة性に関心を向け

ることができるきっかけをくれる施設でした。

（デβイン工学部　建ங・環境デβイン学Պ）

中来田 航
神戸海洋博物館と人と防災未来センター見学
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　2021年9月15日、ླ ࣛ҆શӡ転研मにࢀ加しました。

　私がこの研मにࢀ加したཧ༝は、まͣは自動ंがき

であることと、ॴଐしている自動ं部の後ഐがҰ昨年にこ

の講श会にࢀ加したことをخしそ͏にޠっていたのを聞い

ていつかはࢀ加したいとࢥっていたからです。

　ླࣛサーキットަ௨教育センターに౸ணし、ѫٴࡰび

આ໌をडけたらૣコース向かいます。コースにはϗン

μ・フリードが3ฒんでいました。

　りࠐむલにまͣは日ৗ点ݕです。̓ શӡ転はドライ

バーのスキルだけではなく、そもそもं྆が҆શな状ଶで

ない事には成り立ちません。中でも特にタイϠはফ品で

す。日ࠒからタイϠߔのνΣックが大事です。

　日ৗ点ݕがऴわるとӡ転੮に࠲り、ドライビングϙジ

ションの֬ೝです。私はීஈ、ं をӡ転するࡍはせいͥい

ϒϨーキϖμルを目いっͺい౿みࠐめるҐஔかど͏かで

ϙジションをܾめていましたが、実ࡍにはステアリングの

Ґஔや࠲੮の高さでもϙジションのྑしѱしがมわるこ

とを今ճ学びました。

　ドライビングϙジションがܾまると、インストラクターの

方がૢるઌಋंにैするܗで׳ख़行を行いました。

いわば׳ݞらし行ですが、ઌಋंのマωをするイメージ

で行することでよりద正なϒϨーキングのタイϛングや

ステアリングૢ࡞がखに取るよ͏に分かりました。この感

֮は教शॴでは味わえないとࢥいます。

。動の߲目とҠります੍ٸは࣍、ख़行をऴえると׳　

ఆされた度で行し、パイロンがஔされた点にࢦ

ࠩしֻかったとこΖでٸϒϨーキを౿みます。また、৴号

ϒϨーキを౿むパターンもٸの点౮したタイϛングでػ

行いました。しかし、これがなかなかしいのです。日ࠒか

らٸϒϨーキを౿むػ会などほ΅ແく、ϒϨーキをΏっく

り౿むことに׳れす͗てしまっているせいか、ど し͏ても౿

み࢝めが༏しくなってしまいます。વ、これでは੍動ڑ

も伸びてしまい大มݥةです。

　また、この߲目にいं間ڑの取り方も学びました。

目ࢹでલを行するंとのڑをѲすることはしい

ため、લのंがある点を௨過してから何ඵ後に自分の

ं྆がその点を௨過する、とい 「͏時間」で考えればྑ

いと分かりました。

　そして本研मで最もָしかったのがスキッド行です。

なͥなら、ं をらせるػ会なんて໓多になく、アトラク

ションのよ͏な感֮で学べたからです。ೞらしたタイル࿏

面を行したࡍ、ं のۦ動法によってं྆のり方が異

なることを実感する߲目なのですが、こちらではઌほどの

フリード（''ं྆）に加えて.3ं྆のS660にること

ができ、''と.3とではશく挙動が別だとい こ͏とをࢥ

い知らされました。また、横りػࢭをO''で行す

ることでいかに現代のిޚ੍ࢠが༏れているかを実感し

つつ、対にONで行していても多少はってしま͏の

でిޚ੍ࢠはあくまでิ助であり、最ऴ的にはドライバー

自のスキルが؊心であることをվめてೝ知することがで

きました。

　研मをऴえると、ྡ

するླࣛサーキッ

ト本コースの٬؍੮

ೖらせていただきま

した。ं きにとって

ླࣛサーキットは

であり、大ม感動し

ました。

　今ճの研मは、自

のӡ転に対する意識

をվめて見しでき

る大มૉらしいػ

会でした。学んだこと

やମ験したことを؊に

͡、事ނのແいָし

いΧーライフをૹり続

けたいです。

（工学部　ަ௨ػց工学Պ）

西川 諒
聖地・鈴鹿で安全運転研修
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　今ճ私は、第6ճܳ術ؑ८りにて大௩国ࡍඒ術ؗと

୶࿏ເを๚れました。

　まͣは大௩国ࡍඒ術ؗです。私が感͡たҰ൪のັ力は

品をۙくで͡っくり見られるとい͏点です。本の༗໊࡞

なֆըは、ݫ重なཧでۙͮけなかったり、؍ཡऀが多

くてΏっくり見られなかったりします。นըの方も、ఱҪ

にۙい部分はڸ؟をわなければࡉ部まで見るこ

とができません。しかし、大௩国ࡍඒ術ؗの࡞品はどれも

ϨプリΧのためإをۙͮけて見ることができたり、นըの

ఱҪۙくの部分が背のಧく高さにల示されていたりしま

す。また、ల示方法も印象的でした。大௩国ࡍඒ術ؗでは

༷々な国、時代の࡞品が෯く集められています。その࡞

品が࡞られた時代背景に߹わせてนࢴやֹԑが選ばれ

ており、そのҧいを見るのも面നかったです。特に印象的

だったのは、「環境ల示」とݴわれるۭ間そのものを再現

したల示方法です。環境ల示のྫとして挙げられるのが、

クロード・モωの『ਭ࿇』です。֎にల示されたϨプリΧ

のपりにਫがுられ、ਭ࿇のՖが২えてありました。す͙

ଆにはՖをோめながらくつΖげるΧフΣの࠲੮もあり、モ

ωはどのよ͏なؾ持ちでਭ࿇のՖをோめていたのだΖ͏

かとࢥわͣ考えてしまいました。Ұ方、『ௗいࢣのุ』や

『テオドールಊ』はนըのҰ部分をֆըのよ͏に০

るのではなく、そのนըがあるۭ間そのものを再現してあ

ります。いఱҪやڱいೖޱがリアルで、まるで自分がそ

のにೖりࠐんだよ͏な感͡がしました。ただ見るのでは

なく、そのงғؾをମ感できるのが面നかったです。大௩

国ࡍඒ術ؗにあるものはあくまでもϨプリΧではあります

が、࡞品໊やऀ࡞とڞに本の࡞品がల示されているඒ

術ؗも記載されているため、ؾにೖった࡞品はコロナの

ऴଉ後に本を

見に行くとい͏

のもいいかもし

れません。

　ೋつ目は、୶

࿏ౡにある୶࿏

ເです。୶࿏ເは༗໊な建ஙՈ、̓ 藤༤ࢯの

建ங࡞品とい͏ことで建のਵॴに彼らしい特が見ら

れました。1年࣍に彼の࡞った建ஙを見に行くػ会が何

度かあったのですが、その時の記Աと重Ͷつつ時見た

建ஙとのڞ௨点を見つけたりत業で聞いたをࢥい出し

たりと、施設の内༰だけでなく建ஙも見Ԡえが在りまし

た。そんなૉらしい建ஙが立ちฒͿいෑの中、私

が見学したのはԹࣨ২Ԃであるあわ͡グリーンؗとඦ

ஈԓです。২Ԃに行くのは༮少ظにと行ってҎ

来、े年Ϳりくらいだとࢥいます。日ࠒ生活する中では

見ることのできないよ͏な২が多あり、ࢥわͣ見ೖっ

てしまいました。中でも『ジϡラシックπリー』とい͏がڧ

く記Աにっています。ジϡラシックπリーは中生代ジϡ

ラلに現れた২で、Ұ度ઈ໓したとࢥわれていたもの

の、1994年にオーストラリアで発見されたそ͏です。その

よ͏なྺ࢙を経て今日本にあるとい͏のが面നいなとࢥ

います。ඦஈԓの方はこのཱྀのقઅもあり、ج本的には

だけの২に加えてマリーΰールドとコスモスが少し࡙い

ているだけでした。しかし、୶࿏ເશମとւをめる

そのޫ景はૉらしいものでした。今度はඦஈԓが々

のՖで࠼られるقઅにまた๚れたいです。

　今ճのܳ術ؑ会はఱީにもܙまれ、い出にるཱྀ

になりました。コロナ禍で͏ࢥよ͏にޫ؍に行けない時ੈ

の中、友人とڞにܳ術に৮れ、ޠり߹えるػ会をಘられた

ことはとてもو重な経験だとࢥいます。ݩ々ඒ術ؗやޫ؍

に行くことはきでしたが、今ճの見学会を௨͡てよりそ

れらのૉらし

さをମ感しまし

た。りの大学生

活の中で、また友

人とܳ術ؑに

出かけられたらな

とࢥいます。

（デβイン工学部　建ங・環境デβイン学Պ）˛ඦஈԓからむ୶࿏ເ

藤澤 佳歩
第6回芸術鑑賞巡りに参加して
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　私はӉਪਐロέット工学研究ࣨにॴଐしており、も

ともとӉやۭにಌれやڵ味を持っていました。そらはく

見学会の集߹時間は大学に朝8時とい͏ૣい時間でし

たが、௨学に1時間Ҏ上かかる私がわくわくして集߹時

間の15分લには౸ணしていたほどָしみでした。

　い͟バスにるとօૣىきしていたのか、ほとんどの人

が৸ていました。バスでおいしいおหを৯べながらҠ動

し、最ॳの目的のذෞかかみがはらۭߤӉതؗに

౸ணしました。ணくとす͙ に大きいඈ行ػやϔリコプター

などがたくさんฒんでおり、ѹרでした。ؗ 内にೖるલに

集߹写真をࡱӨ

しましたが、ఱؾ

がྑかったので

まͿしくてօし

かめっ面になっ

ていました。

　ؗ内にೖると、1֊はඈ行ػやϔリコプターやઓಆػな

どۭをඈͿものがల示されており、2֊にはӉにඈばす

ものがల示されていました。̍ ֊のల示品を見てճりڻい

たのが、今から80年Ҏ上લからすでにジΣットエンジンの

ඈ行ػがଘ在していたとい͏ことです。見た目はも͏ほと

んど今のඈ行ػとそ͏มわらないものばかりで、この時代

からほとんど成ܗのܗを࡞っていたことにڻきました。

Ψイドさんのઆ໌も分かりやすく、たくさん質を聞いて

けました。ల示されているඈ行ػのઌについている

のよ͏なものは、アナログのスピードメーターだと教え

ていただきました。のઌに݀があいており、そこから

がೖることでコックピットのメーターのを動かしてؾۭ

いるそ で͏す。とてもڵ味深いことをたくさん教えていただ

きました。

　その後、ۭߤ自Ӵୂの࿅श4-5ػのシϡϛϨーターをମ

験しました。からૢॎまでのૢ࡞ができ、最後に成

が出てきてS、A、#、Cのॱにධ価されました。ࢥった

Ҏ上にしく、Ҿのઌ生と友ୡはCධ価で私は#ධ価で

した。シϡϛϨーターでもこんなにࢥった௨りに動かない

のに、本をૢっているۭߤ自Ӵୂの方々は本にૉ

らしいなとࢥいました。

　2֊のӉのల示にも行きたかったのですが、も͏集߹

時間になってしまったので行くのをఘめてお土産売りで

お土産をങって、また࣍の目的までバスにりました。

　そして、も͏Ұつの目的のあいちۭߤϛϡージアϜに

行きました。ここではඈ行ػやઓಆػなどがల示されて

おり、ؗ 内がਧきൈけになっていて、とてもかったです。

νέットのֆฑがඈ行ػやઓಆػやϔリコプターになっ

ていてひとりひとりҧ͏ֆฑでした。それは、実ࡍにల示

されているものだったので、みんなのνέットのֆฑのల

示品を୳してճっていました。Ұ൪ָしかったのが、上

に上るとඈ行が見学できてとணをԆ と々見てい

られる事でした。たくさんのछྨのඈ行ػが࣍ と々ணし

て、ॠく間にするのが本にૉらしかったです。そ

の中にϔリコプターのඈ行も見学できたのですが、ϔリコ

プターのૢॎの

中でもしいとさ

れるϗバリングを

3分ほど続けてい

て、ڵฃがӅし

れなかったです。

　少し൵しかったのが、ここでもお土産をങお と͏ࢥいૣ

めに行動したのですが、ショップのӦ業時間がすでにऴྃ

していてങえなくて೦でした。その後、バスで大学にؼ

りそらはく見学会がऴྃしました。

　今ճのそらはく見学会にࢀ加して、本にૉఢなମ験

ができました。自分でذෞやѪ知に行くػ会なんてそ͏な

いのでو重な時間を過ごせたとࢥっています。Ҿのઌ

生方、バスのӡ転खさん、ذෞかかみがはらۭߤӉത

ؗとあいちۭߤϛϡージアϜの方々、Ұॹに来てくれた

友ୡに感謝をえたいです。

（工学部　ػց工学Պ）

上田平 まいか
「空宙博（そらはく）見学会」感想文



▲令和3年度�写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
　『海と空、そして陽の美しさ』
　近藤�聖那（国際学部　国際学科）
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令和3年度 写真・イラストコンテスト（イラストデザイン部門）努力賞作品
『光』
眞木 稜介（デザイン工学部 環境理工学科）
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ୈ��ճʮͿΜ͔͘ίϯςετʯ
ʢ編෦ʗ編෦ʣɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

ୈ � ճʮࣸਅɾΠϥετίϯςετʯ
ʢࣸਅ෦ʗΠϥετσβΠϯ෦ʣ ɹɹɹɹɹ

　大阪産業大学学会では、ྫ 年、学部生・大学院生を対象に学会コンテストを実施しています。

　Ϳんかくコンテストでは、「長編部門」「編部門」でそれͧれื集し、খઆやエッセイなど、たくさんのԠืがありました。

　写真・イラストコンテストの「写真部門」では、学内だけにݶఆしない風景写真をื集し、ۙ 年において最多のԠืがあ

りました。新ܕコロナィルス感છٸۓ事ଶએݴ下で、出かけることがࠔな中でも、工をڽらしてࡱӨされた༷々な

写真がたくさんありました。また、「イラスト部門」では、ख書きのਫ࠼ըや、パソコンを༻いて੍࡞された࡞品、キャラクター

デβインなど多くのԠืがありました。

　ྫ年行っていた、࣍年度の見学会の企ըをื集する見学会プランχングコンテストですが、新ܕコロナィルス感છ֦大

によるӨڹを考ྀし、今年度は中ࢭとなりました。

味をひくよ͏ڵ年度Ҏ߱も、学生がより࣍　 工をڽらしながら、ܧ続していきたいとࢥいます。

コンテスト報告
令和 3 年度 企画委員長　大橋 美奈子

˛2021年度学会コンテストνラシ
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大阪産業大学学会コンテスト2021実施結果

第22回　ぶんかくコンテスト実施結果

ื集内༰ 長編部門・編部門

Ԡื݅ 長編部門ʜʜʜ2݅

� � 編部門ʜʜʜ4݅

ʪडऀҰཡʫ

　　　ʦ長編部門ʧ

ʲ༏लʳ

� � 山中　Ү（デβイン工学部　環境ཧ工学Պ）

� � 品：໌日、『何ऀ』かになるために࡞　

ʲྭʳ̡力ʳʜ֘ऀなし

　　　ʦ編部門ʧ

ʲ༏लʳ̡ྭʳʜ֘ऀなし

ʲ力ʳ

� � ۙ藤　ಹ（国ࡍ学部　国ࡍ学Պ）

� � ऀ品：あるੈքからの࡞　

ʪ৹ࠪ委員ʫ

ுᴈ、ా 、ರ、山本౸、ప、藤岡芳郎、ཥ東ढ़ࡾ、藤ా೭、࠸まΏみ、ଜాޱ

山本ହࡾ、部७య、ت多見༸

（ॱෆಉ、ܟশུ）ç　　　　　　　　　　　

ื集ظ間 2021年9月21日（Ր）〜 2021年10月15日（金）

৹　　ࠪ 書ྨ৹ࠪ

� � 　2021年10月18日（月）〜 10月29日（金）

� � 最ऴ৹ࠪ

� � 　2021年11月16日（Ր）

ื集内༰ 写真部門・イラストデβイン部門

Ԡื݅ 写真部門ʜʜʜʜʜʜ43݅

� � イラストデβイン部門ʜ10݅

ʪडऀҰཡʫ

　　　ʦ写真部門ʧ

ʲ༏लʳ

� � 岡本　大（経済学部　経済学Պ）

� � ػ品：ҏ୮の景とًくඈ行࡞　

˛山中Үさん

˛ۙ藤ಹさん

˛岡本大さん

第6回　写真・イラストコンテスト実施結果
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ʲྭʳ

� � 加藤　ཽҰ（工学部　ަ௨ػց工学Պ）

� � 品：和༸ં࡞　

ʲ力ʳ

� � ٢Ӭ　༗ （ً経Ӧ学部　経Ӧ学Պ）

� � 品：新のۭ間とಋく֊ஈ࡞　

　　　ʦイラストデβイン部門ʧ

ʲ༏लʳ

� � 重　風ඒ（デβイン工学部　建ங・環境デβイン学Պ）

� � 品：大学の将来像࡞　

ʲྭʳ

� � 西　匠Ҙ（経済学部）

� � 品：見ฦりඒ人࡞　

ʲ力ʳ

� � ᚸ　ྏ介（デβイン工学部　環境ཧ工学Պ）

� � ޫ：品࡞　

ʪ৹ࠪ委員ʫ

、ل将、岡ా४人、ాඒޱ୩೭、ࢴ、୩本ӳজ、໌ܚ藤ࠤ

ҏ藤Ұ、藤長ѪҰ郎、੨ݑ、Ԙ見剛Ұ、٢ా則、大ڮඒಸࢠ

（ॱෆಉ、ܟশུ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

˛加藤ཽҰさん ˛٢Ӭ༗ًさん

˛ᚸྏ介さん

˛重風ඒさん ˛西匠Ҙさん

˛त式の༷ࢠ
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1

　こ͏ やって、モノを書こ͏ とࢥったのはいつͿりだΖ͏

か。

　何度か書こ͏ とࢥったが、ब活やら新社会人生活やら

の多さから書けなかった。

「さて、どこから書こ͏ か」

　パソコンを立ち上げたԶはΏっくりと文ࣈをଧちࠐんで

いく。

。むࠁし、リζϜをڹれたタイピングのԻが部に׳　

「まりはʜʜ࢝」

　こ͏ して、Զは୭に読まれることもない独りよがりの

。めた࢝を͗ޠ

　そ͏だな、಄のҰ文はこ͏ しよ͏ 。

　『খさなࠒから将来のເがなかった』

2

　খさなࠒから将来のເがなかった。

　༮ஓԂやখ学ߍ、ੰの集まりなんかでよく将来のເ

を聞かれることがあった。

　पりのօはそれに対して「プロ野ٿ選खになる」や

「έーキさんになる」など、目をًかせてເをޱにして

いた。

　しかし、Զにはそれができなかった。

　ど し͏ても、自分の将来を考えることができなかった。

　ませていた、とは少しҧ͏。

　Զは、本にやりたいことがなかった。

　だから、将来のことを聞かれた時はいつもपりに߹わせ

てదにճしていた。

　Զは、そんな自分が心ఈݏいだった。

　自分のやりたいことも、したいことも、なってみたいもの

もܾめられない。

　そんな自分が情けなくて、ݏいだった。

　そんなԶ、藤ౡ和थは大学ࡾ年生の夏をܴえていた。

　夏のݫしい日ࠩしがΧーテンのܺ間からࠩしࠐむ。

「こんなもんあったらۤ࿑してͶ よ͐」

　Զはパソコンをᛀみつけ、文۟をྵす。

　ը面にはインターン申しࠐむために必要なエント

リーシートがөっていた。

　そして、その中のҰつのいでԶのखはશに停ࢭし

た。

　『༮少ظの将来のເは何ですかʁ』

「だあ ʂ͊　こんなもんやってられるかʂ　ܜٳだܜٳʂ」

　何もࢥいつかないことにෲを立てたԶは、Ұ度಄をリ

セットするためにパソコンかられ、風たりのྑい࿓下

に৸そべる。

　ลりから͏ るさいઊのが聞こえてくる。

「は͊、なんでݩにؼってきてまでब活やらなきΌなら

Ͷ͐んだよ」

　力しきったମ͡Ό文۟がえきれない。

　Զは夏ٳみをってాࣷの実Ոにؼলしていた。

　最ॳは山にғまれたここでΏっくり何もせͣに過ごそ͏

と考えていたが、大学ࡾ年生の夏がそれをڐしてはくれな

かった。

　大学からは夏ٳみからब活を࢝めた方がいいとݴわ

れ、ωットにはも͏ब活のઓ૪は࢝まっていると書かれて

いる。

「日本のब活ૣす͗るだΖ。まだ本൪までҰ年ऑもあんだ

ͧ」

　とはݴえ、Զも࢝めないといけないこと͙ らいは分かっ

ている。

　だから、こんなドాࣷにまで来てエントリーシートを書

いていた。

　しかし、とんだ෬ฌに出くわしてしまった。

「将来のເ、か」

　΅そりとᄁいたそのはઊのにかきফされる。

　ӕのເを書こ͏ と何度もࢥった。

第22回「ぶんかくコンテスト」（長編部門）優秀賞作品：

明日、『何者』かになるために
デザイン工学部　環境理工学科　山中 郁弥
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　しかし、どれだけ案を࿅ってもԶはそれを書くことがで

きなかった。

　なͥなら、ເがないことはԶにとって最大のコンプϨッ

クスだから。

「ʜʜそんなもん、今もͶ よ͐」

　どこにয点を߹わせることもなく、Զは֎にがる大

な自વをோめる。

　ੲからເをޠる人がતましかった。

　そのເが͏わないは別として、何かに本ؾで取り

組めるその࢟がԶにとってのಌれだった。

　Ұ方、Զにはやりたいことがなかった。

　पりは意ؾ༲ と々ເをޠり、その中でԶはӕのເを自

৴なさげにޠる。

　まるで、ԶҰ人だけがஔいて行かれるよ͏な、そんなૄ

֎感がԶをຬたしていた。

　そして、Զは࣍第にເをޠる人にࣧౄし、いつしか自分

のෆຬをཧෆਚにͿつけるよ͏ になった。

　ただのീつたりだってことはԶがҰ൪よく分かってい

る。だが、Զはそ͏して自分のプライドをど͏にかकΖ と͏

した。

　कるべきプライドではないものをࣥ፠にकΖ と͏する。

そんなԶの൰પでृい考え方がこの上なくݏいだった。

「ʜʜやめだやめʂ　んなもん考えたってしΐ͏ がͶ よ͐」

　ԶはこれҎ上ෛのࢥ考にؕらないよ͏にをߥげ現実

ੈքにってくる。

　と、そんなとこΖに。

「ਵ分とߥれてんな͊和थ。ঁ にৼられたかʁ」

　৸転がるԶを見下Ζすஉが࿓下のԞからやってくる。

「はっʂ　ԶはෛけるউෛはしͶ͐タνなんだよ」

「খ心ऀだな」

「えݴいとݡ」

ྡ、き上がりىでฦしたԶはޱをܰޱܰ　 に࠲ったஉか

らおを͏。

　彼はԶの༮ೃછで友の௩本ଠ。

　がਆ主をやっていて、その取りとして現在ษڧ中

だ。

「で、何に͏ なされてたんだʁ」

「インターンのエントリーシートでちΐっとな」

「人んՈでエントリーシート書いてたのかおલʜʜ」

「別にいいだΖ。Ոだとが৭ と々ちΐっかいかけてくんだ

よ」

　Զはסいたޱにおをྲྀしࠐむ。

　ॵさと大ྔにをかいたせいか、いつもよりඒ味しく感

͡る。

「;ーんʜʜどんなこと書いてあるか見てもいいかʁ」

「別にいいͧ」

　ԶがڐՄを出すと、ଠはのそのそと動き出しパソコン

のը面を見る。

　ී௨はちΐっとでもݏがるとこΖかもしれないが、Զと

ଠのだ。今さらӅし事したってしΐ͏ がない。

「͐、݁ 構しっかり書けてるʜʜんʁ　༮少ظのເのと

こΖന͡ࢴΌないか」

　そのݴ༿を聞いて、Զの心ଁが大きく຺ଧつ。

　いͣれݴわれると心構えはできていたとࢥったが、い͟

そこをࢦఠされるとԶはݴ༿に٧まった。

「ちなみにʜʜまだ、ないのかʁ」

「ઈืࢍ集中だ。これ͡Ό、エントリーシートどこΖかब৬

ઌもܾめらんͶ͐な」

　Զは上खくস こ͏とのできないද情をଠに向ける。

　ເを୳そ と͏はしてる。でも、݁ 局Զが本ؾで取り組み

たいとࢥ こ͏とはなかった。

「そ͏い͏おલはど͏なんだよʁ」

「Զかʁ　Զはあるͧ」

「は ʂ͊ʁ　んな聞いたことͶ͐ͧ ʂʁ」

。ଠにҰาۙͮいた、わͣԶはৼりฦりࢥ　

　最ۙ会っていなかったとはいえ、Զは今のݴ༿がিܸ

でならなかった。

「どんなເだよʁ」

「まͣはਆ社をܧいで、増ஙでも何でもしてもっと多くの

ഈऀが来てくれるよ͏ࢀ なਆ社にしてやΖ͏ とࢥってる」

　ৼりखৼりを大きくい、ଠは自分の掲げる目ඪ

を高らかにએݴする。

͏ݴଠのಏにはいがない。本に実現してやると　

。概がಏに॓っているؾ
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　その目を見たԶは、どこかにஔいて行かれる感֮にؕっ

た。

　よく感͡ているものだ。だが、今ճはこれまでとはҧ͏。

　Ұ൪ۙしい人が自分かられていく。いかけてもख

がಧきそ͏にないと感͡てしま͏。

「そっかʜʜ」

　৶がえる。खがえる。

　ど͏にかসお と͏ࢥっても、上खくද情が࡞れない。

　そしてԶは、

「ま͊、こんなాࣷのਆ社に人が来るか分からͶ͐しʁ　

ࣈにならないこったな」

　友のເですら、Ԡ援もせͣにൽをݴってしまった。

　いつもの発࡞だ。ど し͏よ͏もない自分をकるӴ本

がಇく。

「まだઌは長いし、別に൱ఆはしないけどな、なかなかし

いとͥ͏ࢥ」

　ҧ͏。Զはこんなことをݴいたいわけ͡Όない。

　しかし、಄とはཪෲに自分のޱから出るݴ༿はѱ意に

ຬちている。

　Զはଠのإを見ることができない。

　ౖっているだΖ͏ か。൵しんでいるだΖ͏ か。

　どっちにしΖ、Զにはも͏ ど す͏ることもできない。

「大ମだな」

「ʕʕおい」

。༿をःったݴで、ԶのݴଠはたったҰ　

　Զはଠに目を向ける༐ؾはなかった。

　そして、၆いているଠはԶに、

「お、おかわりいるかʁ」

　༏しいসإを向けたのだった。

「おલがߥんでることは大ମ༧がついてた。だからいっ

たんམちணけ」

　༏しいԻに、༏しいݴ༿。

　Զは、その༏しさに心が௧む。

　ど͏せなら、こんなԶを൱ఆしてほしかった。ଠにそ͏

。がしてたからؾわれたら、Զだってมわれるݴ

「ごめん。ちΐっとาいてくる」

　Զはそのにいることがۤしくなり、Ոをඈび出した。

。い。景৭が৭᧙せていくߥがٵݺ　

　自分が自分でなくなる。そんな感֮が಄かられない。

「は͊、は͊」

　何も考え 、ͣがむしΌらにったԶは、いつの間にかਆ

社についていた。

　このਆ社はଠのがਆ主をやっているਆ社だ。

　Զは;と、ᩱમശのલに立った。

ഈࢀ法で࡞Ζな意識の中、Զは考えなくてもできるڏ　

を済ます。

ʕʕਆ༷、ど͏かԶにເを下さい。

　何とଞ力本ئなئいだΖ͏ か。

　でも、今のԶにはこれしかなかった。

　それから、Ώっくりとಓにそれてਆ社のཪखにճり、

。からѪ༻しているベンνのલにやってきたࠒのڙࢠ

「ʜʜクソ。なんであんなことݴったんだよ、Զは」

　ベンνに࠲るとಉ時に、さっきのݴ༿をࢥい出しԶは၆

いた。

　ܾしてあれが本心から出たݴ༿ではないとئいたい。

　でも、もしかしたらʜʜ。

「考えるなʜʜ考えるな」

　Ұࠁもૣくれよ͏ と、Զは目をᛉる。

　それから、どれだけの時間そ し͏ていただΖ͏ か。

　しばらくして、ಥに目のલのໜみがΨサΨサと༳れだ

し、そこから。

「ʕʕೣʁ」

　をかき分け、ೣ がΏっくりとやってくる。

　そのೣは৭のೣだが、ֹ だけひしܗにനいとい͏何と

も特的な༷をしていた。

　そんなೣはԶをؾにすることなく、Զの横に࠲った。

「ʜʜʁ　おલ、なんか見֮えあるなʁ」

　Զはそのೣにࢹط感を֮えた。

　どこかで会ったことがあるかʁ　いや、શく記Աにない。

　でも、どっかで見たことあるよ͏ なʜʜ。

　Զは横に࠲ったೣにखを伸ばす。

　そして、も͏ 少しで৮れるとݴった時に、
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「人間༷も大ม͡Όな」

　が聞こえた。だが、Զはࣖをٙった。

「聞いておるのかʁ　わしはおલ༷にしかけてるん

͡Ό」

　ど͏やら横からしかけられているよ͏ だ。

　間ҧいはない。でも、いやそれはʜʜྲྀੴにないだΖ͒

ʜʜ。

　しかし、現実はど͏やら真実をޠるらしい。

　横にいるೣが、

「お͒、やっとͮؾきよったか」

「Ͷʜʜ」

「Ͷʁ」

「ʕʕೣがった ʂ͊ʁ」

「ʕʕにΌ͊͊ あʂʁ」

3

「おいおいおいʂ　ଠッʂ」

　ԶはೣをัまえてٸいでଠのՈにった。

「そんな߄ててど し͏たって、なんだそのೣʁ」

「この ʂೣ　んだよッʂ」

「お͒、おલ༷はこいつの友ୡ͡Όなʁ　助けてくれ」

　टࠜっこを௫まれているೣは、をばたばたとさせてい

る。

「あー、和थはいったんམちணけ。で、ೣ をしてやれ」

「いや、でも」

「大ৎだ、そいつはѱさはしͶ よ͐。ただるだけだ」

「その『るだけ』がϠバイんだΖ͏ がʂʁ」

　取りཚすԶをଠは༒める。

　少ししてからԶはわͣかにམちணきを取りし、ೣ を

そっとख์した。

「まったく、ೣ のѻい方がなっとらんな」

　ೣはそ͏ݴってલをᢞめてཚれたໟをखೖれし࢝め

た。

「そのೣどこでरってきたʁ」

「ਆ社のཪଆだ。ଠなら分かるだΖ」

。ଠは「あそこか」とֺにखをてる　

　とい͏か、なんでଠはるೣをલにしてそんなにྫྷ੩

になっていられるんだ。

　こっちは心ଁがඈび出るかもしれないって͙ らいڻい

たってのに。

「ଠ、おલこいつが何なのか分かんのかʁ」

「あ͊、多分ʕʕਆ༷ʁ」

「ʜʜは ʁ͊」

をԶはҰॠでཧ解することができなかっݴଠのҰ　

た。

　ਆ༷ʁ　このݩでΰロΰロしてるౕがʁ

「んなわけ」

「れたのかʁ　あのਆ社にられているのはೣਆ༷だ」

。める࢝んでೣをでࠐり࠲ଠは　

　֬かに、あのਆ社にられているਆ༷はೣだ。ڙࢠの

。ଠのおさんから聞かされた何度もࠒ

「ਆ༷が山から下りてきた、実にເのあるだΖ」

「そんなもんを৴͡るのかよʁ」

「ਆ主がਆを৴͡なくてど す͏んだよ」

。ଠはܰくসいྲྀす　

「ʜʜにしてもこのೣの༷ʜʜあの時のখઆのʜʜ

ま͊、それよりも」

　でるのをࢭめたଠはೣと向き߹い、そして深 と々಄

を下げた。

「おॳにお目にかかります、ೣ ਆ༷」

「別にそんなにかしこまらんでもええとい͏のに」

「ҰԠ、これでもਆ主見शいですから」

　Զはそのやり取りを横からโવとோめる。

っているよ͏ࢥでこのೣをਆ༷だとؾଠは本　 だ。

「ೣਆ༷はなͥこのよ͏ なॴにʁ」

「別に大したཧ༝はない。ڧいて͏ݴならՋだったから

͡Όな」

　โれてݴ༿も出ない。

　こんな自分উखなਆがいていいものなのか。

「͡Όが、実ࡍは人間༷が必ࢮにࢀっておったんでな。特

別にख助けするために出てきたわけ͡Ό」

「はっʂ　Զのئいなんて知らͶ く͐せして何をҒそ͏に」

　Զはෆとばかりにೣのことをᛀみつける。
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　ೣはそのԶのఢ意を感͡たのか、एׯໟがٯ立ちҖ֣

しているよ͏ に見えた。

「なら、おલ༷のئいをててやる」

「やってみΖやってみΖ」

　Զはそのઓ的な発ݴにͿっきら΅͏にえた。

　でも、ちΐっとてよʁ　こいつはなんでԶがਆ社で

ったことを知ってるんだʁ　ਆ社にいたからってԶがࢀ

。らないだΖݶったとはࢀ

　わͣかにௗഽが立ち、Զはೣのݴ༿をःΖ͏としたが

かった。

　ೣは͏ݴ。

「֬かʕʕ『ਆ༷、ど͏かԶにເを下さい』、͡ Όったかʁ」

　Զはそれを聞いたॠ間、目をനࠇさせた。

　あのਆ社にはଞに୭もいなかった。それこそೣҰඖも。

　それどこΖか、Զはこんなஏͣかしいئいをޱに出した

֮えはない。

。第にからֺにわる࣍、がֹからྲྀれ　

「ʜʜ本、なのかʁ」

「もちΖん͡Ό。おલ༷のئいを見に来た」

　ೣ特༗のӶい目にԶのإがөる。

　やがて、はচにྵれམちた。

　を聞くためにԶୡはさっきまでଠとೋ人でして

いた風たりのྑい࿓下にҠった。

「和थはおでいいとして、ೣ ਆ༷はʜʜトマトジϡースで

もҿみますかʁ」

「なんでトマトジϡースだよ。ී ௨にਫでいいだΖ」

「͡Όあ、トマトジϡースで。100％͡ΌΖ͏ なʁ」

「もちΖん」

　したりإをしながらଠはҿみを取ってくる。

　あ͊、も͏ ಥっࠐむのもർれた。

　しばらくして、ଠは各々にҿみをる。

「では、վめて聞くとしよ͏ 」

　ೣはトマトジϡースをث༻にҿみながらしかけてく

る。

「つってもԶがਆ社でئったݴ༿の௨りだよ。Զにはເが

ないから、ເがཉしいってئっただけだ」

　ԶはおをҰؾににྲྀしࠐむ。

　ちらりとೣのことをҰฝするとطにトマトジϡースはҿ

みׯされていた。

「して、ど し͏てເが必要なん͡Όʁ」

　ҿみऴえたೣはԶの横にちΐこんと࠲る。

「ਆ༷がब活のこと知ってるか知らͶ͐けど、ब活で将来

について考えなくちΌならͶ͐んだよ。でも、Զにはເがな

い。だから、Զにやりたいことを࡞ってほしい」

　ԶはҿみऴえたグラスをڧくѲる。

　なんでೣにこんな情けないئいを聞いてもらっているの

か。

　അࣛഅࣛしいとも͏ࢥ。でも、今のԶはなんにでも៦り

たかった。

　それこそ、มなೣにでさえ。

「人間༷も大ม͡Όな。いちいち将来について考える必要

があるとは」

「ೣਆ༷はそ͏ݴったことはʁ」

「ない。わしらೣはいかに今日を生きԆびるかだけだ。ど͏

やって人間༷にӤをܙんでもらえるかで必͡ࢮΌ」

「ਆ༷クソ情けͶ͐ʜʜ」

　自৴ຬ々にえるೣの࢟にはまるで؏がない。

　何度も͏ݴが、本にਆなのだΖ͏ か。

「ま͊そんなことよりよ、パパッとԶにເを༩えてくれよ」

　と、Զが催ଅするとೣは、

「ແݴ で͏ない。そんなચ͡みたことわしにはできん」

　とはっきりとݴった。

「しかし、ં ֯ここまで来たん͡Ό。ख助けには協力しよ͏ 」

「ほんとかʁ　ど͏やって」

「今からϫシがݴ こ͏とに対してやりたいかやりたくないか

を考えΖ。では行くͧ 」

　ʕʕ。

「ී௨に会社員とい͏のはど͏だʁ」

「それはເなのかʁ」

　ʕʕ。

「では、自分で会社を立ち上げるん͡Όな」
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「経Ӧしそ͏だし、ࣈになったらど͏するんだよ。自ݾ

ഁ産とかצหだͥ」

　ʕʕ。

「今、人間༷でྲྀ行ってる動ըऀߘならいいん͡Όない

かʁ」

「いやいやいや、あの人ୡຖ日ࢮ͵ほどؤுって、それなの

に成ޭऀはҰѲり。続ける自৴がͶ͐」

　ʕʕ。

「͡Όあখઆはど͏͡Όʁ　おલ༷はど͏やらੲָしそ͏

に書いていたよ͏ ͡Όがʁ」

「あれは、ただ書きたかっただけだ。別にເにするよ͏なも

ん͡ΌͶ よ͐」

　ʕʕ。

　ʕʕ。

　どれだけの時間、ݴい߹っただΖ͏ か。

ۭ、にଠཅは山にӅれط　 がѯ৭にછまり࢝めた。

「おલ ʂ༷　本にやるؾがあるん͡ΌΖ͏ なʂ」

「あるにܾまってるだΖʂ　だからおલのݴったことに対し

て真にえてんだΖ͏ がʂ」

「そのえがશ部൱ఆからೖったら意味がない͡ΌΖʂ」

「方Ͷ͐だΖʂʁ　ࣦഊはしたくͶ͐んだよʂ」

　ଠཅがӅれてؾԹが下がったが、Զୡのݴい߹いは

ঃ々にを増していく。

　ೣがݴったことに対し、Զはࢸって真面目にฦする。

　しかし、そのશてがԡしにしかならなかった。

「͡Όあおલ༷は何がしたいん͡Όʂ」

「それをҰॹに考えてくれるんだΖʂʁ」

　そして、現在はこんな感͡にࢸる。

　్中、がऴわらないと౿んだのか、ଠは自ࣨにっ

てしまった。

「こんな人間༷がいたとはなʂ」

「そ͏い͏なら、มな提案しかできないやつがྑくもਆ༷

なんて大それたݞ書を背ෛってるなんてなʂ　৴ڼしてる

やつに謝りやがれʂ」

　Զୡはଣをుきながら、おޓいにѱଶをつきまくる。

　もはやそこに、最ॳのئいをえるためのݴ༿はҰつ

もなかった。

「そこまでだ」

　と、そこଠがってくるなりࡋにೖった。

「まともに考えられないならも͏ し߹͏な」

「つってもこいつが」

「和थ」

。がౚるےଠのそのྫྷたいԻにԶは背　

「おલはଞ人に任せす͗だ。自分のこと͙ らい、自分でܾめ

たらど͏だʁ」

　੩かに、୶ と々ݴ༿を͙ଠ。

「和थはੲからそ͏だ。શ部人任せで済ませよ͏ とする」

「それはʜʜ」

「何をযってるんだʁ」

いฦすことݴ、するがڹいたがԶの಄でסଠの　

はできない。

「ʜʜ」

。にลりは҉いط　

　りんりんと、ླ のひんやりとした໐きだけが聞こえ

る。

「おલ༷の༏ॊෆ断Ϳりはよく分かった」

　最ॳにこの੩ऐをり྾いたのはೣのだった。

　そしてೣはଠと目を߹わせる。

「おલ༷、֬ か、ۙ い͏ちにࡇりがあったよなʁ」

「はい、Ұि間後にあります」

「そこで、ຖ年なんかڣんでる͡ΌΖʁ　あれにࢀ加しΖ」

　ӈલをԶにࠩし向けるೣ。

　Ұि間後、この町にはҰ年でҰ൪大きなࡇりがやって

くる。

　そして、そこではຖ年メインイベントとして、ࡇりのࢀ加

ऀがҰ人ひとりஃ上に上がって各々きなことをڣͿ催

しがある。

「これからҰि間の間、おલ༷は必ࢮに自分のເを考え、

そしてࡇりのあのஃ上でڣͿん͡Ό」

「そんなことݴわれてもʜʜ」
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「いいからやるんだ」

　ೣはؾޠをڧめてݴい์つと、ঃに֎にาき出した。

　そして去りࡍ、

「どんなເでもいい。だが、これができなければ今後ະ来

はないとࢥえ」

　これまでのԻとはଧってมわったਆົなで告を

ೣ、して は࢟を҉ҋにফした。

「ʜʜະ来はない」

　最後のݴ༿をטみకめるよ͏ にԶは෮した。

　なͥだΖ͏。それまではまるで੍ڧ力のܽยもなかった

くせに、そのݴ༿だけはԶの心に深くಥきさった。

「Զはखわないからな。おલのະ来だ、自分で考えΖ」

「આ教されたౕに助けてくれなんてݴえͶ よ͐」

　ۤসいをුかべて、ଠをऑく見つめる。

　分かってるよ。これはԶのだ。

「Զのະ来かʜʜ」

　ۭを見上げ、ӢにӅれて見えない月をோめる。

　このはԶにとっていͣれはආけては௨れない

だ。

「Զはʕʕ」

　いつまで経っても月が見えない҉いۭを見上げたԶの

。༿がྵれるݴ、からޱ

　ʕʕԶは、『୭』になるんだΖ͏ か。

4

　あれからҰि間が経過した。

に༦方だとい͏のに、町には多くのがฒび、このط　

時をちわびたとݴわんばかりに活ؾにҲれ、ࢸるॴか

らҖのいいがඈびަ͏。

　そして、ࡇりの中心部には大きなステージが建設され、

。りのメインイベントが現在ਐ行中だったࡇ

「ʜʜ」

　Զはそのをᛀみつけるよ͏ に立っていた。

　そ͏、ࡇりがນを։けてしまったのだ。

「よ͏ 、ௐࢠはど͏だʁ」

「いいと͏ࢥかʁ」

ଠが໖あめやমきそばを持ちながらԶにۙͮいてく　

る。ど͏やらࡇりをຬ٤しているよ͏ だ。

「おલはָؾでいいよな」

　Ұ方で、Զは自分でも分かる͙ らいにやつれていた。

　Ұि間લ。ೣ から༩えられた՝として、ここҰि間

っͣと自分の将来のことと向き߹っていた。

　݁からݴ と͏、まだເといえるものは見つかっていな

い。

　৭ と々案を考え、自分なりにえを見つけよ͏ とした。

　だが、考えている͏ちに自分が本にやりたいことが何

なのかがよく分からなくなってしまった。

「ʜʜそ͏いえば、あのೣはʁ」

　Զは自ٮ的な考え方をৼり͏よ͏にटをৼり、

をมえる。

「ೣਆ༷ならあそこだ」

を向けたઌには、ಓ行く人からӤをっていࢦଠが　

るޫ景があった。

　あれが本にਆ༷なのかʜʜ大ৎなのかこの֗は。

　と、そんなことを考えているとӤをもらいऴえたೣはこ

ちらにやってきた。

「やはりࡇりはいいもの͡Όなʂ　こんなにඒ味いものが

Ҳれかえっておる」

「ଠるͧ」

「;くよかなことは平和の象͡Ό」

　ೣはそのզုなମを見せつけるよ͏ にԶに͏ݴ。

「して、おલ༷はʜʜど͏やら݁果はあまりྑいものでは

ないよ͏ ͡Όな」

　Զのإをま͡ま と͡見たೣはᄁいた。

「͡Όが、ଋはଋ͡Ό。どんなことでもあそこでって

もら͏ からな」

　ೣがさっきまでԶがᛀんでいたに目を向ける。

。にஃ上に୭かが上がっているط　

「ま͊、まだ時間はあるからな。ଞの人のڣびでも聞いて考

えてみΖよ」

　Ұา౿み出したଠの後をԶはついていく。

　ஃ上のपりには多くの؍衆が立っており、ؾがଞとは
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比べにならない。

「やっͺ、ຖ年ここはੌいな」

ଠは感心するよ͏　 にを࿙らす。

　マイクを௨͡て์たれるいのڣびに対し、؍衆は発

දऀに援をཋびせる。

　༷々ながަࠩし、このを最大ݶにり上げていた。

「さ͊ ʂ　続いてڣびたい方はいますかʂ」

。の発දऀをืる࣍、会ऀがをுり上げ࢘　

　पりからは「おલ行ってこい」だの「行ってくるか」だの、

この૽がしいงғؾにॆてられた人のがࣖにೖる。

「では、そちらの方ʂ　ஃ上にお上がりくださいʂ」

　そして、खを上げていたҰ人のஉ性がஃ上に上がった。

　彼は;らつく取りでマイクをखに取る。ど͏やらਲっ

ͺらっているらしい。

「Զ͊、Շと່を連れていつか͊、日本Ұपでもしてやるか

んな ʂ͊」

げるஉ性はマイクを高く掲げߥ持ちよさそ͏にをؾ　

る。

　そのڣびにݺԠするよ͏ に、

「いいͶ ʂ͐　せにしてやれよʂ」

「もっとでっかくੈքҰपってのはど͏だʂ」

。٬が大いにり上がる؍　

　いつものࡇりのޫ景だ。ڙࢠのࠒからมわってない。

　それからઌもएஉঁわ 、ͣஃ上でࢥいࢥいのこと

をڣんだ。

「ʕʕ将来はӉඈ行࢜になるʂ」

「ʕʕແཧかもしれないが、告നしてみよ͏ とࢥ ʂ͏」

「ʕʕى業して、この町を๛かにしてみせるʂ」

「ʕʕ上ژしてҰ༂༗໊なモデルになってやるʂ」

　彼らのಏはًいていた。

　ઈ対にやってやる、成ޭしてやる。そんなࢥいがから、

。からわってくる、༿からݴ

「今年はྫ年Ҏ上に活ؾがあるよ͏ ͡Όな」

「そ で͏すͶ。օҖがよくってؾ持ちがいいです」

。ଠとೣが発දऀに向かって感心のを上げる　

　そのྡで、Զは心にᯤがかかり࢝めていた。

　ど し͏よ͏ もなく҉い、最ѱのᯤが。

「ʜʜでもよ、あんなもん本ؾでできんのかʁ」

。から࿙れ出ていたޱ༿がݴ付か͵͏ちにԶはそのؾ　

。が࡞まってしまった。Զのいつもの発࢝。まった࢝　

「今はいいかもしれͶ͐けど、いつかはເから֮めるもん

だΖ」

「おい、今はそんな時間͡ΌないだΖʂ」

めにೖΖࢭめにԶのことをڧଠが　 と͏するが、今ճは

。まらなかったࢭ

「いや、ああい͏のは後から後չするもんなんだよ」

　Զは自વとपりにෛけないよ͏にをுり上げよ と͏し

ていた。

　いつものことだ。いͣれࢭまる。

　ʕʕࢭまれ。

「後չしたらあんなເ見られなくなるんだからよ」

　ʕʕࢭまれ。

「大ޱୟくのにもఔがあんͥ」

　ʕʕࢭまれ。ࢭまれ。

「いͣれ現実を見ることになるんだʂ」

　ʕʕࢭまれ。ࢭまれʜʜཔむから、୭かࢭめてくれ。

「だからເなんて下らͶ こ͐と見ͣにだなʕʕッʂʂ」

。が面についていたإが付いたら、Զはれؾ　

　後、にྲྀれるಷい௧みを感͡る。

　Զは、ԥられたよ͏ だった。

「和थ、いい加ݮにしΖよ」

　Զが見上げると、ଠがౖりのܗ૬をこちらに向けて

いた。

「いつまで͏だ͏だݴってんだよʂ」

　Զのڳを௫んだଠは੨ےを立てている。

「自分にເがないからかʂ　だから人にたって少しでも

ָになΖ͏としてんのかʂ　も͏こっちは͏ん͟りなんだ
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よʂ　何度も何度も何度も何度もʂ　自分のເをഅࣛに

されるにもなったことがあるかʂ」

。ນと大が多くの人をఝ付けにするଠの　

　しかし、ଠにはそんなࢹઢは関なかった。

「おલはいつだってそ͏だʂ　自分のことを自分でܾめら

れないʂ　何かݴったらৗに൱ఆからೖるʂ　それで、自

分のݏػがѱくなればീつたりだ。ָ しいだΖ͏なʂ　

そ͏やって自分はؤுらͣに人をഅࣛにして、Җுりࢄら

かすのはさͧかしؾ持ちがいい生き方だΖ͏ なʂ」

。ଠのखにさらに力が加わるを௫むڳ　

「いい加ͮؾݮけよ。今のおલには、ເを持つ֨ࢿすらな

いんだよ」

　͟わ͟わとपりに人が集まってくる。

　すると、ଠはげ捨てるよ͏にखをし、人ごみの中

にฆれて行った。

「ʜʜ」

　Զはただ、ଠのその背中を見つめることしかできな

かった。

5

　Զはࡇりの૽からԕくれたベンνにࠊをֻけた。

「ʜʜฦすݴ༿もͶ よ͐」

　おલの͏ݴ௨りだよ、ଠ。Զは正真正の۵野郎だ。

　Զだって、಄では人をഅࣛにして自分のᛗ持をकΖ と͏

することがどれだけڏしいことか分かっているつもりだ。

　でも、Զのऑい心が、自分をकるためにউखに動いてし

ま͏。

　ど し͏よ͏もないんだ。Զの心と಄はੲから、ち͙ は͙な

んだ。

「がない。શくもってその௨りだ֨ࢿ」

　そんなこと、ԶがҰ൪よく分かっている。

「ど し͏たらいいんだよʜʜԶは」

　えはৗに୳してきたつもりだ。でも、いまだにその

えは見つからない。

　その時だ。

「そんなもの、おલ༷Ҏ֎に୭が分かるとい͏ん͡Ό」

　ೣがԶの横に࠲った。

「खにやられたな」

「વの報いだ。Զは、それだけのことをしてきたんだから

な」

　何度も人のເをᅃった。何度も人のເをഅࣛにした。

　Ұ発ԥられるだけ͡Όりない ら͙いのࡑが、Զにはあ

る。

「おલ༷は、ど し͏てそこまでしてເにࣥணするʁ」

「ஔいて行かれるのが、ාいからだ」

「本に、それだけかʁ」

　ೣはԶの目を見て͏ݴ。

　そのೣのಏにөる自分を見ていると、心が͟わめきだし

た。

　心に֖をしていた部分がፘられ、Զの本心がإを出し

。める࢝

　Զの、本のいはʕʕ。

「Զはʜʜ『୭か』になりたかった」

　Զはଠにも໌かしたことのない心の内をޠり࢝め

た。

「ເを持ってるౕはいつも『୭か』になってるؾがするん

だ。ちΌんとした、『୭か』ってい͏ଘ在に。でも、Զはҧ͏。

ເのないԶは、その『୭か』にもなれていない感͡だ。た

だ、യવと生きているだけで、ଘ在意ٛすらもあや;やで」

　まとまらないݴ༿をΆつりΆつりといでいく。

「それがාかったんだ。ஔいて行かれるૄ֎感もාかっ

た。けどそれҎ上に、自分が本に生きている価値がある

のかど͏かが分からなくなるのが、ੌ くාかったんだ。だか

ら、Զは人のເをഅࣛにした」

　അࣛにすることで、૬खは『୭か』ではないと自分にݴ

い聞かせたかった。

　૬खが、Զとಉ く͡ଘ在意ٛをまだ持っていないとࢥい

たかった。

「正真正の۵野郎だ。Զはそんな自分がݏいだ。だか

ら、ເを見つけてԶ自が『୭か』になりたかった。そ͏し

たら、も͏ そんなことしなくて済むから」
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　動ػのࠜఈにあるものはશて自分のݏѱ感だけだ。

。௨り、Զはযっていた͏ݴଠの　

　自分のݏѱ感を১するため、ԶはҰࠁもૣくເを

見つけなければならなかった。

「これが、Զがເをٻめる本のཧ༝だ。അࣛだよな。ເを

അࣛにしながら、ເをٻめるなんて」

　ໃ६した考えに、Զはుが出そ͏だった。

　ԕくの方ではࡇりの໌かりが見える。しかし、そこから

ྲྀれてくるはͣの૽はಧかない。まるで、ここだけִさ

れているかのよ͏ に。

「これがԶの本心だ。সってくれ」

　Զは自ᅑしながらుき捨てる。

　それからしばらくして、よ͏やくೣが重くด͟していたޱ

を։き、

「な͊、Ұつྑいかʁ」

「なんだʁ」

「ເがそんな؆୯に見つかるわけないだΖ」

　そ͏ݴったのだった。

「あるऀはӡ໋的な出会いをし、あるऀは何かに感ܹをड

け、あるऀはఱ࠽的な感でࢥいつく。そ͏やって、人は

るんだ。たかޠをಘて、自分のເをحવとい͏ۮ重のز

がҰि間でܾめられたものがເなんてありえない」

「おલがҰि間で考えΖってݴったんだΖ」

「֬かにݴった。しかし、最ॳからおલ༷がܾめられるとは

「っておらんよࢥ

　িܸの告നに、Զはわͣかにりを感͡る。

「͡Όあ、なんだʂ　今日までの時間はશてແ意味だっ

たってことかよʂ　Զの考えた時間はશ部、શ部ʂ」

「ແ意味なわけあるか」

　ౖるԶのことをೣは༏しいද情をුかべて見つめてく

る。

　すると、Զのౖりが੩まっていくよ͏ だった。

「このҰि間ほど自分と向き߹ったことはあるかʁ　自分

は何がやりたいのか、何ができて、何がきなのか。自分

のことをపఈ的にௐべ上げ、自分の将来について真に、

真に考えたことはあったかʁ」

　Զはೣのݴ༿にΏっくりとटをৼった。

「そ͏だΖʁ　だったらその時間がશ部ແବだなんてこと

はない。このҰि間、おલ༷がもがいてۤしんで、それでも

必ࢮにえを出そ と͏していたことは知っておる。そのҰ

ॠ、Ұඵが、おલ༷をいͣれ出会͏えಋくख助けをし

てくれる」

　ೣのݴ༿は今までҎ上に、すんなりとڳにೖってくる。

　それこそ、本にਆ༷にʜʜいや、この感֮はまるで自

分自に་されているよ͏ なؾ分だった。

「それに、ເがないことを୰くな。本に大なことはເを

見つけること͡Όない。自分のເが何なのか、それを考え

自分自と向き߹ こ͏とこそが大なんだ」

「考える、時間ʜʜ」

「そ͏だ。その自分と向き߹った時間が、ࢥ考が、真さが

ʕʕおલ༷を『何ऀか』にしてくれる」

　ೣは੩かにそ͏ݴ と͏、সったؾがした。

　とてもஆかい。༏しいஆかさを感͡る。

　その༏しさのおかげか、Զは今までӅしてきたऑい心

を、ޱからుき出した。

「ʕʕ っͣと、ଞ人任せにしてきたんだͥʁ」

「別にいいだΖ、人にखをआりても。もちΖん、今のまま

͡Όବ目だけどな。ちΌんと、最後には自分Ұ人でܾめら

れるよ͏ になれ」

「ʕʕ৭んな人をইつけたんだよ」

「だったら謝れ。そんで、今後はそのบをきっͺりやめれば

いい」

「ʕʕこんなԶでも、ເを見て、いいのかなʁ」

「たりલだ。自分と向き߹ったऀに、ເを持つ֨ࢿはあ

る」

　目಄がくなる。

　;と、何かがを͏感֮がある。きっと、がྵれམ

ちたんだΖ͏ 。

　それを見たೣは、Զのखをࢥいっきりୟく。

「さ ʂ͊　行ってこいʂ　今のおલのؾ持ちをڣんで来
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いʂ」

「ʜʜあ ʂ͊」

　Զはをཚに১い、そして会にり出した。

　લを向け。今こそ、自分と向き߹͏時だ。

　会にணくと、丁度ஃ上でଠがڣんでいた。

「Զはਆ社にもっとたくさんの人に来てもらえるよ͏に

力して、৭んな人をせにしたいʂ」

　力のこもったに٬؍もෛけ と͡をுる。

　そして、発දがऴわると࢘会ऀが「では、このลで」とນ

Ҿきをしよ͏ とした。

「ってくれʂ」

　ԶはそのऴූࢭをڧҾにःった。

をえながらԶはٵݺ、ઢはԶに集中する。その中でࢹ　

ஃ上にొった。

　すると、࢘会ऀは「では、これで最後の発දऀです」とݴ

い、؍衆もٸなׂࠐみに大いにり上がる。

「ເは見つかったのかʁ」

　ஃ上に上がると、ଠがマイクをげてくる。

「見つかんͶ よ͐。だから、これがॳめてのෛけઓだな」

「そ͏か。だったら精Ұഋ、情けないෛけએݴを見せてくれ

よ」

　くসったԶୡはおޓいにखを߹わしަ代する。

　これからすことはԶのࢂめで、みっともない自分উख

なだ。

　知り߹いが聞いてস͏かもしれない。ഃがඈんでくる

かもしれない。

　でも、શ部डけೖれる֮ޛはある。

　それが今のԶだから。

　Զはマイクを持って大きくଉをٵった。

　す内༰など考えていない。今はただ、自分と正々ಊ々

と向き߹͏だけだ。

　そして、

「ʕʕԶには、ເがありません」

　Զのࢭまっていた時間を動かしたのだった。

6

「Զには、খさいࠒからເがありませんでした。

　पりの友ୡはたくさんのເを͏ݴ中、Զは彼らのເを

「ど͏せわない」とഅࣛにしていました。

　そんな自分がݏいで、何とかして自分もօとಉ͡よ͏に

ເを୳しました。

。が付けばԶは大学生になってましたؾ　

　Զは大学生になったらきっと見つかるとࢥってました。

　ドラマとかөըとかでඳかれる大学生は現実ではない

と分かっていながらも、なんとなく大学生になったらやり

たいことが見つかると、そ͏উखにࢥっていました。

　でも、現実はそんなにくはなかった。

　どんどんपりとされていくだけだった。

　そして最ۙ、本ؾで自分の将来と向き߹わないといけ

なくなりました。

　だけど、શવ見つからなくて。

　Զはযってました。օはເや目ඪを持ってっているの

に、Զだけは何もない。

　օ『୭か』になΖ と͏しているのに、Զはその『୭か』にも

なれないのがාかった。

　അࣛഅࣛしいと͏ࢥかもしれませんが、Զは自分のଘ

在意ٛがཉしかった。

　ເを持ち、ເに向か͏ことで、自分が生きてるཧ༝がཉ

しかった。

　でもそんなもんがす͙ に見つかるわけもなく、Զは人の

ເをഅࣛにして、օは自分とಉ͡でちΌんとしたເがまだ

ないとࢥいࠐんだ。

　Զは、そんなԶがすごくݏで、Ұࠁもૣくເを見つけな

いといけないとࢥってた。

　ʜʜでも、あるౕがԶに教えてくれました。

　ເがないことをѱく͏ࢥなと。自分と向き߹った時間が

大なんだと。

　もちΖん、ເをഅࣛにしてしまった人には謝ります。

　また、୭かのखをआりるかもしれません。

　ですが、Զはこ͏ やってんで、みൈいたこの時間を

大にします。
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　そして、これからઌ、もっとむことになるとࢥいます。

　でも、そのんだઌに、ເがあると͏ࢥんです。

　だから、Զの今のເはʕʕ」

　ମのえが収まらない。

　こんなものເとはݴわないのかもしれない。

　でも、今のԶが精Ұഋ考えて出した།Ұのえだ。

　সわれたっていい。അࣛにされたっていい。

　これが、今のԶのເなんだ。

「ʕʕເを見つけること。これが今のԶのເです」

　ԶのҰੈҰ代の、みっともない告നがນをด͡る。

　持っていたマイクを下げ、؍衆を見す。

　すると、

　ʕʕパνパνパν。

　まばらながらも、Ώったりとഥखが໐り出す。

　さっきまでの援はない。でも、そこには֬かに༏しい

ԻがҲれていた。

　Զは৶をטみకめ、ྲྀ れそ͏になるྦをこらえながら

最後にҰྱをした。

「ありがと͏ 、ご͟いました」

「よかったのかʁ」

　和थの発දがऴわるとಉ時؍、ࠁ衆の後Ζの方でଠ

とೣがっていた。

「おલだったら、自分のやりたいよ͏ にあいつを༠ಋできた

だΖʁ」

「何をݴっているん͡Ό。わしはそんなચ͡みたことはで

きないとݴった͡ΌΖ」

「いや、和थ૬खならできるだΖ」

。ଠは下を向いてೣのことを見つめる　

「おલはೣਆ͡Όない。おલはʕʕ和थだΖ」

　ೣは何もݴわ 、ͣただஃ上にいる和थを見つめていた。

「どこかで見たことがあるとࢥったんだ。おલの特的な

༷。まさか、和थがੲ書いたখઆの中にいるとはࢥわな

かったけどな」

「ʜʜそれだけでは何とも」

「だからԶはҰつखをଧった。トマトジϡースだ。あのখઆ

にいたೣはトマトジϡースをҿんでたからな」

「よく֮えてんな」

「݁構読みࠐんだんだよ」

ݴଠがそ͏　 と͏、ೣ はくস͏。

「自分自を༠ಋすることは༨༟だΖʁ　なんでしなかっ

た」

「ʜʜԶは、Զ自に何か特別なことをしてほしいわけ

͡Όない。ただ、自৴を持って生きてほしいんだけなんだ」

　ೣはそ͏ݴ と͏、をฦす。

「いいのか、最後に自分自にѫࡰしないで」

「いいよ。あいつはよ͏ やく、自分と向き߹ こ͏とができるよ

͏になったんだ。これから必要なのはԶ͡Όない」

「そ͏か」

　ೣはۙくのໜみにೖっていく。

　そして、最後にଠにこ͏ えた。

「Զを、よΖしくな」

「あ͊。和थを助けてくれてありがと͏ 」

　そのやり取りを最後に、ೣ はશに࢟をফしたのだっ

た。

　ଠޑのԻとڞにࡇりがऴわりをܴえる。

　Զは、少しでもલにਐむことができただΖ͏ か。

　多分、ਐんではいないだΖ͏な。ͣ っと౿みしたまま

だ。

　でも、これからだ。これからઌ、Զはલにਐむために力

しないといけない。

「今日は、ຬ月か」

　あの日のよ͏ に月はӢにӅれていない。

　しっかりとしたًきを持って、Զをরらしていた。

7

「よしʜʜ」

　最後の文ࣈをೖ力したとಉ時に、Զは大きくଉをుい

た。
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「こ͏ やって書いてみると、Զって本にど͏しよ͏もない

۵野郎だな」

　あのࠒをࢥいฦしながら、自分のしてきたことにۤসい

をする。

　あれから年経ったが、ະだເとい͏ເはまだない。

　でも、これからઌ、ະ来のԶがເを見つけるかもしれな

い。

　それがޒ年後かे年後かは分からない。

　でも、どれだけ時間をかけよ͏とも୳していればきっと

見つかるはͣだ。

　そして、心のఈからしたいことが見つかった時、ᐫに

ならないよ͏ に今日を精Ұഋ生きよ͏ 。

　今日を、今を精Ұഋ生きて、そして໌日の自分にܨげよ

͏。

　そ͏やって、໌ 日の自分が『୭か』になれるよ͏に、今日

をҰॴ໋ݒに生きよ͏ 。

「こんなもんか」

　Զはখઆの֬ೝ࡞業をしていると、Ұ本のిがか

かってきた。会社からだ。

「藤ౡですʜʜえʁ　今度のプロジΣクトにԶがʁ　は

い、ありがと͏ ご͟いますʂ」

　ిをったԶはҰ人でΨッπϙーζをする。

「よっしΌʂ」

　ͣっと目ඪにしてきたプロジΣクトにࢀ加でき、Զはخ

しくてࢥわͣが出る。

「今日は໌日にඋえてૣく৸るかʜʜっと、そのલに」

　Զは、書き上げたখઆに最後の上げを施す。

「『୭か』ʜʜいや、ここはあいつのݴ༿をआりて」

　そして、ϖージのҰ൪ॳめにԶは໊を付け加えた。

「໊はʕʕ」

2021年10月14日



˛令和3年度 写真・イラストコンテスト（イラストデβイン部門）Ԡื࡞品
　『きΐ͏ たくん』
　真ು ߳௬（デβイン工学部　建ங・環境デβイン学Պ）
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　10月26日、大阪産業大学多目的ϗールにて。ؾԹがఔ

よくஆかく、ఱ下の心よいقઅの中「学会主催学術

講演会 向୩ 実ࢯオンライン講演会」が։催された。講演

中は、向୩さんがきで取り組んでいるమಓԻָについ

て৭んなことを学べたので、これからその感を書いて

いきたい。

　ઌ 、ͣ向୩ 実さんは、株式会社Իָؗの代ද取కで

ஶ໊なԻָՈの方だ。Ի੍ָ࡞はパソコン༻ソフトの

༻を主とし、これまでに多くのమಓ会社と連ܞし多ذに

り活動されてきた。भや関西の+3ྻंの発ंメロディ

とं内メロディの੍࡞、ԻָCDのൢ売、ྻ ंӡ転シϛϡ

ϨーションήーϜの੍ൢ࡞売、これらはどれも日本国内֎

の人々の中でര発的な人ؾをތった。また、ܥࢱの新

に会社શମで「࡞Ӻ内のデジタルϗーϜドアの」事業ن

取り組み、社会ݙߩに対しても情的で積ۃ的である。私

自、向୩さんの活動やそれに対する向୩さん自の

いにとてもڵ味がそそられた。మಓԻָやシϛϡϨーショ

ンήーϜは、एऀੈ代やమಓきの人からは、ए

உঁわͣڵ味が出るであΖ͏ 。

　1つ目、発ंメロディ。向୩さんがॳめて発ंメロディ

とं内メロディを੍࡞したのは+3भ。時の+3भの

新װઢ任ऀのアオϠΪさんとखを組み、ॳとなるָۂ

提ڙを行った。発ंメロディ、ं 内メロディともにԺやか

なԻ感で聞いていてམちணいた。これらのメロディには、

人々の߱ଅਐのために৭ と々工されていて、発ंか

ら߱ंまでメロディをྲྀし続けるとい͏のも、そのひとつ

だ。ंしている人には、௨ۈ中や௨学中の方がいる。向

୩さんは、これらそれͧれの面と時間ଳに߹わせたۂ

を発ं時から߱ं時までྲྀし続けるとい͏提案をした。

݁果、௨ۈ中や௨学中でもؾ分ノリノリでిंにってい

た人がຖ日多発し、ྻ ंも人ؾをಘたとい͏データがಘ

られている。また、ۂの間にもアϨンジを加えており、ۂの

間に自動Իがྲྀれる。ྻ ंで高Ҡ動からҠ動に

ม化するࡍのۂも࡞られており、それに加えて人のり߱

りのタイϛングも考ྀされている。発ंとं内メロディに

は人々のۂのઆ໌任を果たし、ただۂを࡞っている

のではないとい͏向୩さんのいがࠐめられている。

　2つ目は、ԻָCDのൢ売だ。ত和時代からCDのൢ売

活動を行い、1993年、向୩さんは自が経ӦするԻָؗ

で、Χシオϖアがࡐとなった、ө像とԻָを༥߹させた

CD-3O.ソフト『5ouch the .usic by Casiopea』を੍

する『5rain࡞して発売する。これは後に੍࡞ Simulator』

のώントともなった。向୩さんの大࡞でもある。

元木 裕太郎
学術講演会終了後の感想と報告
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　3つ目、Ո ఉ༻シϛϡϨーションήーϜ「5rain

Simulator」の੍ൢ࡞売だ。PS2༻、PSP༻のソフトが

ある。それも年代が重なるにつれシϛϡϨートがよりリア

ルになった。ӡ転੮から見た֗の景৭、మಓതؗ、ै

業員の業務する༷ࢠがࡉかく再現されていて、ϋイクオリ

ティだと感͡た。コスパもྑく、ੈ ք中の人々にָしんで

もら͏ための工を੯しまなかったのだと͏ࢥ。また、మ

ಓの組みもษڧできてプϨイ中もָしいのでҰੴೋௗ

だ。これに加え、シϛϡϨーションήーϜにࣅたソフトは、

会社の研मでも実ࡍに取りѻわれている。社員がָしそ

͏にӡ転していてྑかった。

　今ճの講演会で、向୩さんが持つమಓԻָのѪや

力がわってきたのに加え、మಓπールの੍࡞のྺ࢙に

ついて心にઆ໌してくださったため、మಓならではのྑ

さと本質がにછみた。మಓは、今後の日本国内֎の社

会で༷々な分野で༻いられ、人々にѪされるのであΖ͏。

今後またこのよ͏な講演のػ会があればੋ非ࢀ加したい

し、మಓについてもよりৄしく৮れたいとࢥいました。و

重なػ会をいただきましてありがと͏ ご͟いました。

（工学部　ػց工学Պ）



▲令和3年度�写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
　『華やかに』
　中村�詢弥（デザイン工学部　情報システム学科）
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『伊丹の夜景と輝く飛行機』
岡本 大誠（経済学部 経済学科）
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国際学部　国際学科　川口 紗耶
私の2週間の朝鮮語海外研修

はじめに

　私は、2ि間「朝ޠւ֎研म」にࢀ加して、ؖ 国の知

識だけでなくཤमしているत業に関してのͮؾきもಘるこ

とができました。

　コロナのためオンラインでの研मでしたが、ظҎ上

の、ී ஈではできないو重な経験をすることができまし

た。

研修に参加した理由

　私は、「ؖ国人とؖ国ޠでしたい」「ؖ国に留学した

い」「アイドルのݴっていることをࣈນなしでཧ解したい」

とい͏目的を持って今ճの研मにࢀ加しました。

　高ߍの時からؖ国にڵ味を持っていたので少し知識は

あったのですが、本֨的にษڧし࢝めたのは大学にೖっ

てからでした。

　研मにࢀ加することで大学のत業とはҧったことを学

べ、学生生活を意味あるものにできると考えたためࢀ加

をܾ意しました。

実際に研修を受けて

　実ࡍにत業が࢝まり、最ॳの方はઌ生のࢦ示を聞き取

るのが精Ұഋでৗに༨༟がない状ଶでत業をडけてい

ました。そこで、ؖ 国ޠでؖ国ޠの文法を学Ϳことのし

さにͮؾきました。

　しかしຖ日त業をडけているとঃ々に聞き取れるよ͏

になり、༨༟を持ってत業をडけることができるよ͏にな

りました。

　聞き取れるよ͏になったことでत業がָしく感͡、意ཉ

的にษڧすることにܨがったとࢥいます。

　୲のઌ生は2人いて、༵ 日で分かれていました。एい

ઌ生が多く、त業の中で#5Sや58*CEの写真をってい

たのでとてもָしくत業できました。

　また、ઌ生と学生のコϛϡχέーションだけでなく学生

ಉ࢜のコϛϡχέーションの時間も設けられていました。

;oomのϒϨイクアトルーϜをって3、4人のグルー

プになりコϛϡχέーションを取りました。

　ଞ大学の生ెとのコϛϡχέーションの時間はとても

༗意ٛで、みんなಉ͡よ͏な目的やझ味を持って研मに

௨のを見つけやすڞ加しているのでしやすくてࢀ

かったです。

　私は、SE7EN5EENとい͏アイドルがきでそれがきっ

かけで友ୡを࡞ることができ、とてもخしかったです。

　त業の最後にはؖ国の学生とのコϛϡχέーションの

時間があり、そこではその日にशった文法を༻いたテーマ

で、グループで༷々なをしました。

　ωイティϒのؖ国ޠを聞き取るのは少ししかったで

すが、フϨンドリーにせたのでָしい時間を過ごすこと

ができました。ここでは自分の考えをؖ国ޠでえる力

がに付きました。

　現在もҰॹのグループになったؖ国の学生と-*NEで

しているので、ͣ っとؖ国ޠのษڧを続けることができ

ています。

　文法はҰ日のत業で2、3ݸ学びました。ܜٳ時間にし

た՝をΧΧオトークでઌ生にૹり、フィードバックをも

ら と͏い͏ܗ式でした。՝のྔは多す͗ 、ͣ学んだ内༰

に対Ԡしているものだったので෮शに立ったとࢥいま

す。

　また、ઌ生のフィードバックはਝでコメントをつけてく

れていることが多かったので、やるؾにもつながりました。

त業中の発ݴに対しても、൱ఆせͣߠఆする面が多

かったので積ۃ的に発ݴしやすく自৴にもつながりまし

た。

　さらに、ؖ 国ޠҎ֎でઌ生の「教त法」についてͮؾい

たことがあります。

　私は、今「日本ޠ教育法」とい͏त業をཤमしており、そ

こで「法」とい͏教त法を学びました。これは֎国人

に日本ޠで日本ޠを教えるのですが、私はこの経験があ

まりなかったのでしさをཧ解できていませんでした。

　しかし、今ճの研मでؖ国ޠでؖ国ޠのत業が行われ

ていたことにより、「法」のしさををもって感͡る
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ことができました。

　自分が教える立になった時、学शऀのؾ持ちをཧ解

できることは大なことだと͏ࢥのでこの経験を活かした

いです。

おわりに

　私はこの研मにࢀ加してよかったと感͡ます。

　私はؖ国ޠの力の中で、リーディングとライティング

がಘ意な方でしたが、今ճの研मでさらに力がついた

と感͡ます。さらに、ۤ खだったリスχング、スピーキング

も研मલより֬実にできるよ͏ になりました。

　この研मでは、ؖ 国ޠをせるよ͏になりたいとい͏ಉ

͡目的を持った人が集まり、Ϩベル分けがされていてಉ͡

くらいのϨベルの人とษڧできるのでやりやすかったで

す。

　大学のत業だけでは経験できない事が多かったので༗

意ٛな2ि間を過ごすことができました。

　まだ知らない୯ޠや文法が多いので、これからもษڧ

を続けてもっとؖ国ޠの力を伸ばしていきたいです。
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　3ि間のत業をऴえて、この研मのत業にઓすること

が出来て本にྑかったとࢥいます。最ॳは、実ࡍに現

に行かないと意味はないのではないかと考えて研मをड

けるかっていましたが、オンラインでもे分ӳޠのमಘ

はՄだとい こ͏とが分かりました。ຖ日のत業が本に

ָしかったです。ಘたものが山あるし、ྑ い経験ができ

たとࢥいます。最ॳは͏まくできるか心でしたが、私が

分からなくても講ࢣの方がサϙートしてくれたので、分か

らなくてもઓしてみる大さを学んだ3ि間でした。1

ि目は、スピーキングڧ化、ライティングڧ化、発Իクリ

χック、プϨθンテーションがありました。スピーキングテ

ストでは、いΖんな会のද現を学びました。それをっ

て࿅शするのですが、スϜーζにݴ༿が出てこなくてչし

かったです。ライティングڧ化では、+ournal、'riendly

E-mail、'ormal E-mail、paragraphをशいました。

ӳޠを正しい文法で書くことはしかったけど、自分の

知っている୯ޠを最大ݶに出してؤுりました。発Իク

リχックでは、-inLing、Elision、'lap、8eaLening

をशいました。スϖルと発Իでは異なっているので、発Ի

を聞き取ることがしかったです。クリフエッジプログラ

ϜのプϨθンテーションは非ৗに͏まくできました。本

൪までにҰ൪ۤ࿑をしたのは発Իです。Preventing、

occurrence、carbohydrates、vitamins、こ の4つ

の୯ޠの発Իが特にしかったです。 ですが、プϨθン

テーションΪリΪリの時間まで山࿅शをして、本൪では

ኮを山ޠᘳに発Իできました。このϨッスンを௨して

֮えることができたし、自৴がつきました。2、3ि目は、

スピーキングڧ化、ライティングڧ化、プϨθンテーショ

ンがありました。2ि目は、スピーキング力とライティン

グ力が付いたؾがします。このिは、間ҧいをڪれͣとに

かくӳޠでしてみることを意識して取り組みました。1

ि目の時は、Do you have any Ruestion と聞かれた

らnoだけでしかえることができませんでした。ですが2

ि目は、No, * don`tと文ষでえることが出来たし、文

法が間ҧっていても、୯ޠをฒべてえることができまし

た。さらに、文ষを࡞るにあたって、5opic Sentence、

#ody、Conclusion、transitional devices、を考えな

がら文ষを࡞成することが出来ました。クリフエッジプロ

グラϜのプϨθンテーションは、લճとಉ͡よ͏にジΣス

νャー、すスピード、の大きさもલճの発දでよかっ

た点をܧ続することが出来ました。発දの内༰は؆୯で

したが、Genres、become、fairy、thumpedの発Ի

とイントωーションがしかったです。ですが、たくさん発

Իして࿅शすることによって発Իできることが分かりまし

た。3ि目は、1、2ि目と比べて、ޠኮ力がアップしまし

た。さらに、今までઌ生から質されてえるばかりで自

分から質をしたいけど、ӳޠでど͏い͏風にえたらྑ

いか分かりませんでした。なので、いくつかフϨーζを࡞っ

て֮えてत業の時に質することを3ि目のत業で実ફ

できたのでྑかったとࢥいます。最後のクリフエッジでは

今まででҰ൪いいプϨθンテーションができました。し

かった発Իは、eYpressionsとcomfortableです。何ճ

も発࿅शすることによって、発Իと意味が಄の中にఆண

して記Աにりやすいことが分かりました。3ि間のत業

でҰ൪しかったत業は、スピーキングڧ化のत業です。

Ұつのセンテンスを֮えるのが大มでした。ライティング

テストとスピーキングテストでは、文法は正しくないけど、

えたいことを自分の今持っているޠኮ力でえることが

出来たし、Ϩッスンの中で分からないޠኮが山出てきた

ので、ޠኮのษڧをしないといけないなとい͏ことにͮؾ

きました。その経験から今後のӳޠ学शにܨげていき、こ

れからもӳޠのษڧを続けて֎国の方ともっとコϛϡχ

έーションをとれるよ͏ になりたいです。

国際学部　国際学科　船田 理紗子
私の充実したECCオンライン留学
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『流通システムの基礎と展開』の概要
経営学部　商学科　教授　藤岡 芳郎

　本書はこれまでにྲྀ௨・マーέティングྖҬを対象に

研究した成果をもとに新たな研究をਐలさせるための学

術・研究書としてまとめた。研究活動は日本マーέティ

ング学会、アジア市経済学会、日本ফඅ経済学会が中

心である。研究テーマは、20ੈلの工業社会を背景とし

たマーέティングのࢹ点でのྲྀ௨システϜから21ੈلの

サービス社会を背景としたマーέティングの概೦化であ

る。

　ྲྀ௨システϜは生産ऀが࡞った品をফඅऀにಧける

ための組みである。この組みは企業活動（ビジωス）

のج本である。ྲྀ ௨システϜは環境ม化のӨڹをडけな

がら構成員がそれͧれの立でׂを果たすためにม化

して行く。システϜとは୭が（主ମ：ྲྀ௨システϜの構成

員）、何を（٬ମ：品）、どのよ͏ に（ྲྀ௨のྲྀれ、ಧけ方）

である。「୭が」、「何を」ܥ٬にಧけるのかについてのମސ

についてはྲྀ௨システϜがఆしてきたࡒ（グッζ）の

組みだけでは捉えきれない時代になってきた。

　ྫえば、生産ऀが、サービス化して特ఆྖҬのプラット

フォーϜになることを目ࢦしている。Է売業ऀやখ売業ऀ

のྲྀ௨業ऀは造業化、情報産業化をઓུとして掲げて

いる。したがって、生産ऀ、Է売業ऀ、খ売業ऀはそれͧ

れのطଘのػ（生産、Է、খ売）の内からはみ出しな

がらྲྀ௨システϜをม化させている。ফඅऀはࡒをॴ

༗することから༻・ར༻、モノからコトと価値؍を

ม化させている。

　さらに、「どのよ͏に」٬ސにಧけるのかについてはスマ

ϗに代දされる*5ثػ、A*やロボット、そしてサϒスク

リプションのよ͏な新たな提ڙ方法と大きなม化の中

である。খ売業はこれまでの実ళฮとແళฮ、モノのൢ売

（ॴ༗）とサービス（サービシィーζ）のൢ売（༻・ར༻）

のよ͏なೋ߲対立的なࢹ点でे分考できない時代に

なってきた。しかし、現在においてもྲྀ௨システϜの本質

的なػやׂはม化していない。

　本書はこれまでの学術的研究をもとにして4部構成に

した。ᶗ部はྲྀ௨システϜのج本概೦とフϨーϜϫーク、ᶘ

部はྲྀ௨システϜの構成員のׂとこれまでの動き、ᶙ部

は各として生、֗ ͮくり、国ࡍ化、ແళฮൢ売、ᶚ

部は現状とこれからのలについてまとめている。

のྲྀ௨環境（ビジωス環境）において、企業はل21ੈ　

市経済だけでなく෯く社会શମやҰ人ひとりの٬ސ

を対象とした活動をすることが必要である。なͥならば、

企業がデジタル・マーέティングやμイϨクト・マーέティ

ングで品や٬ސମ験（CX）をಧける٬ސは生活ੈքで

独自の価値؍でධ価するからである。したがって、企業は

生活ੈքでҰ人ひとりの٬ސとݸ別につながりながら長

性をҡ持していくことが重要になる。その的なྑい関ظ

ために企業はྙཧ性と社会的՝の取り組みがٻめ

られている。

　新しい品を٬ސにಧける組み（ྲྀ௨）はྲྀ௨の構

成員や業քの༹解化、༥߹化のઌに出現するであΖ͏。

۩ମ的には生活ੈքの中で企業が٬ސとつながり

ながら、٬ސのٻめに対Ԡするリアルとωットの組みで
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ある。

　たとえば、企業は٬ސのコモディティ化したχーζに対

して、٬ސがあらか͡めܾめた取Ҿ方法（リアル�ωット）

で自動的に品を自にಧける。ݸ別のχーζに対して

は積ۃ的にリアルまたはωットでつながりながら対Ԡす

る。٬ސの品を୳ࡧするָしみやߪೖするָしみに対

しては、企業が取ҾデータからѲしている「٬ސのみ

リスト（Ծশ）」の中から選択したいくつかの品やମ験を

リアルまたはωットで提ڙする。現在は品と情報のྔが

Ұ人の人間のॲཧ力を超えている。企業が٬ސのྑき

支援ऀとなって品をߜりࠐむサービスをする。そして、

市にଘ在しない品は企業が٬ސとҰॹになって創

造する。

　現在ඳいているのはこのよ͏な「価値ڞ創」のࢹ点での

企業のシステϜである。「価値ڞ創」のࢹ点での企業シス

テϜを動かすためには新しいࢹ点での組৫ӡӦがෆՄܽ

である。今後の研究においてさらに考を深めて学術的

なݙߩをしていく༧ఆである。

目次
Ⅰ部　流通システムの基本概念と流通環境分析
第1ষ　ྲྀ௨システϜのج本概೦

第2ষ　ྲྀ௨環境のม化　マクロ環境

第3ষ　ྲྀ௨環境のม化　ϛクロ環境

第4ষ　ྲྀ௨環境のม化　ফඅऀ

Ⅱ部　これまでの動き～誰が（主体：流通機関の構成員）
第5ষ　ྲྀ௨システϜの構成員〜生産ऀの立から

第6ষ　ྲྀ௨システϜの構成員〜Է売業ऀの立から

第7ষ　ྲྀ௨システϜの構成員〜খ売業ऀの立から

第8ষ　業ଶのม化

Ⅲ部　これまでの動き～何を（客体：商品）、どこで・ど
のように（取引方法：市場・提供方法などの届け方）
第9ষ　生のྲྀ௨のม化

第10ষ　ྲྀ௨と֗ͮくり

第11ষ　ྲྀ௨の国ࡍ化

第12ষ　ແళฮൢ売とEC

Ⅳ部　流通システムの現状と展望
第13ষ　ม化するྲྀ௨システϜ〜生産ऀのࢹ点から

第14ষ　ม化するྲྀ௨システϜ〜ྲྀ௨業ऀのࢹ点から

第15ষ　出現する新しいྲྀ௨システϜ

　最後に、本書は大阪産業大学学会学術出版助成金の

ご支援で出版しました。ۘ んでྱޚを申し上げます。
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　本書は、චऀがこれまで講ٛのら、講ٛのલ提として

ものしてきた考を౿まえつつ、憲法教育を行う基礎と
なる研究を集成したもの（本書第1部―第3部）である。

多くのݑ法ମܥ書がମܥ性と解ऍの精៛化を目的とし

ているのに対し、本書の特に第1部ٴび第2部は教育ޮ

果とのかかわりを重ࢹしてࣥචしたがࠤ、 々Ұ『վగ

日本国ݑ法』（༗൹ֳ、1952年）、ඒೱ部ୡ٢ஶ・ٶ

ᖒढ़ٛิగ『日本ᅳݑ法原』（༗൹ֳ、1952年）、ਗ਼ٶ

ᖒढ़ٶ、（༗൹ֳ、1979年）『法ᶗ〔第3版〕ݑ』郎࢛ ݑٛ』

法ᶘ〔新版〕』（༗൹ֳ、1972年）、ٶᖒஶ・Ἑ部৴ิت

గ『શగ日本国ݑ法』（日本ධ社、1978年）ʦٶᖒம

ऍʧ、Ἑ部ஶ・高ڮ和೭ิగ『ݑ法〔第4版〕』（ؠ書ళ、

2009年）ࠤ、 藤࣏『ݑ法〔第3版〕』（੨ྛ書院、1995

年）、中剛『ج本的人ݖの考え方』（༗൹ֳ、1991年）

のଞ、ۙ 年の༗力આである、長୩部ګஉ『ݑ法　第7版』

（新ੈ社、2020年）、松Ҫໜ記『ݑ法〔第3版〕』（༗൹ֳ、

2007年）、ौ୩लथ『ݑ法』（༗൹ֳ、2007年）などのそ

れͧれ特৭ある代ද的なମܥ書を౿まえた研究となって

いる。

　また、౷ػ࣏構、ఱ੍ߖ、平和主ٛについては、比ֱ的

オーソドックスな立を౿まえているが、いくつかの点で

௨આに対する提ىもしている。

　最もνャϨンジングなのは、人ݖである。ମܥ的考

とい͏点ではෆे分であるが、人ݖ性質を、文を౿ま

えてどのよ͏に解すべきであるか、現時点での提ىを

している。この点、֘文掲載時のࠪ読ऀのコメントが

大いに立った。ここに感謝申し上げる。

　人ݖの各的考については、現在ਐ行ܗで比ֱݑ

法的考もؚめ研究をਐめている。

　本書掲載の人ݖ各研究は憲法の基本原理にかかわ
る多文化共生観念にかかわる研究および憲法改正議論
と密接にかかわる教育基本法改正問題にかかわる研究
のみにとどめたが、それは今後の研究の基礎となるもの
に限定したこと、第1部ʕ第3部の総的考にる部

分が૬ఔ度大なものとなってしまったことによるやむ

をಘないાஔである。

　あまりҰൠ的には意識されていないよ で͏あるが、࣏

学とのҧい、現実の࣏とのݑ法学ٴび࣏学の関連に

ついても教ཆ教育において意識されることがましいこと

がありಘるであΖ͏。現実の࣏とݑ法学࣏学との関

連は、ൣنの学とೝ識の学の現実との関をೝ識させる

べく考ྀされるべき点を໌֬にすべきであるとの主ுに

連なる。ݑ法学は中心的՝がݑ法解ऍ学であり、ある

べき実質的意味のݑ法をݑ法から読み取ることが学

的Ӧҝの中心である。もちΖん、ݑ法学のҰ部を構成する

ものとしてのݑ法࢙学、比ֱݑ法学、といった研究分野は

ೝ識の学である。ೝ識の学としてのଆ面を持つ࣏学研

究とのҧいが分かりにくいと解される。චऀは࣏学ऀで

はないが、比ֱݑ法研究のஶ書は࣏学ऀがࣥචするこ

とがあった。これはアリストテϨスをྫに挙げるまでもな

く、࣏学が古య的にあるべき࣏を͡るとこΖから࢝

まっていたことからすればෆࢥ議ではない。少なくともア

『憲法教育研究』の概要
国際学部　国際学科　教授　佐藤 潤一
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メリΧの行動࣏学などはՊ学的࣏学を͏たい、社会

選択ཧやήーϜཧなど、学的ख法を༻いる「࣏

学」の研究ख法は、ೝ識の学としての比ֱݑ法学にもڞ

௨する。いͣれにせよ、࣏の現状ೝ識とそれに対しての

法の解ऍとして提示されるかそ͏でないݑ的主ுがൣن

かが、教ཆ教育におけるݑ法学教育と࣏学教育のҧい

の分かりにくさにつらなっていると考えられる。

　Ҏ上のよ͏な考を౿まえつつ、ݑ法（学）および࣏

学の大学における講学上の工が、ઐ門՝ఔにおけるମ

とは異なる考ྀを要することはٙいないであΖ的考ܥ

͏。本書はそのためのૅجとなる研究をまとめたものであ

る。分ྔが大で学術書出版がࠔな現گにおいて、助

成をಘることでॳめて出版がՄとなった。また、業的

には必ͣしもظできない本書の出版には、ܟ文ಊ内

。の大いなる助力をಘたࢯ
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１．本書の概要

　චऀらは100Ҏ上の࿏面ిंのあるまちを๚れ、人々

が集い、いきいきとしたまちの༷ࢠを目のあたりにしてき

た。本書「࿏面ిंとまちの風景ʕ-35デβインパϨッ

ト�ʕ」は、これらの実ௐࠪにͮجき、࿏面ిंがどのよ

͏にまちの風景・ັ力にӨڹをٴ΅しているかについて、

ઐ門分野のプロフΣッショナルのみなら 、ͣ風景やデβイ

ンに関心のあるҰൠの人々にもָしく読んでもらえるよ͏

に、わかりやすく解આしたものである。

　本書は6つのষにより構成されている。

　第1ষでは、最ۙ新しく։௨した࿏面ిंのいるまちか

ら、スϖインのセビーリャとビトリアʗビルバオ、フランス

のオルϨアン、ナント、ϒϨスト、ル・アーϒル、ル・マン、イ

ΪリスのノッティンΨϜ、アメリΧのώϡーストンʗμラス、

そして日本の山を選び、これらのまちの風景のັ力につ

いて紹介する。

　第2ষでは、最ۙ30年ఔ度の間に新しく։௨した࿏面

ిंが、すでにあった自વ景؍やྺ࢙的景؍、ランドマー

クの中に、どのよ͏に͏まくとけࠐんでまちの風景を造

りあげているかを、事ྫ写真をあげて解આする。

　第3ষでは、࿏面ిं։௨に߹わせて実施されたまち

のվ造、沿ઢ։発の実ྫを示す。特に、า行環境վળ

のために自動ंをഉআしたา行エリアの֦大ࡦ、沿ઢや

ަ௨݁અ点での土ར༻มߋ、施設උとい͏؍点か

ら、どのよ͏にまちの風景がม化したかについてઆ໌す

る。

　第4ষでは、֗ ࿏に新しいަ௨ػ関である࿏面ిंが

௨ることで、֗ ࿏ۭ間に生まれている新しい価値、ྫ え

ば、新なデβインのं྆が創り出す風景やݸ性的な停

留ॴ、連続するՍઢபやࣳ生のෑかれたيಓのඒしさ

について༷々なデβイン事ྫとڞに述べる。

　第5ষでは、人がいる風景を取り上げる。࿏面ిंのಋ

ೖはཧ的な景؍มだけでなく、人々のަ௨行動をม

え、それによってまちの風景にもม化がもたらされる。多

༷な人々が行きަ͏、༷ 々なา行ۭ間について解આする。

特に、̓ 心、̓ શなา行環境がってॳめて人々が景

をָしむことができるので、景と࿏面ిंとの関わりに

ついても述べる。

　第6ষでは「新しい࿏面ిंはどのよ͏にܭըされた

か」とい͏テーマを取り上げる。新しい࿏面ిंによって

生み出された新しいまち風景は、意深くܭըされた

組みのදれである。この30年の間に新しく࿏面ిंを௨

した市の内、スϖイン、フランス、イΪリスの14市で、

ަ௨ܭըプロジΣクトの୲ऀに、新しい࿏面ిंಋೖ

の背景や目的、ख法についてインタビϡーしてきた内༰

にͮجいて述べる。

２．関連する研究の経緯と本書の出版目的

　本書は、චऀらがҰ連のՊ学研究ิ助අをಘてਐ

めてきた「-35（-ight 3ail 5ransit）とまちͮくり」に関わ

る研究成果の中の、特に「࿏面ిंプロジΣクトのデβイ

ンと風景」にয点をて、それらをわかりやすくҰൠ読ऀ

向けに書き下Ζしたものである。

『路面電車とまちの風景―LRT デザインパレット―』の概要
デザイン工学部　建築・環境デザイン学科　ペリー 史子



　　

学
術
研
究
書
出
版
助
成
本
の
概
要

Financial A
id for Publishing

04","�4"/(:0�6/*7&34*5:�3&7*&8�/P��� ��

　　

学
術
研
究
書
出
版
助
成
本
の
概
要

Financial A
id for Publishing

　චऀらがインタビϡーをしたԤभの-35プロジΣクト

୲ऀୡからは、そのಋೖཧ༝として「まちをඒしくする」

とい͏が多く聞かれた。Ұ方、日本で-35ܭըの構に

考となる写真集のよ͏なものࢀわっている人ୡからはܞ

がཉしい、のをडけた。そこで、චऀらのલஶ「࿏面ి

ंϨ・シ・ピʕॅみやすいまちと-35ʕ」（ٕ報ಊ出版ɼ

2019年3月）の続編とҐஔͮけ、人のަ௨行動をもมえ

る࿏面ిंプロジΣクトやそこに連動するまちのվ造に

関して「デβイン・風景」とい͏ࢹ点から分ੳし、それを

く社会にؐݩしよ͏ とするものである。



▲令和3年度�写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
　『西の湖の夕日』
　平野�璃久磨（工学部　交通機械工学科）
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令和3年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
『人と人とを繋ぐ橋』
川端 龍生（デザイン工学部 情報システム学科）
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　大阪産業大学学会は、その会則にあるよ͏に「学術・

研究・教育の発లおよびීٴにد༩し、あわせて研究助

成をਤること」を目的としています。そのためྫ年は『大

阪産業大学集』や『大阪産業大学学会報』を発行し、講

演会・研究会・シンϙジϜ・学֎研म会を։催す

るとともに、学生会員の研究教育活動の助成、ւ֎留学

の助成の事業、さらには主に学生会員を対象とする各

छコンテストや༷々な学֎見学会を行なっています。

　けれども令和3年度の大学は昨年度にҾき続いて新ܕ

コロナイルス感છのຮԆとい͏事ଶをडけて、ೖ学

式、त業の実施方法、学生の՝֎活動༷々な面でै来

とは異なった対Ԡをഭられました。大学学会の活動につ

いても新ܕコロナイルス感છの状گを考ྀしながら

ਵ時มߋを加えて、いわばख୳りでの活動となりました。

『大阪産業大学集』や『大阪産業大学学会報』の発行

などはいほ΅ྫ年どおり行な͏ことができましたが、学

生会員の学会活動のࢀ加֦大を目͟したいくつかの事

業はมߋや中ࢭを༨ّなくされました。۩ମ的には、「第

16ճླࣛ҆શӡ転研म」や「ਆށւ༸തؗと人と

、ະ来センター見学会」、「第6ճܳ術ؑ८り（ಙౡ）」ࡂ

「Ӊത（そらはく）見学会」などは日ఔ、内༰をมߋする

ことで何とか実施できましたが、લظに実施を༧ఆしてい

た「関西国ߓۭࡍ見学会」などは中ࢭを༨ّなくされてし

まいました。また昨年中ࢭとなった学術講演会は、Իָプ

ロデϡーサー向୩実ࢯの講演をオンラインのܗ式で実施

することができました。

　企ը事業では、ΣϒԠืがՄな学会コンテストの

みを։催しています。この͏ち「Ϳんかくコンテスト」には

長編2݅、編4݅のԠืがあり、「写真・イラストコンテ

スト」には写真43݅、イラスト10݅のԠืがありました。

　助成事業としては、コロナ禍でしたが出版助成をほ΅

༧ఆ௨りਐめることができました。出版助成の申は3݅

で、その内༁は業出版の୯ஶ2݅、ڞ編ஶ1݅となって

います。

　このほか、学生のଔ業文集に発行援助金を支څし、

ւ֎留学අのิ助事業については、1݅のิ助を行いま

した。ྫ 年行われている国ྲྀަࡍ՝のւ֎ޠ学研मはオ

ンラインで実施され、これにิ助を行いました。

　こ͏ して今年度の学会活動は、『大阪産業大学集』

『大阪産業大学学会報』の発行、出版助成などは、ほ΅

ॳのܭը௨り実施できましたが、学生会員に関連した

事業のいくつかについては、೦ながらܭըมߋや中ࢭ

を༨ّなくされてしまいました。ظ࣍の委員会にはこの点

にとくに留意していただければとࢥいます。

　最後になってしまいましたが、௨ৗとは異なった状گの

なか、今年度の学会活動を支えていただいたৗ任委員の

ઌ生方、とくにνーフ会メンバーである編集委員長の藤

岡芳郎ઌ生（経Ӧ学部）、企ը委員長の大ڮඒಸࢠઌ生

（工学部）、法務委員長の藤ా೭ઌ生（国ࡍ学部）、ࡒ

務委員長のԘ見剛Ұઌ生（શ学教育ػ構）、報委員長

のࢴ୩೭ઌ生（デβイン工学部）、さらにװ事の産業研

究ॴ事務ࣨのҏ藤࣏ঘ事務長、学会事務局の松ଜହࢠ

さん、Ԟాいͮみさんのご協力とごਚ力に深く感謝いたし

ます。

（経済学部　教त）
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令和3年度  年次報告
令和3年度　常任委員長　喜多見 洋
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【評議員会】

第1回評議員会
（オンライン開催） 6月15日

議題①令和3年度学会行事予定表について
　　②令和2年度会計報告
　　③令和2年度会計監査委員報告
　　④令和3年度予算（案）について
　　⑤令和3年度の各委員の作業目標
　　⑥その他

第2回評議員会
（オンライン開催） 3月15日

議題①令和3年度活動報告
　　②令和4年度チーフ会人事について
　　③令和4年度活動方針について
　　④会則・規程集改正（案）について
　　⑤令和4年度学会予算（案）について
　　⑥令和4年度学会行事予定表について
　　⑦その他

【常任委員会】

常任委員会
（オンライン開催） 2月15日

議題①財政安定化基金運用について
　　②令和3年度常任委員から令和4年度常任委員へ引継ぎ資料（内規）について
　　③評議員会について

新旧合同常任委員会 各学部で引継ぎを行う

※�学会報56号において、新旧合同常任委員会を3月16日に開催としましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため
中止とし、各学部で引継ぎを行っていただくこととしました。

【出版助成審査委員会】

出版助成審査委員会
（オンライン開催） 9月21日 議題①申請者一覧

　　②出版助成申請書類一覧

【会計監査】
　　5月12日　　令和2年度外部会計監査
　　6月2、3日　�令和2年度内部会計監査

【チーフ会】

第1回チーフ会 4月20日
オンライン開催 � 第7回チーフ会 11月16日

オンライン開催

第2回チーフ会 メール審議 � 第8回チーフ会 12月21日
オンライン開催

第3回チーフ会 6月� 1日
オンライン開催 � 第9回チーフ会 � 1月25日

オンライン開催

第4回チーフ会 7月20日
オンライン開催 第10回チーフ会 � 2月15日

オンライン開催

第5回チーフ会 9月21日
オンライン開催 第11回チーフ会 � 3月� 1日

オンライン開催

第6回チーフ会 メール審議

令和3年度  学会活動報告
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【編集委員会】

第1ճ編集委員会 4月20日
オンライン։催 第6ճ編集委員会 メール৹議

第2ճ編集委員会 メール৹議 第7ճ編集委員会 11月16日
オンライン։催

第3ճ編集委員会 会ٳ 第8ճ編集委員会 � �1月25日
オンライン։催

第4ճ編集委員会 7月20日
オンライン։催 第9ճ編集委員会 会ٳ

第5ճ編集委員会 9月21日
オンライン։催

【令和3年度発行論集・学会報】
छ　　別 分　　野 号　　ר උ　　考

　　集

経Ӧ集 1号ר3号、23ר22 年3ճ　原ืߘ集

経済集 2号ר1号、23ר23 年3ճ　原ืߘ集

人文・社会Պ学編 42、43、44 年3ճ　原ืߘ集

自વՊ学編 132 年1ճ　原ืߘ集

人間環境集 21 年1ճ　原ืߘ集

学ç会ç報 57 年1ճ　発行

【企画委員会】

第1ճ企ը委員会 4月20日
オンライン։催 第5ճ企ը委員会 9月21日

オンライン։催

第2ճ企ը委員会 メール৹議 第6ճ企ը委員会 10月19日
オンライン։催

第3ճ企ը委員会 会ٳ 第7ճ企ը委員会 11月16日

ྟ時企ը委員会 6月15日
オンライン։催 第8ճ企ը委員会 1月25日

オンライン։催

第4ճ企ը委員会 7月20日
オンライン։催 第9ճ企ը委員会 会ٳ

【企画事業】
˗学会コンテスト

第22ճ　Ϳんかくコンテスト
第 6 ճ　写真・イラストコンテスト

˗ਆށւ༸തؗと人とࡂະ来センター見学会　9月7日
ਆށւ༸ത （ؗΧϫサキϫールド）、人とࡂະ来センター施設見学

˗第16ճ ླࣛ҆શӡ転研म　9月15日
ླࣛサーキットަ௨教育センター研म

˗関西国ߓۭࡍ見学会　9月17日　（ٸۓ事ଶએݴԆ長のҝ、中ࢭ）
ւ上อ҆ி・大阪੫関見学

˗第 6 ճ ܳ術ؑ८り（ಙౡ）　10月29日
大௩国ࡍඒ術ؗ、୶࿏ເ見学

˗ۭത（そらはく）見学会　11月1日
ۭത（ذෞかかみがはらۭߤӉതؗ）、あいちۭߤϛϡージアϜ見学
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ʻ後ԉʼ
˗活動の助成

2月4日〜 2月 7 日　デβイン工学部 建ங・環境デβイン学Պ ༏लଔ業研究ల म࢜研究ల2022の助成
3月9日〜 3月10日　経Ӧ学部 経Ӧ学Պ デχϜに関わる৬見学の助成

˗令和3年度　ւ֎ޠ学研म（オンライン）およびւ֎留学をした学生の助成
˗ത࢜文の印刷・本の助成（人間環境学研究Պ）

【広報】
ద時　webサイトߋ新

【法務】
౼ݕఔվ正のن

【財務】
ຖ月の学会会ܭॲཧ（事務局）後にථの֬ೝおよび༬金௨ா高とのর߹（本会ܭ）

ʲ大阪産業大学学会会員Ұཡʳ （人）

平成30年度 令和ݩ年度 令和2年度 令和3年度
学生会員（院生） 114 121 106 103
　çʏç　（大学生） 7,774 7,766 7,889 7,630
正ç会ç員（ઐ任教員） 218 209 207 208
特別会員 4 1 1 1
४ç会ç員（非ৗۈ・ଔ業生） 21 22 26 26
໊༪会員 15 16 14 13
助会員ࢍ 1 2 3 3

ܭ 8,147 8,137 8,246 7,984
　12月現在の会員
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　令和2年度における大阪産業大学学会の収支ܾࢉを、
下掲のදのとおりご報告いたします。
　収ೖの部では、昨年度に比べて学会අのֹܾࢉが
420万円の増収となりました。これは、平成29年度より学
会අの収方法を4年分のҰׅ収から1年分（લظ・
後ظ）ごとの収にมߋしたためで、มߋ後4年目にた
る令和2年度は、昨年度と比べて学会අの収ೖがҰ学年
分増加しています。
　支出の部では、昨年度に比べて支出খܭが770万円
のݮ少となりました。支出のݮ少はコロナ禍のӨڹをڧ
くडけており、学会イベントの見学会ならびに学会主催
の講演会が中ࢭとなったこと、ւ֎留学の見߹わせによ
るւ֎留学ิ助金のར༻ऀのݮ少などが主なཧ༝と
して挙げられます。また集発行අにݮ少が生͡たのは、
令和3年3月付の集をྫ年どおり令和2年度内の༧ࢉ
での支出として༧ఆしていたとこΖ、集発行のれによ

り、令和3年度会ܭでॲཧすることとなったためです。そ
の݁果、170万円超の支出がཌ年に܁りӽしとなりまし
た。これも令和2年度の支出ݮにӨڹしています。
　そのҰ方で、新たに増加した支出としては法ఆརඅ
がありますが、これは学会事務局員の方2໊がޏ༻
にりସわり、それにともなって࿑ಇอݥྉをಉ༧ࢉで
支出するよ͏ になったためです。
　令和2年度におきましても、各छ見学会や学会コンテス
トなどのイベント、出版助成、ւ֎留学ิ助など、学業、研
究から文化活動にいたるまで、෯く助成を企ըしていた
のですが、೦ながら実施がかなわなかった事業が少な
からͣありました。それでも総ܭとして、࣍年度܁ӽ金は
昨年度より127万円ݮ少しています。
　今後も、新たな活動助成を考えるなど知ܙをߜって学
会活動の活性化をめ͟し、会員のօ༷に少しでも༗ӹな
ができますよ͏ݩؐ 、Ұめてまいります。

令和2年度  学会会計報告（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

令和2年度 財務委員長　塩見 剛一

【収　入　の　部】 （単位：円）

Պ　　　　　　　　　目 本年度༧ֹࢉ 本年度ֹܾࢉ 増　　　ݮ
学会අ（学生） 18,492,000 18,163,200 ˚ 328,800
　ʏ　（正・४） 1,121,000 1,139,000 18,000
ड取རଉ 3,500 1,332 ˚ 2,168
収ೖࡶ 510,000 880 ˚ 509,120

（খ　　　　　　　　　ܭ） 20,126,500 19,304,412 ˚ 822,088
લ年度܁ӽ金 22,245,226 22,245,226 0

ܭ　　　　　　　　　߹ 42,371,726 41,549,638 ˚ 822,088

【支　出　の　部】 （単位：円）

Պ　　　　　　　　　目 本年度༧ֹࢉ 本年度ֹܾࢉ 増　　　ݮ
集発行අ 5,000,000 2,378,234 ˚ 2,621,766
学会報発行අ 1,600,000 1,356,850 ˚ 243,150
講演会අ 800,000 0 ˚ 800,000
イベントඅ 5,600,000 236,466 ˚ 5,363,534
ॾ活動අ 1,000,000 200,000 ˚ 800,000
ւ֎留学ิ助金 3,000,000 1,196,124 ˚ 1,803,876
出版助成 5,200,000 4,533,806 ˚ 666,194
Σϒサイトอक点ݕඅ 1,000,000 682,308 ˚ 317,692
人݅අ 5,900,000 5,870,041 ˚ 29,959
ব֎ீܚඅ 200,000 60,000 ˚ 140,000
印刷本අ 250,000 133,754 ˚ 116,246
௨৴༌ૹඅ 250,000 98,469 ˚ 151,531
学生දজඅ 1,800,000 1,450,000 ˚ 350,000
法ఆརඅ 80,000 638,150 558,150
支खྉ 120,000 118,250 ˚ 1,750
そのଞ 200,000 119,577 ˚ 80,423

（খ　　　　　　　　　ܭ） 32,000,000 19,072,029 ˚ 12,927,971
प年記೦事業܁ೖ金 1,500,000 1,500,000 0
ӽ金܁年度࣍ 8,871,726 20,977,609 12,105,883

ܭ　　　　　　　　　߹ 42,371,726 41,549,638 ˚ 822,088

˞令和2年度より、『60प年記೦事業අ』は『प年記೦事業අ積立』に໊শมߋ
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　学会報57のテーマは『大学キャンパスの将来像』です。テーマに則した特集記事のほか、「学生による、教員の研究テー
マ紹介」「各支援部門の活動紹介」について特集しています。令和3年は、コロナ禍に加えて夏のオリンピックやパラリンピッ
クそして秋には衆議院の総選挙などが実施されました。
　私たちはグローバルな環境下で生活していることを実感しながら、国の現状や将来について考えることが多い年でした。
日本の国内総生産（GDP）は1995年の5.5兆ドルから2020年の5兆ドルと25年間横ばいが続いています。日本の平均年
収は過去30年間で4％増の3.9万ドル（440万円）です。米国は48％増の6.9万ドル、OECD平均が38％増の4.9万ドル
に比べて伸びていません。企業が持続的に賃金を増やすためにはデジタルトランスフォーメーション（DX）で生産性を高め
新たな成長分野に果敢に取り組む必要があるといわれています（日本経済新聞2021年10月16日1面）。平成時代におけ
る日本経済の停滞は何が真の原因なのかはわかりませんが、重要なことは社会に新たな価値をもたらすイノベーションを
生み出すことです。
　ビッグデータの時代になると人間の希少価値は創造力や編集力になります。創造力は独自の方法で新しい何かを創り
出す力です。編集力は情報を収集して、それを取捨選択しながら再構成するプロセスとして捉えられます。データを収集し
てある目的や方向性の下で選別・加工して意味付けしたのが情報です。これらの情報をもとに経験則に沿って判断する
と知識になり蓄積されていきます（日立東大ラボ〔2018〕pp.28-30）。編集工学を考案した松岡正剛は編集とは「対象
の情報の構造を読み解き、それを新たな意匠で再生するもの」と述べています。彼は日本人が古の時代から独自の風土を
背景に編集文化「異質なものの再編集から独創的なモノが生まれる」情報編集力を発揮してきたと提示しています（松岡
〔2001〕）。
　学会報57は時代の転換点ともいえる現在、大学教育・研究や大学生活を支えるキャンパスのあり方、将来像を考えて
編集をしました。キャンパス・リノベーションでは「今後建設される新施設と、昨年から今年にかけて行われたリノベーショ
ン」関連の写真をピックアップして掲載しています。このほかに、学会主催見学会、コンテスト報告、講演会報告、留学記、学
術研究書出版助成本の概要などを掲載しています。
　最後になりますが、本号の編集・発刊にご協力いただいた編集委員の方々、またとくに精力的に編集の任にあたってい
ただきました学会事務局に深く感謝申し上げます。

日立東大ラボ〔2018〕『Society（ソサエティ）5.0 〜人間中心の超スマート社会』日本経済新聞出版社。
松岡正剛〔2001〕『知の編集工学〜情報は、ひとりでいられない』朝日新聞出版。

（令和３年度編集委員長：藤岡　芳郎）

編 集 後 記
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表　紙 令和3年度 写真・イラストコンテスト（イラストデザイン部門）優秀賞作品
『大学の将来像』
竹重 風美（デザイン工学部 建築・環境デザイン学科）

裏表紙 令和3年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
『照』
浜尾 一生（デザイン工学部 建築・環境デザイン学科）
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